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華
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期
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ー

江
蘇
省
を
め
ぐ

っ
て
ー

お
け
る
近
代
学
制

の
地
方
浸
透
と
私
塾新

保

敦

子

は
じ
め
に
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民
国
時
期
に
お
け
る
私
塾
の
展
開
-

一 

初
等
教
育
普
及
の
全
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動
向
及
び
私
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展
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1
 
清
末
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初
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教
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2
 
民
国
時
期
に
お
け
る
近
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小
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と
私
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二
 
江
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省
に
お
け
る
私
塾

1
 
江
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省
に
お
け
る
近
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教
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導
入

2
 
江
蘇
省
に
お
け
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私
塾

三
 
清
末
民
初
の
無
錫
県
に
お
け
る
教
育
の
発
展

 
1
 
近
代
教
育
の
導
入

 
2
 
私
立
学
校
の
発
展

四
 
無
錫
県
に
お
け
る
私
塾
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五

私
塾
の
存
立
基
盤

ま
と
め

注

私

塾

概

況

塾
 
 
師

私
塾
の
創
設
年

私
塾
に
お
け
る
教
育

日
中
戦
争
後
の
私
塾
の
歩
み

私
塾
と
近
代
学
校

は
じ
め

に

民
国
時
期
に
お
け
る
私
塾

の
展
開
1

(
1
)

 
中
国
に
近
代
学
校
(洋
式
学
堂
)
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
る
の
は
、

一
九
〇
〇
年
の
義
和
団
事
件
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
清
末
に
、
初
学
者
に
対

す
る
教
育
が
実
施
さ
れ
た
機
関
と
し
て
は
主
に
、

一
、
義
塾
(義
据
あ
る
い
は
地
方
公
産
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
る
も
の
で
、
資
力
の
無

い
児
童
は
無
料
。

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
七
九



 

 
 
 

 
中

国
国
民
革
命

の
研
究

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
五
八
〇

義

学
と
も
呼
ば

れ
る
)
、
二
、
族
塾

(宗
族

内
に
設

け
ら
れ
た
義
塾
)
、

三
、
家
塾

(
中
流
以
上

の
家
庭

に
お

い
て
塾

師
を
招
き
、
家

の

一
室
を
教

室
と

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

(2
)

し

て
授
業
を
行

う
も

の
)
、
四
、
門

館
(
塾
師
が
自
分

の
家

に
塾
を
設
置
す

る
も

の
)
等
が
あ

っ
た

。

こ
う
し
た
旧
来
の
初
等
の
教
育
機
関
の
中
に
は
、
清
末
以
来
の
近
代
的
学
校
教
育
制
度

の
導
入
に
伴

い
、
近
代
小
学

へ
と
移
行
し
て
い
く
も
の
が
あ

(
3
)

っ
た
。
旧
来

の
初
等

の
教
育
機
関
が

、
清
末

に
お
け

る
科
挙
制
度

の
廃
止
後
、
ど

の
よ
う

に
変
化

し
て

い
く

の
か
に
関
し

て
は
、
族
塾
に

つ
い
て
検
討

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(4
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5
)

し
た
多
賀
秋
五
郎
の
先
行
研
究
や
、
義
学
に
つ
い
て
の
小
川
嘉
子
の
研
究
が
あ
る
。

 

一
方
、
民
国
時
期
に
入

っ
て
か
ら
も
、
伝
統
的
な
形
態
を
留
め
た
初
等

の
教
育
機
関
が
存
在
し
て
い
た
。
清
末
か
ら
民
国
時
期
に
か
け
て
、
旧
来
の

初
等
の
教
育
機
関
は
、
私
塾
と
総
称
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
本
稿
で
も
以
下
、
特
に
限
定
す
る
場
合
を
除
外
し
て
、
私
塾
と
い
う
名
称
を
用
い
る

も
の
と
す
る
。
こ
う
し
た
私
塾
は
、

一
九
三
七
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
直
前
に
お
い
て
も
、
読
み
書
き
を
教
授
す
る
重
要
な
教
育
機
関
で
あ

っ
た
。

し
か
し
民
国
時
期
に
存
立
し
た
私
塾
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。

 
し
た
が

っ
て
本
稿

で
は
、
中
華
民

国
時
期

(
一
九

一
ニ
ー

一
九

四
九
)
に
、
近
代

小
学
校

の
地
方

へ
の
普
及
過
程

に
お

い
て
、
私
塾
が
ど

の
よ
う

に
変

貌
を
遂
げ
、

い
か
な

る
役
割
を
担

っ
て

い
っ
た

の
か
、
私
塾
を

め
ぐ
る
国
家

の
政
策

や
、
私
塾
と
近
代
小
学
と

の
関
係
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
歴
史
的

に

分
析
し

て

い
き
た

い
。
具
体
的

に

は
民
国
時
期

に
お
け
る
個
別

の
私
塾

に

つ
い
て
、
分
布

・
塾
師

・
創
設
年

・
教
育
活
動
等

の
点

か
ら
検
討

し
て

い
く

も

の
と
す

る
。

 
と
こ
ろ
で
近
代
小
学
普
及
の
過
程
や
私
塾

の
状
況
は
、
中
国
の
各
省
間
に
お
い
て
大
き
く
異
な
る
。
こ
こ
で
は
、
江
蘇
省
を
検
討
の
対
象
と
し
て
取

り
上
げ
て
い
き
た

い
。
江
蘇
省
を
選
定
し
た
理
由
は
、
第

一
に
、
江
蘇
省
で
は

一
九
三
〇
年
代
に
お

い
て
も
、
私
塾
が
か
な
り
の
規
模
で
存
在
し
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
江
蘇
省

の
私
塾
数
は
、

一
九
三
五
年
度
の
統
計
に
よ
れ
ば
全
国
第

一
位
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
近
代
小
学
と
私
塾
と

い
う
、
対
峙
す

る
勢
力
間
の
緊
張
関
係

の
中
で
、
江
蘇
省

の
初
等
教
育
は
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
私
塾
等
に
つ
い
て
の
教
育
資
料

の
点
で
も
、
江
蘇

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

(6
)

省

は
豊
富

な
こ
と

で
あ

る
。
民
国

時
期

に
江
蘇
省
教
育
庁

の
下
、
大
規
模
な
全
省
教
育
調
査
が
実
施

さ
れ
、
集
計
結
果

が
統
計
と

し
て
出

さ
れ
て

い
る
。

江
蘇
省

の
中
で
も
、
本
稿
で
は
特
に
江
蘇
省
無
錫
県
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
と
す
る
。
無
錫
県
は
江
蘇
省
に
お
い
て
、
経
済
的
に
も
文
化
的
に
も
発



展
を
遂
げ
た
県
の

一
つ
で
あ
る
が
、
多
数

の
私
塾
が
分
布
し
て
い
た
。
ま
た
私
塾
調
査
の
貴
重
な
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
無
錫
県
に
お
け

る
教
育
を
、
学
区
レ
ベ
ル
に
下
ろ
し
て
検
討
し
、
近
代
学
制
浸
透
過
程
に
お
け
る
、
私
塾
の
展
開
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

 
本
文
の
構
成
は
第

一
章
で
全
国
的
レ
ベ
ル
の
、
第
二
章
で
江
蘇
省
に
お
い
て
の
、
初
等
教
育
普
及
の
動
向
及
び
私
塾

の
展
開
に
つ
い
て
概
略
的
に
紹

介
す
る
。
第
三
章
で
は
、
清
末
民
初
の
無
錫
県
に
お
け
る
近
代
教
育
の
発
展
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
第
四
章
で
は
無
錫
県
に
お
け
る
私
塾
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
上
で
第
五
章
に
お
い
て
、
民
国
時
期
に
多
数
の
私
塾
が
存
立
し
た
そ
の
基
盤
に
つ
い
て
分
析
し
、
合
わ
せ

て
江
蘇
省
が
特
に
多
数

の
私
塾
を
抱
え
て
い
た
理
由
に
つ
い
て
、
考
察
を
深
め
て
い
く
も
の
と
す
る
。

一 

初
等
教
育
普
及

の
全
国
的
動
向
及
び
私
塾

の
展
開

1

清
末
に
お
け
る
初
等
教
育
制
度
の
導
入
と
私
塾

(
1
)

 
中
国
の
近
代
的
初
等
教
育
機
関
と
し
て
は
、
上
海
正
蒙
書
院
が
最
も
早
く

一
八
七
八
年
に
創
設
さ
れ
て
い
る
。
上
海
正
蒙
書
院
で
は
、
国
文
、
格
致

(
理
科
)
、
数
学
、
詩
歌
等

の
学
科
が
教
授
さ
れ
た
。
名
称
は
書
院
で
あ
る
が
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
か
ら
み
れ
ば
、
近
代
小
学
で
あ

っ
た
。
そ
の
後

一
八

九
六
年
に
上
海
三
等
公
学
、

一
八
九
七
年
に
南
洋
公
学
外
院

(外
院
は
付
属
小
学
校
)
、

一
八
九
八
年
に
無
錫
の
三
等
学
堂
と

い
う
よ
う
に
、
新
式
の

小
学
が
続
々
と
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
開
明
紳
士
層
や
新
興
資
本
家
勢
力
、
あ
る
い
は
進
歩
的
知
識
人
の
協
力
に
よ

っ
て
創
立
さ
れ
て
い
た
。

 
そ
の
後

一
九
〇
〇
年
の
義
和
団
事
件
以
降
、

一
九
〇
二
年
に

「欽
定
学
堂
章
程
」
が
、

一
九
〇
四
年
に
は

「
奏
定
学
堂
章
程
」
が
発
布
さ
れ
、
近
代

学
制
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
て
い
く
。
「欽
定
学
堂
章
程
」
で
初
等
教
育
は
、
蒙
学
堂
四
年
、
尋
常
初
等
小
学
堂
三
年
、
高
等
小
学
堂
三
年
に
分
け
ら

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

(2
)

れ
て

い
た
。
「奏

定
学
堂
章
程
」

に

お

い
て
は
、
初
等

小
学

堂
五
年
、
高
等

小
学
堂
四
年
と
さ
れ
た
。
「
奏
定
学
堂
章
程
」

の
教
育
体
系

(初
等
教
育

九

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 ヨ
 

年
、
中
等
教
育

五
年

、
高
等
教
育

六
-

七
年

の
全
二
〇
1

二

一
年
)

は
、
当
時

の
日
本

の
学
校
教
育
体
系
を

モ
デ
ル
と

し
て

い
た
。
近
代
化

の
基
盤

を

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
八
一



 
 
 
 

 
中
国
国
民
革
命

の
研
究

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
五
八
二

国
民
教
育

の
普
及

に
求

め
た
明
治

政
府

の
政
策
を

、
清
朝

は
踏
襲

し
よ
う

と
し
た

の
で
あ

る
。

 

一
九
〇
五
年
九
月
に
な
る
と
、
科
挙
廃
止
が
正
式
に
明
示
さ
れ
た
。
ま
た
同
年

一
二
月
、
清
朝
は
中
央
教
育
行
政
機
関
で
あ
る
学
部
を
設
置
し
、
省

段
階
に
提
学
使
司
、
県
段
階
に
勧
学
所
を
置
き
、
近
代
学
校
開
設
に
積
極
的
に
取
り
組
む
に
至
る
。

 
と
こ
ろ
で
清
末
時
期
、
私
塾
は
全
国
各
地
に
か
な
り
の
規
模
で
設
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
私
塾
を
、
近
代
学
制
の
枠
組
み
に
適

合
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
す
で
に
清
末
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。
特
に
科
挙
制
廃
止
に
よ

っ
て
、
近
代
学
制
導
入
に
拍
車
が
掛
け
ら
れ
る
過
程
で
、

私
塾
も
そ
の
性
格
を
変
え
る
こ
と
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

 
た
と
え
ば
族
塾
は
従
来
、
宗
族

の
秩
序
に
適
応
し
、
ま
た
科
挙
に
合
格
し
て

一
族
の
栄
誉
を
顕
揚
す
る
人
材
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
た
。
し
か
し

科
挙
の
廃
止
に
よ

っ
て
改
編
さ
れ
た
族
塾
、
あ
る
い
は
新
た
に
創
設
さ
れ
た
近
代
族
塾
(族
立
学
校
)
に
お
い
て
は
、
国
家
の
要
求
す
る
国
民
の
形
成
を

目
的
と
す
る
と
共
に
、
族
人
全
般

の
教
育
水
準

の
向
上
と
い
う
意
図
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
。
ま
た
近
代
族
塾
で
は
女
子
や
、
外
姓

の
子
弟

の
入
学

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4
)

が
認

め
ら

れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

 
私
塾
改
良
運
動
も
、
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
九
〇
四
年
六
月
に
な
る
と
、
沈
戟
儀
ら
上
海

の
紳
士
層
を
中
心
と
し
て
、
私
塾
改
良
会

が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
私
塾
改
良
会
の
主
旨
は
、
私
塾
改
良
を
通
じ
て
の
、
立
憲
や
地
方
自
治
の
基
礎
と
し
て
の
教
育

の
普
及
に
あ

っ
た
。
当
時
経
費

や
教
員
の
不
足
か
ら
、
学
堂
は
広
範
に
は
設
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
方
私
塾
は
晒
習
に
捕
ら
わ
れ
旧
態
依
然
で
あ

っ
た
。
数
百
万
に
上
る
私
塾
の
改
良

が
、
近
代
学
制

へ
の
過
渡
期
に
お
い
て
は
簡
便
な
方
法
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
私
塾
改
良
会
で
は
、
私
塾
に
お
け
る
教
授
課
程

・

方
法

の
改
善
に
努
め
る
他
、
私
塾
学
童
に
対
す
る
学
力
試
験
や
、
塾
師
訓
練
の
た
め
の
師
範
講
習
所

の
設
立
に
努
力
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
私
塾
改
良

会

の
活
動
を
受
け
て
両
江
総
督
周
酸
は
、
各
府

・
庁

・
州

・
県
に
私
塾
改
良
会
を
設
立
す
る
よ
う
訓
令
を
出
し
た
。
ま
た
そ
の
後
両
江
総
督
に
就
任
し

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5
)

た
端
方
も
、
江
寧

・
江
蘇

・
安
徽

・
江
西

の
四
提
学
使
司

に
、
各

地
に
お
け
る
私
塾
改
良
会

の
設
立
を
命

じ

て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
(6
)

一
九
〇
〇
年
代
後
半

に
な

る
と

、
直
隷

・
河
南

・
吉
林

の
各
提
学
使

司
か
ら
、
私
塾
改

良
を
実
施
す
る
た
め

の
規
定
が
出
さ
れ

て

い
る
。
北
京

で
も

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(7
)

師
範
講
習
所
が

一
九
〇
六
年
頃
よ
り
多
数
設
立
さ
れ
、
私
塾
改
良
が
進
め
ら
れ
た
。



 
私
塾
改
良
と

共
に
、
私
塾

の
う

ち
良
好
な
も

の
を
私
立
小
学

に
す

る
動
き

も
盛

ん

で
あ

っ
た
。
「
奏
定
学
堂
章
程
」

で
は
、
家
塾

に
近
隣

の
児
童

を

集
め
、
あ
る

い
は
塾

師
が
自
宅
に
児

童
を
集
め
、
三
〇
人
以
上

に
授
業
を
行
う
場
合
は
、
初
等
私
立
小
学
と

し
て
処
遇
す

る
、
と
規
定

さ
れ
て

い
る
。

ま
た

一
九
〇
六
年

の

「
勧
学
所
章
程
」

で
も
、
私
塾

の
中

で
比
較
的
良
好

の
も

の
は
私
立
小
学
と
す

る
、
と
定

め
ら
れ
て

い
る
。

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
(8
)

 
こ
う
し
た
動
向

の
延
長
線
上
に
学
部
は
、

一
九

一
〇
年
に
な
る
と

「
改
良
私
塾
章
程
」
を
公
布
し
た
。
こ
の

「章
程
」
は
中
央
政
府
レ
ベ
ル
で
の
、

私
塾
に
関
す
る
初
め
て
の
体
系
的
規
定
で
あ
る
。
「
章
程
」
の
中
で
学
部
は
、
財
政
困
難
の
状
況
下
に
お
い
て
、
私
塾
改
良
が
教
育
普
及
に
と

っ
て
必

要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
私
塾
改
良
は
あ
く
ま
で
も
学
堂
補
足
の
た
め
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
私
塾
に
近
代
小
学
と
同
等

の
法
的
地
位
を

与
え
て
し
ま
う
と
、
私
塾
改
良
を
口
実
と
し
て
近
代
小
学
が
建
設
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
私
塾
に
学
童
が
流
れ
て
小
学
の
定
足
数
を
割
る
こ
と
が
、
危
惧

 

 

 

 

 

 

 

 
(9
)

さ

れ

た

か

ら

で

あ

っ
た

。

 
ま
た

「
改
良
私
塾
章
程
」
で
は
、
私
塾
に
対
す
る
調
査

の
実
施
や
教
授
課
程

・
方
法

の
改
良
が
、
規
定
さ
れ
て
い
る
。
改
良
私
塾

(
改
良
を
経
た
私

塾
)
で
規
模
が
大
き
く
、
財
政
基
盤
も
確
か
な
所
は
、
私
立
初
等
小
学
と
す
る
こ
と
も
許
可
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
改
良
私
塾
の
学
生
に
対
し
て
は
卒
業

試
験
が
実
施
さ
れ
、
卒
業
生
は
中
学
及
び
高
等
小
学
の
入
試
を
受
験
で
き
る
と
し
た
。
こ
う
し
て
旧
体
制
下
に
置
か
れ
て
い
た
私
塾
は
再
編
成
が
促
進

さ
れ
、
改
良
さ
れ
た
私
塾
は
近
代
小
学
と
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

2

民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
小
学
校
と
私
塾

 
中
華
民
国
の
成
立
直
後

に
教
育
部
は
、
「
小
学
校
令
」
(
一
九

一
二
年
)
を
発
布
し
て
い
る
が
、
小
学
校
は
初
等
小
学
校
四
年
、
高
等
小
学
校
三
年
に

分
け
ら
れ
、
初
等

の
四
年
が
義
務
教
育
と
さ
れ
た
。
ま
た

「
国
民
学
校
令
」
(
一
九

一
五
年
)
で
は
、
「学
齢
児
童
(学
齢
と
は
、
六
歳
の
翌
日
か
ら
満

一

三
歳
ま
で
の
七
年
間
)
の
父
母
あ
る
い
は
監
督
者
は
、
児
童

の
就
学
開
始
時
期
よ
り
終
了
時
期
ま
で
、
就
学
さ
せ
る
義
務
が
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い

(
10
)

る

。
一
九
二

二
年
に
な
る
と
、
教
育
部

は

「学
校
系
統
改
革
令
」
を
発
布

し
た
。

こ
れ
は
ア

メ
リ
カ

の
六

・
三
制
を

モ
デ
ル
に
、
学

校
制
度

の
全

面
的
改

 

 
 

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 五
八
三



 
 
 
 
 
中
国
国
民
革
命
の
研
究
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
八
四

革
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

「
改
革
令
」
で
初
等
教
育
は
、
初
級
小
学
四
年
、
高
級
小
学
二
年
に
分
け
ら
れ
、
初
級
の
四
年
が
義
務

教
育
年
限
と
さ
れ
た
。
中
国
の
教
育
政
策
は

一
九

一
〇
年
代
ま
で
、
日
本
に
範
を
求
め
て
き
た
が
、
以
降
教
育
制
度
の
点
で
も
教
育
実
践
の
点
で
も
、

ア
メ
リ
カ
の
影
響
が
強
ま

っ
て
い
く
。

清
朝
末
期
か
ら
民
国
初
期
に
お
い
て
は
、
教
育
関
係
の
法
令
が
定
め
ら
れ
、
近
代
学
制
の
整
備
が
計
ら
れ
る

一
方
、
近
代
小
学

の
量
的
拡
大
に
つ
い

て
も
顕
著
で
あ

っ
た
。
初
等
教
育
機
関
数
は
、

一
九
〇
七
年
に
三
万
五
六
四
七
校
で
あ

っ
た
の
が
、

一
九

一
二
年
に
八
万
六
一一=

八
所
、

一
九

一
四
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(11
)

に
は

一
二
万

一
〇
八

一
所

と
、
飛
躍

的
に
発
展
し

て
い
る
。
ま
た
就
学
児
童
数
も

そ
れ

に
伴

い
順

調
に
増
加

し
て

い
る
。

 
し
か
し

一
九

一
四
年
ま
で
急
増
し
て
き
た
就
学
児
童
数
は
、

一
九

一
五
年
に
は
横
ば

い
と
な
り
、

一
九

一
六
年
に
は
や
や
減
少
し
て
い
る
。
概
し
て
、

建
国
当
初
に
急
増
し
た
後
は
、
比
較
的
緩
や
か
な
増
加
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
は
軍
閥
問
の
抗
争
が
激
化
し
て
お
り
、
教
育
経
費
は
不
十
分

な
も
の
で
、
義
務
教
育
の
実
現
に
は
ほ
ど
遠
か

っ
た
の
で
あ
る
。

 

一
九
二
七
年
に
国
民
党
政
権
が
誕
生
し
た
後
、
支
配
体
制
確
立
の
た
め
政
府
は
、
国
民
教
育
の
振
興
を
重
視
し
、
初
等
教
育
普
及
に
力
を
注
い
だ
。

こ
れ
は
国
民
に
対
す
る
三
民
主
義
教
育
の
徹
底
を
計
り
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
支
配
を
貫
徹
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。

一
九
二
九
年

の
第
二
次
全
国
教
育
会
議

で
は
、
「実
施
義
務
教
育
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
二
〇
年
間
の
う
ち
に
は
、
四
年
制
の
義
務
教
育
を
全
国
で
実
現
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
る
。

 

一
九
三
三
年
に
は
、
義
務
教
育
の
普
及
を
促
す
た
め
、
教
育
部
は

「小
学
規
程
」
を
公
布
し
た
。
「
規
程
」
で
は
初
級
小
学
四
年
、
高
級
小
学
二
年

の
外
、
四
年
制
の
簡
易
小
学
(経
済
的
事
情

の
た
め
初
級
小
学
校
に
入
学
で
き
な
い
学
齢
児
童
が
対
象
)
、

一
年
制

の
短
期
小
学
(
一
〇
1

一
六
歳

の
失

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

(12
)

学
児
童

が
対
象
)
が
設
置
さ
れ

る
こ

と
に
な

っ
た
。
簡

易
小
学

や
短
期
小
学

で
は
、
国
語

や
算
術
を
中
心
と

す
る
簡
略
な

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ

て

 

(13
)

い

た

。

 

一
九

三
五
年

に
な
る
と
教
育
部
は

、
「
実
施
義

務
教
育
暫
行
弁
法
大
綱
」
及
び

「同
施
行
細

則
」

を
制

定
し
た
。
「
大
綱
」
に
よ
れ
ば
義

務
教
育
は
、

三
段
階
に
分
け

て
施
行
さ

れ
、
第

一
期

(
一
九

三
五
年

八
月
-

一
九

四
〇
年
七

月
)
に
は

一
年
制

の
短
期

小
学
、
第

二
期

(
一
九

四
〇
年

八
月
ー

一
九

四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 レ
 

四
年

七
月
)
に
は
二
年
制

の
短
期

小

学
、
第
三
期

(
一
九

四
四
年

八
月
1

)
に
は
四
年
制

の
短
期
小

学

の
普

及
が
、
そ
れ
ぞ
れ
計
ら
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。



図1 民国時期全国初等教育就学児童数(1912-45年)
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出典:『 民国19年 度全国初等教育統計』,及 び 『第二次中国教育年鑑』 よ り作成。

ただ し1912～1916年,及 び1922年 は,幼 稚園児 童数を含 む。

 

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

 

こ
う

し
た

一
連

の
政
策

が
採

ら
れ
、
短
期

小
学
等

が
普

及
す
る
よ
う
に
な

っ
た

た
め
、
国
民
政
府

の
下
で
就
学
児
童
数

は
急
増

し
て

い
る

(
図

一
)
。
就
学
率

も
、

一
九

二
九
年

の

一
七

・

一
%

か
ら
、

六
年
後

の
三
五
年

に
は
三
〇

・
八
%

へ
と
伸

 
 
 
 
 
 

 お
 

長
し
た

の
で
あ

る
。

 

一
方
民
国
時
期
に
入

っ
て
か
ら
も
、
旧
来
の
教
育
機
関
で
あ
る
私
塾
は
全
国
各

地
に
存
在
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
私
塾
に
対
す
る
政
策
は
、
時
期
に
よ
り
、
ま
た

地
方
に
よ
り
流
動
的
で
あ

っ
た
。
た
だ
し
初
等
教
育
機
関
の
絶
対
数
が
不
足
し
て

い
る
状
況
か
ら
、
総
じ
て
民
国
時
期
、
私
塾
に
対
し
て
レ
ベ
ル
の
高

い
も
の
は
改

良

の
上
奨
励
し
、
レ
ベ
ル
の
低
い
も
の
は
取
り
締
ま
る
方
針
が
採
ら
れ
た
。

ま
ず
民
国
建
国
当
初
に
は
、
私
塾
に
対
し
て
、
奨
励
政
策
が
と
ら
れ
輪
㌍

一
九

一
五
年
に
衰
世
凱
政
権

の
下
で
出
さ
れ
た
、
「特
定
教
育
綱
要
」
に
よ
れ
ば
、
私

塾
に
対
し
て
は
奨
励
主
義
を
取
り
、
程
度
の
高
い
も
の
は
初
等

・
高
等
小
学
校
と

同
等

の
待
遇
を
し
、
小
学
校

へ
の
同
化
を
期
す
と
さ
れ
て
い
る
。
同
年
の
全
国
教

育
行
政
会
議

の
記
録
で
も
、
私
塾
は
小
学
校
が
発
展
し
た
後
は
自
然
と
消
滅
す
べ

き
で
あ
る
が
、
小
学
校
未
普
及
の
段
階
に
お
い
て
は
、
小
学
校
の
補
足
と
し
、
私

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 り
 

塾
に
対
し
て
奨
励
主
義
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

 
ま
た
地
方

レ
ベ
ル
で
も
山
東
省
で
は
、
中
国
の
私
塾
は
日
本
の
寺
子
屋
の
よ
う

な
存
在
で
あ
り
、
私
塾
は
小
学
校
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
私
塾
を
改
良

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
(18
)

し
初
等
小
学
校

の
代

用
と
す

る
こ
と
が
計

ら
れ
た
。
塾
師

の
中
で
程
度

の
高

い
者

五
八
五



 
 
 

 
 
中
国
国
民
革
命

の
研
究

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
五
八
六

を

、
初
等
小
学
校
教
員

と
す
る
地
方

も
あ

っ
た
。

 
し
か
し
そ
の
後
、

一
九

一
〇
年
代
後
半
か
ら

一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
は
全
国
的
に
、
私
塾
改
良
の
動
き
が
強
ま
り
、
特
に
質

の
低

い
も
の
に
対
し

て
は
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
政
策
転
換
が
計
ら
れ
た
の
は
、
私
塾
の
中
に
は
質
の
劣
等
な
も

の
が
少
な
か
ら
ず
あ

っ
た
こ
と
や
、

私
塾
が
学
校
教
育

の
普
及
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
現
実
的
に
は
こ
の
時
期
、
軍
閥
間
の
抗
争
が
熾
烈
で
、
教
育
費

も
極
端
に
不
足
し
、
私
塾
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

っ
た
。

 

一
九
二
九
年
度
に
は
、
全
国
の
私
塾
に

つ
い
て
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
各
省
の

一
部

の
県
を
対
象
と
す
る
、
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
全
国
で
私
塾
総
数

一
万
二
六
五
二
所
、
私
塾
学
童
総
数
二
〇
万
七
五
五
七
人
に
上
り
、
こ
れ
は
私
塾
の
膨
大
さ

を
推
測
さ
せ
る
に
十
分
な
数
で
あ
る
。
ま
た
各
県
に
お
け
る
学
童
平
均
数
で
は
、
湖
北
(
三
六
〇
三
人
)
、
吉
林
(
一
九
六
五
人
)
、
山
東
(
=
二
九
三
人
)
、

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
(19
)

広
東

(
=

一
七
人
)
、
江
蘇
(
一
〇

四

一
人
)
の
各
省

で
多

い
。

こ
れ
ら

の
省

は
概

し
て
、
私
塾

が
多

か

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

 
と
こ
ろ
で
私
塾

の
取
り
締
ま
り
は
、
必
ず
し
も
有
効
で
は
な
か

っ
た
。
例
え
ば
山
東
省
波
上
県
で
は
、
少
な
く
と
も

一
村
に

一
所
の
私
塾
が
あ
り
、

大
村
落
に
は
ニ
カ
所
以
上
あ

っ
た
。
私
塾
の
た
め
、
学
校
に
定
足
数
で
あ
る
二
五
人
の
学
生
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

一
九
二
九
年
に
は
す
べ
て
の

私
塾
に
対
し
て
閉
鎖
令
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
私
塾
は
、
秘
密
結
社
と

い
う
形
を
採
り
存
続
す
る
に
至

っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
私
塾
に
対
す

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(20
)

る
取
り
締
り
は
成
果
が
無

い
と
行
政

当
局

は
判
断

し
、

そ

の
後
私
塾

は
公

認
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

 
国
民
党
政
府
は
、

一
九
三
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
義
務
教
育
普
及
を
強
力
に
進
め
て
い
た
が
、
そ
の
過
程
で
私
塾
に
対
し
て
は
、
改
良
に
よ
る
統
制

強
化
を
企
図
し
て
い
く
。
こ
れ
は
政
府
と
し
て
も
、
私
塾
と
い
う
大
き
な
社
会
的
勢
力
を
抹
消
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、
不
可
能
だ

っ
た
た
め
で
あ
る
。

 
前
述
の

「
実
施
義
務
教
育
暫
行
弁
法
大
綱
施
行
細
則
」

で
は
私
塾
に
関
し
て
、
各
県

・
市
は
塾
師
訓
練
班
を
開
設
す
る
こ
と
と
規
定
し
た
。
ま
た
改

良
を
実
施
し
、
小
学
校

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
基
づ
き
教
学
を
進
め
る
私
塾
は
、
「改
良
私
塾
」
と
し
、
そ
の
優
れ
た
も
の
は
、
短
期
小
学
あ
る
い
は
普

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(21
)

通
小
学
と
す

る
こ
と
を
認

め
て

い
る
。
前

述

の
よ
う
に
、

一
九
三
〇
年
代

に
入

る
と
短
期
小
学

の
普
及
等

で
、
就

学
児
童
数

は
順
調
に
増
加
し

て
い
く

が
、
改
良

さ
れ
た
私
塾

は
短
期
小

学
と
し

て
、
就
学
率

の
増
加

に

一
定

の
役
割
を
果
た

し
た
も

の
と
考
え

ら
れ
る
。



 

一
九
三
五
年
度
に
は
、
全
国
の
約
八
二
%
の
県

・
市
に
対
す
る
調
査
と

い
う
不
完
全
な
も
の
な
が
ら
、
各
省
を
網
羅
す
る
全
国
私
塾
調
査
が
実
施
さ

れ
た
。
こ
の
結
果
に
よ
れ
ば
全
国
の
私
塾
総
数
は
八
万
五
二
九

一
所
、
塾
師
総
数
八
万
六
〇
三
四
人
、
私
塾
学
童
総
数
は

一
五
四
万
二
九
六

一
人
で
あ

 
お
 
る
。
各
省
別
に
見
る
と
、
私
塾
数
の
最
も
多

い
の
は
江
蘇
省
で
あ
り
、
二
万
四
二
五
九
所
で
あ

っ
た
。
ま
た

一
九
三
五
年
度
の
全
国
初
等
教
育
統
計
と

比
較
す
る
と
、
私
塾
総
数
は
小
学
校
総
数

の
約
三
〇
%
、
塾
師
総
数
は
小
学
校
教
職
員
総
数
の
約

一
五
%
、
私
塾
学
童
総
数
は
小
学
生
総
数

の
約

一

〇
%
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
し
た
。
私
塾
中
、
改
良
私
塾
に
つ
い
て
は
、
私
塾
総
数
の
三
六

・
八
%
を
占
め
て
い
た
。

 
と

こ
ろ
で
日
本

の
明
治
時
代

に
お
け

る
学
制
施
行
時
期

に
お

い
て
も

、
寺

子
屋

の
伝

統
を
受

け
継
ぐ
家
塾

や
私
塾
が
存
在
し
た

こ
と
が
、

い
く

つ
か

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

 お
 

の
研
究
か
ら
明
ら
か

に
さ
れ

て

い
る
。

こ
う

し
た
規
程
外

で
傍
系

の
教
育
機

関
と
し
て

の

「
私
学
」

は
、
公
学
発
展

の
大
き
な
障
害
と
考
え
ら
れ

て
き

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 ム
 

た
。
秋

田
県

の
よ
う

に

「私
学
」

が
公
学
を
、
完
全

に
圧
倒
す

る
と

こ
ろ
さ
え

あ

っ
た
。

 

「
私
学
」
対
策
は
明
治
政
府
に
と

っ
て
、

一
つ
の
重
要
な
課
題
で
あ

っ
た
。
「
私
学
」
に
対
し
て
は
、
ま
ず

一
八
七
〇
年
代
に
は
、
抑
圧
す
る
よ
り

も
学
制
内
で
容
認
す
る
方
策
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し

一
八
八
〇
年
代
に
入
る
と
私
塾
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
、
あ
る
も
の
は
閉
鎖
さ
れ
、

あ
る
も
の
は
非
公
認
学
校
と
し
て
潜
行
し
た
。
特
に
公
立
学
校
と
競
合
状
態
に
あ
る
場
合
、
行
政
当
局
は

「
私
学
」
撲
滅
の
方
策
を
採

っ
た
。
明
治
政

府
に
と

っ
て
、
「
教
育
機
関
の

一
元
支
配
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
支
配
の
た
め
何
よ
り
も
重
要
」
で
あ

っ
た
。
政
府
は
民
衆
が
無
教
育
な
た
め
苦
慮
し
た

の
で
は
な
く
、
「
す
で
に
民
衆
が
、
広
く
自
ら
の
学
習
機
関
を
持
ち
、
そ
れ
自
身
有
効
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
こ
そ
苦
慮
」
し
た
の
で
あ

 

(25
)

っ

た

。

 
こ
う
し
た
日
本

の
学
制
浸
透
過
程
に
お
け
る
私
塾
の
動
向
は
、
私
塾
が
か
な
り
の
社
会
的
勢
力
で
あ

っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
政
府
が
腐
心
し
て

い
る
点
で
、
中
国
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
。
た
だ
中
国
の
場
合
、
大
量
の
不
就
学
児
童
の
存
在
が
あ
り
、
私
塾
を
頼
り
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

厳
し
く
取
り
締
ま
る
よ
り
は
改
良
す
る
こ
と
で
、
国
民
党
政
府
は
私
塾
を
体
制
内
に
、
積
極
的
に
取
り
込
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

五
八
七



中
国
国
民
革
命

の
研
究

五
八
八

二
 
江
蘇
省
に
お
け
る
私
塾

1

江
蘇
省
に
お
け
る
近
代
教
育

の
導
入

21・

35・

24・

25・

32・

14・

30・

90・

64・

36・

8

7

5

3

5

0

7

7

2

7

表1 1935年 度各省市小学 ・幼稚園教職員学歴

 (教職員中師範教育を受けた者の割合 %)

全 国33・6江 蘇59・4漸 江

安 徽34・6江 西19・8湖 北

湖 南43・8四 川27・3西 康

河 北33・5山 東35・7山 西

河 南54・7陳 西29・3青 海

福 建24・3広 東29・9広 西

雲 南39・3貴 州39・3察 ロ合 爾

緩 遠36・9寧 夏46・2新 彊

南 京68・4上 海45・2北 平

天 津59・3青 島62・4威 海 衛

「中華民 国24年 度教育統計簡編』表36よ り作成 。

江
蘇
省
は
伝
統
的
に
文
化

の
発
達
し
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
清
代
に
お
い
て
は
多
く
の
文
化
人
を
輩
出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1
)

し
、
文
化

の
邦
と
言
わ
れ
て
き
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
後
に
は
、
欧
米
の
宣
教
師
に
よ

っ
て
近
代
的
な
学
校
が

設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
代
学
制
の
導
入
は
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
行
わ
れ
た
。

 
ま
た
江
蘇
省
は
清
末
か
ら
、
多
く
の
留
学
生
を
海
外
に
送
り
出
し
た
。
こ
う
し
た
留
学
生
は
帰
国
後
、

江
蘇
省
の
教
育
近
代
化
の
た
め
に
力
を
注
い
で
き
た
。

一
九

=
二
年
に
は
江
蘇
省
教
育
会
が
成
立
し
、
以

後

ア
メ
リ
カ
や
日
本
か
ら
の
帰
国
留
学
生
を
糾
合
し
、
教
育
研
究
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
教
育

の
導
入

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

を
推
進
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
江
蘇
省
は
近
代
的
教
育
の
先
進
地
域
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
七
年
に
成
立
し
た
国
民
党
政
府
の
下
で
も
、
首
都
は
南
京
に
置
か
れ
、
江
蘇
省
は
そ
の
建
設
が

 
 
 
 

(3
)

重
視
さ
れ

て
い
た
。
教
育
財
政
面
か
ら
も
比
較
的
恵
ま

れ
、

ま
た
教
師

の
質

が
高

く
、

一
九
三
五
年

度
に

お

い
て
師
範
教
育
を
受

け
た
小
学
校

・
幼
稚

園
教
師

の
教
師

総
数
に
対
す
る
比
率
は
約
六
〇
%

で
、
各
省

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  
 

の
中

で
は
全
国
第

一
位

で
あ

っ
た

(全
国
平
均
約

三
四
%
、
表

一
参

照
)
。

 
し
か
し
な
が
ら

一
九
三
五
年
度
に
お
け
る
小
学
校

(
初
級

・
高
級
小
学
)
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
江
蘇
省

の
学
齢
児
童
総
数
五
二
九
万
四
九
四
四
人
に
対
し
て
、
就
学
児
童
数
は
九
六
万
七
三

一
七
人
で
、
就
学
率

は

一
八

・
三
%
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
国
二
八
省
市
中
第
二
二
位
に
過
ぎ
な
い

(表
二
)
。
就
学
率
は
全
国



中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

五
八
九

表2 1935年 度 初等教育就学率

匠者 市

省

全 国 合 計

広

山

寧

広

漸

察

山

繧

福

江

遼

河

河

陳

甘

青

貴

湖

四

吉

江

湖

黒

安

熱

西

新

市 区

青

南

威

上

北

方 

蒙

西

地

西

西

夏

東

江

爾

東

遠

建

 

恰

西

寧

南

北

粛

海

州

南

川

林

蘇

北

江

徽

 

 

 
龍

河

康

彊

島

京

衛

海

平

海

古

蔵

学 齢 児 童 数

49,414,887

1,077,810

1,388,685

1,179,549

 41,248

3,317,908

2,033,174

 218,690

4,124,798

163,385

910,853

2,178,100

1,815,189

3,284,558

3,643,716

1,253,947

597,387

100,904

690,636

3,840,259

5,076,634

 733,732

5,294,944

2,078,711

 502,842

2,209,300

227,663

79,720

183,725

4,,772

67,778

32,942

320,927

148,700

180,000

372,201

就 学 児 童 数

15,041,542

1,019,484*

779,533

625,464

20,528

1,427,133

874,317*

90,463

1,583,453*

 59,116

324,866*

765,370

601,199†

979,077

1,086,783

 360,748*

157,958*

25,939

173,147*

870,056*

1,014,846

144,780†

967,317

333,960

73,873†

318,915

29,334‡

2,535*

5,416*

39,325

47,203*

18,927

179,733

40,739

出典:「 中華民 国24年 度教育統計簡編』

  *推 計数  †1929年 度  ‡1930年 度

百  分  数

30.78*

94.58

56.13

53.03

49.78

43.01

43.00

41.37

38.29

36.18

35.67

35.14

33.12

29.84

29.83

28.77

26.44

25.71

25.08

22.66

19.99

19.73

18.27

16.07

14.69

14.44

12.88

3.18

2,95

89.84

69.64

57.46

56.00

27.39
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命
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研
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五
九
〇

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 ら
 

平
均

(
三
〇

・
八
%
)
よ
り
、
約

一
二
%
も
低

い
の
で
あ

る
。
江
蘇
省

の
経
済
的
水
準

や
教
育
水
準

か
ら
考
え

れ
ば
、
こ

の
数
値

は
か
な
り
低
く
思
わ

れ
る
。

 
江
蘇
省
教
育
庁

長

の
周
仏
海

も

、

一
九

三
五
年

八
月

の
講
演

の
中

で
、
「
江
蘇

の
教
育
は
発
達

し
、

ど

の
省

で
も
江
蘇

の
教
育
を
、
屈
指

の
も

の
と

し

て
第

一
に
あ

げ
る
。
し
か

し
な

が
ら
江
蘇

の
義
務
教

育
は
発
達

し
て

い
る
と

は
限
ら
ず
、
広
東

に
及
ば
な

い
ば
か
り

で
な
く
、
山
東

に
も
及
ば
な

 

 
 
 

 
 
  
 

い
」
と
し

て
い
る
。

 
こ
う
し
た
小
学
校
普
及
の
立
ち
後
れ
の
要
因
と
し
て
は
、
江
蘇
省
で
は
中
等
教
育

・
高
等
教
育
が
重
視
さ
れ
、
初
等
教
育
は
軽
視
さ
れ
て
い
た
こ
と

や
、
江
蘇
省
北
部
の
経
済
的
貧
困
等
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
小
学
校
普
及
が
緩

慢

で
あ

る

一
方
、
私
塾
が
発
達
し

て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す

る
。

一
九
三

五
年
度

の
私
塾
統
計

に
よ
れ
ば

、
江

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

(7
)

蘇
省
の
私
塾
学
童
数
は
四
三
万
六
六
四
七
人
で
、
全
国
第

一
位
で
あ
る
。

[
九
三
五
年
度

の
江
蘇
省
に
お
け
る
小
学
校
就
学
児
童
数
が
、
九
六
万
七
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(8
)

一
七
人
で
あ
る

こ
と
を
鑑

み
る
な

ら
ば
、

私
塾
学
童
数

は
か
な
り

の
規
模

と
考

え
ら
れ
る
。

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

(9
)

 
私
塾
学
童
数
は
、

一
般
に
小
学
校
就
学
児
童
数
に
含
め
な
い
。
そ
の
た
め
学
齢
児
童
総
数
の
中
で
私
塾
学
童
数
が
多
く
な
る
と
、
そ
れ
だ
け
就
学
児

童
数
は
減
少
し
、
結
果
的
に
就
学
児
童
率
は
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
江
蘇
で
は
、
私
塾
の
存
在
が
初
等
教
育
の
普
及
に
、
影
を
落
と
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
江
蘇
省

の
場
A
口
、
実
質
的
に
初
等
教
育
を
受
け
て
い
た
児
童
数
は
、
就
学
率
の
統
計
に
現
れ
る
数
よ
り
も
多
く
、
初
等
教

育
の
普
及
に
私
塾
は
少
な
か
ら
ず
貢
献
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

2

江
蘇
省
に
お
け
る
私
塾

江
蘇
省

は
清
末

か
ら
中
華
民
国

時
期
に
か
け

て
、
多
く

の
私
塾
を
抱
え

て

い
た
。

一
九

〇
九
年
末

に
蘇

属
地
区

に
お

い
て
、
洋
式
学
堂

の
設
置
は

八

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

(10
)

○
○
余
校
に
過
ぎ
な
か

っ
た

一
方
、
私
塾
は
七
〇
〇
〇
余
所
に
上

っ
て
い
た
。
ま
た
民
国
建
国
当
初
に
は
私
塾
に
対
し
て
奨
励
主
義
が
取
ら
れ
た
の
で
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

私
塾
は

「
学
校
を
破
壊
せ
ん
ば
か
り
の
勢
い
」
と
な

っ
た
。
そ
の
た
め

「
私
塾
整
理
法
案
」
が
第
二
次
省
教
育
行
政
会
議
で
議
決
さ
れ
、

一
九

一
〇
年



代
後
半
か
ら
、
私
塾
に
対
す
る
調
査

・
登
録
、
塾
師
講
習
会

の
開
催
な
ど
が
、
各
地
で
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
警
察
を
使

っ
て
、
厳
格
に
私
塾
を
取
り
締

 
 
 
 
 
 

(12
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(13
)

ま
る
地
域
も
あ
り
、
特

に
公
立
学

校

と
競
合

す
る
地
域
で

の
取
り
締
ま
り
は
厳
し
か

っ
た
。
江
蘇
省

は
全
国
的

に
み
て
も
、
私
塾
を

厳
し
く
規
制
し
た

省

の

一
つ
で
あ

っ
た
。
そ
れ
だ

け
私
塾
数

も
多

か

っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

 
た
と
え
ば
時
代
的
に
は
少
し
下
る
が
、
国
民
党
政
府

の
首
都
が
置
か
れ
た
南
京
で
さ
え
、

一
九
二
七
年
の
南
京
市
教
育
局
に
よ
る
私
塾
調
査
に
よ
れ

ば
、
私
塾
総
数

一
二
〇
〇
余
所
、
私
塾
学
童
数
二
万
以
上
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
小
学
校
就
学
児
童
数
は
約
八
〇
〇
〇
人
に
過
ぎ
ず
、
「
私
塾
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 レ
 

童
数
の
三
分
の

一
に
達
し
て
い
な
か

っ
た
」

の
で
あ
る
。
ま
た

一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
中
山
陵
か
ら
二
〇
キ

ロ
離
れ
た
地
域
に
な
る
と
、
村
に

は
小
学
校
が

一
校
も
無

い
代
わ
り
に
、
村
ご
と
に
私
塾
が
あ

っ
た
と
い
う
。

 

一
九
三
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
も
私
塾
は
、
社
会
的
に
相
当

の
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
。
江
蘇
省
教
育
庁
長

の
周
仏
海
は
、
「
江
蘇
省
は
教
育
が
発

達
し
て
い
る
地
区
と
言
わ
れ
る
が
、
小
学
校
の
数
量
は
、
学
齢
児
童
の
わ
ず
か
三
〇
%
強
を
収
容
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
失
学
者
を
除
外
す
る
と
、
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 あ
 

部
分
の
児
童
が
私
塾
で
学
ん
で
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

 
私
塾
が
こ
の
よ
う
に
浸
透
し
、
小
学
校
普
及
が
十
分
で
な
い
状
況
に
お

い
て
、
私
塾
を
厳
格
に
取
り
締
ま
る
こ
と
は
、
児
童

の
教
育
を
受
け
る
機
会

を
奪
い
、
ま
た
塾
師
の
失
業
問
題
も
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め

一
九
三
〇
年
度
に
は

「
江
蘇
省
管
理
私
塾
暫
行
規
程
」
及
び

「
江
蘇
省
各
県
塾
師

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

登
記
及
検
定
暫
行
弁
法
」
が
公
布
さ
れ
、
以
降
は
江
蘇
省
で
も
、
私
塾
改
良
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

 
改
良
は
前
述
の
よ
う
に
、
私
塾
を
国
民
党
政
権
の
体
制
内
に
、
取
り
込
も
う
と
す
る
政
策
で
も
あ

っ
た
。
例
え
ば
鎮
江
市
付
近
の
大
港
で
は
、
私
塾

連
合
記
念
週
が
設
け
ら
れ
、
私
塾
関
係
者
の
訓
練
を
目
的
と
し
て
、
集
会
が
二
週
間
に

一
度
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
第

一
回
の
集
会
に
は
、
六

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(17
)

人

の
塾
師
と
七

〇
人

の
私
塾
学
童

が
参
加

し
、
孫
中
山

の
革
命
事
略
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
思
想
教
育

が
実
施

さ
れ
て

い
る
。

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

五
九

一



中
国
国
民
革
命

の
研
究

五
九

二

三
 
清
末
民
初
の
無
錫
県
に
お
け
る
教
育

の
発
展

1
 
近
代
教
育
の
導
入

 
無
錫
県
は
江
蘇
省
南
部
に
位
置
し
、
運
河
や
鉄
道
な
ど
交
通
網

の
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
農

・
工
業
が
共
に
発
展
し
て
い
た
。
農
業
で
は
明
代
以
来

著
名
な
米
作
の
他
、
養
蚕
が
盛
ん
で
あ

っ
た
。
工
業
で
は
清
末
以
来
、
製
糸
業

・
紡
績
業

・
精
米
業
等
の
近
代
工
業
が
発
展
し
、

一
九
三
〇
年
に
労
働

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

(1
)

者
数
は
約

五
万
人

に
達

し
て

い
た
。

ま

た
太
湖

で

の
漁
業
も
盛

ん

で
あ

っ
た
。

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

(2
)

経
済
活
動

の
活
発
化

に
伴

い
、
人

口
は

一
九

二
八
年

の
九
四

・
一
万
人
か
ら
、

一
九
三
五
年

に
は

=

九

・
九
万
人

へ
と
急
増

し
て

い
る
。

こ
の
七

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

(3
)

年
間
の
増
加
率
は
二
七

・
四
%
で
あ
り
、
省
内
第
三
位
で
あ

っ
た
。
人
口
密
度
も
江
蘇
省
に
お
い
て
は
、
上
海
県
に
次
ぎ
高
か
っ
た
。

 
ま
た
無
錫
県
は
清
末
ま
で
の
時
期
に
、
教
育
が
比
較
的
順
調
に
発
達
し
て
き
た
。
清
朝
に
お
い
て
無
錫
県
は
、
無
錫
県
と
金
置
県
と
に
分
か
れ
、
西

側
部
分

は
無
錫

県
、
東
側
部
分

は

金
置
県

で
あ

っ
た
が
、
『
無
錫
金
置
県
志
』

の
記

載
に
よ
れ
ば
、
光
緒
年
間

に
は
教
育
機
関
と

し
て
県
学

や
東
林
書

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
(4
)

院
が
あ

っ
た
。
そ
の
他
に
社
学
三
所

(
内

一
所
は
既
に
廃
止
)
、
義
学
(義
塾
)
九
所
、
家
塾

一
〇
所

(内
二
所
は
す
で
に
廃
止
)
も
設
置
さ
れ
て
い
た
。

 
社
学
は
府

・
州

・
県
学
等
の
官
学
の
不
足
を
補
う
た
め
、
地
方
公
産
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
学
校
で
あ

っ
た
が
、

一
般
に
清
代
に
な
る
と
義
学
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
く
。
無
錫
の
社
学
の
創
設
は
明
代

一
所
、
雍
正
年
間
二
所
で
あ

っ
た
。
義
学
九
所

の
内
、
八
所
は
同
治
年
間
に
、

一
所
は
光
緒
年

間
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
家
塾
八
所
の
内
、
嘉
慶
年
間
設
立
の
も
の
二
所
、
道
光
年
間
二
所
、
同
治
年
間
四
所
で
あ

っ
た
。
同
治
年
間
を
中
心
と

す
る
清
末
に
は
、
多
く
の
教
育
機
関
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
で
き
よ
う
。

 
江
蘇
省
は
太
平
天
国
の
乱
の
際
、
主
戦
場
に
な

っ
た
地
域
で
あ
る
。
社
会
的
混
乱
や
荒
廃
が
著
し
く
、
児
童
の
教
育
機
会
も
奪
わ
れ
て
い
た
。
そ
の

た
め
太
平
天
国
の
乱
終
結
後
、
教
育
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
り
、
紳
士
層
を
中
心
と
し
て
義
塾

・
家
塾
設
立
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
っ
た
。
無
錫
県



で
の
、
同
治
年
間
以
降

に
お
け
る
多

数

の
義
塾

・
家
塾

の
設
立

は
、

こ
う
し
た
動
向
と
軌
を

一
に
す

る
も
の
で
あ

る
。

こ
う

し
て
清
末

に
は
江
蘇
省
に

お

い
て
、
私
塾
が
か
な
り

の
規
模

で
普

及
し
、
近
代
学
校
形
成

の
基
盤

に
な

っ
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

 
近
代
教
育
に
対
す
る
取
り
組
み
も
、
開
明
的
紳
士
層
に
よ

っ
て
清
末
の
早
い
段
階
か
ら
進
め
ら
れ
、
積
極
的
に
洋
式
学
堂
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
ま

ず

一
八
九
八
年

(光
緒
二
四
年
)
に
埃
実
学
堂
や
三
等
学
堂

(後
述
)
が
続

い
て
新
設
さ
れ
た
。
埃
実
学
堂
は
、
挙
人
で
あ
る
楊
模
に
よ

っ
て
創
設
さ

れ
た
。
楊
氏
は
太
平
天
国
後
、
無
錫
に
新
し
く
勢
力
を
ふ
る
っ
た
官
僚
地
主
の

一
族
で
あ

っ
た
。
ま
た
楊
模
は
無
錫
に
工
場

の
あ

っ
た
、
広
勤
紡
績
の

経
営
者

の
甥
に
あ
た
っ
て
い
た
。
埃
実
学
堂
は
、

一
九
〇
四
年
に
勧
学
所
の
経
営
と
な
り
、
民
国
時
期
に
入

っ
て
か
ら
は
県
立
と
な

っ
た
。
後

一
九
三

四
年
に
、
連
元
街
小
学
校
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。

一
九

〇
三
年

に
な
る
と
東
林

書
院

を
前
身
と
し

て
、
東
林
学
堂
が
誕
生

し
て

い
る
。
東
林
書

院
(明
代

に
設
置
)
は
、
清
末
に
無
錫
県
に
あ

っ
た
唯

一

 
 
 

(5
)

の
書
院
で
あ
る
。
東
林
学
堂
は
、
民
国
時
期
に
な

っ
て
後
に
、
将
軍
橋
小
学

(県
立
)
と
改
称
し
て
い
る
。

全
国
的
に
見
れ
ば
、
日
清
戦
争
の
敗
北
を
契
機
と
し
て
変
法
運
動
が
高
ま
り
、

一
八
九
八
年
に
は
、
戊
戌
新
政
が
、
康
有
為
ら
変
法
派
の
主
張
に
基

つ

い
て
始
ま
っ
た
。
変
法
派
は
、
八
股
文
の
廃
止
、
科
挙
制
度
の
改
革
、
西
学
を
導
入
し
た
新
学
校
制
度
の
導
入
等
を
主
張
し
実
行
に
移
し
た
。
そ
の

結
果
近
代
的
高
等
教
育
機
関
と
し
て
京
師
大
学
堂
の
設
立
が
準
備
さ
れ
た
他
、
新
式
の
初
等

・
中
等
教
育
機
関
が
創
設
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
改
革

は
守
旧
派
の
弾
圧
に
よ
り
、

一
〇
三
日
に
し
て
白
紙
に
戻

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
無
錫

の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
改
革

へ
の
気
運
の
高
ま
り
に
伴

い
、

洋
式
学
堂
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
短
命
に
終
わ

っ
た
と
は
言
え
、
「
新
政
」
は
近
代
的
学
校
教
育
制
度
導
入
の
上
で
、
大
き
な
意
味
を
持

つ

も
の
で
あ

っ
た
。

 
た
だ
し
教
育

の
近
代
化
政
策
は
、
新
た
な
財
源
を
必
要
と
し
、
財
源
確
保
の
た
め
の
増
税
を
伴
う
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
課
税
に
反
対
し
て
、

一
九
〇
四
年
に
な
る
と
無
錫
で
は
殿
学
暴
動
が
、
全
国
に
先
駆
け
て
発
生
し
て
い
る
。
殿
学
暴
動
と
は
、
学
校
打
ち
壊
し
の
暴
動
で
あ
る
。
学
堂
建
設

を
名
目
と
し
た
税
金
は
、
必
ず
し
も
名
目
通
り
に
使
用
さ
れ
ず
、
官
僚
の
横
領
も
珍
し
く
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
民
衆
は
重
税

の
賦
課
や
、
官
僚

の
横

領
に
反
発
し
て
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
学
堂
を
破
壊
し
、
関
係
機
関
を
襲
撃
し
た
の
で
あ
る
。
清
末
に
お

い
て
は
、
清
朝
の
近
代
化
政
策
に
伴
う
課
税

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
九
三



地図1 清末における殿学暴動発生県
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中
国
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民
革
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の
研

究

五
九

四



 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
  
 

に
反
発
し

て
、
農
民

一
揆

が
頻
発

し

て

い
る
が
、
殿
学
暴
動
は
、

こ
う

し
た
農
民

一
揆

の

一
形
態
と
さ
れ

て

い
る
。
殿
学
暴
動

は
そ

の
後

、
全

国
各

地

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
  
 

に
広
が

っ
て
い

っ
た
。
江
蘇
省

は
全

国
的

に
見

る
と
、
漸
江
省
と
並
ん
で
殿
学

暴
動

の
多

発
地
域

で
あ

っ
た

(地
図

一
)
。

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

  
 

 
無
錫
に
お
け

る
殿
学
暴
動

に
お

い
て
は
、
埃
実
学
堂

、
三
等

学
堂
、
東
林
学

堂
等

の
四
校
が
破
壊
さ
れ
た
他
、
楊
模

の
家
も
破
壊

さ
れ
た
¢
暴
動

は

学
堂
建
設

の
た
め

の
税
金
が
米
穀
商

に
賦
課

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
課
税
に
反
対
し
て
米
穀
商
が
、
大
衆
を
扇
動

し
暴
動
を
起

こ
し
た
も

の
と
言

わ
れ

て
い
る
。

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

(9
)

 
当
時
の
米
穀
商
の
多
く
は
、
地
主
あ
る
い
は
そ
の

一
族
が
兼
ね
る
場
合
が
多
か

っ
た
が
、
暴
動
は
世
族
大
地
主
の
支
持
が
あ

っ
た
と

い
う
。
無
錫
で

発
生
し
た
殿
学
暴
動
は
、
近
代
化
政
策
や
、
そ
れ
に
伴
う
重
税
に
対
す
る
民
衆

の
反
抗
と
い
う
側
面
と
共
に
、
楊
模
に
代
表
さ
れ
る
新
興
官
僚
地
主
や

商
工
業
勢
力
に
対
す
る
、
旧
勢
力
で
あ
る
世
族
地
主
層
の
巻
き
返
し
と
い
う
側
面
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
楊
模
は
当
時
両
江
総
督
で
あ

っ
た
端
方
と
親

し
か

っ
た
た
め
、
米
穀
商
が
す

べ
て
賠
償
す
る
こ
と
で
、
こ
の
暴
動
は
決
着
が

つ
け
ら
れ
た
。

無
錫
に
お
い
て
は
殿
学
暴
動
が
終
息
し
た
後
、
学
校
建
設
は
比
較
的
順
調
で
、
清
朝
末
年
の

一
九

=

年
ま
で
に
、
公
立
学
校
は
六
九
校
創
設
さ
れ

 
(10
)

て

い
る
。
民
国
元
年

(
一
九

一
二
年

)
及

び
翌
年

は
、
学
校
設
立

の
ピ

ー
ク

で
あ
り
、
元
年

に
は
公
立
学
校

三
七
校

が
、

翌
年

に
は
五

一
校

が
創
設
さ
れ

て
い
る
。
民
国
元
年

の
学
校
統
計

に

よ
れ
ば
、
無
錫

の
学
校
数
は
、
武
進
県
に
次

い
で
省
内
第

二
位

で
あ

る
。
無
錫

の
近

代
教
育

は

「
開
始
が
最
も
早

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
  
 

く
、
飛
ぶ
よ
う
な
勢

い
で
あ

る
」
と

、
江
蘇
省

か
ら
派
遣
さ
れ
た
教
育
視
察
員
も
、
高
く
評
価
し

て

い
た
。

表3 無錫県公私立学校
   学生数(人)

1927年 度

1928

1929

1930

1931

1932

1934

17,455

20,044

22,884

39,673

37,835

41,180

47,013

出典:『無錫三年教育』より作成。

 

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

 
無
錫
県
の
教
育
を
担

っ
た
者
の
中
に
は
、
帰
国
留
学
生
が
多
か
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
県
視
学

(
教
育
状
況
の
視

察
を
担
当
、
教
育
行
政
の
最
高
実
力
者
)
で
あ

っ
た
銭
基
厚
(
双
子
の
兄
弟
で
あ
る
銭
基
博
は
、
国
学
者
と
し
て
著

名
)
が
い
る
。
銭
は
、
日
本
の
明
治
大
学
卒
業
後
、
小

・
中
学
校
の
教
員
を
歴
任
し
て
い
た
が
、
民
国
初
期
に
無
錫

県
の
教
育
行
政
に
、
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
。

 
建
国
直
後

の
学
校
建
設
ラ
ッ
シ

ュ
が
収
束
し
た
後
、
学
校
設
立
数
は
漸
次
減
少
し
て
い
っ
た
。
し
か
し

一
九
二
〇

年
代
後
半
に
な

っ
て
再
び
増
加
傾
向
に
あ
る
。

一
九
二
七
年
度

の
学
校
統
計
に
よ
れ
ば
、
無
錫
県
の
学
校
数
は
三
九

五
九
五



中

国

国

民

革

命

の

研

究

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(12
)

四
校
で
あ
り
、
省
内
第
三
位
で
あ

っ
た
。

 
学
生

数

の
伸

張
も
順
調

で
、

一
九

二
七
年
度
上
半
期

の

一
万
七

四
五
五
人
か
ら
、

(表

三
)
。
初
等

教
育

の
就
学
率

は

、

一
九
三
〇
年

に
お

い
て
二
〇

・
七

%
で
あ
り
、

五
九
六

一
九
三
四
年
度
上
半
期
の
四
万
七
〇

=
二
人

へ
と
増
加
し
て
い
る

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(13
)

こ
れ
は
省
内

六

一
県
中
、
第

一
七
位
で
あ

っ
た
。

2
 
私
立
学
校
の
発
展

江
蘇
省

で
は
、
郷
紳
層
が
学
校
建

設

に
熱
心

で
あ
り
、

公
立
学
校

に
補

助
金
を
寄
付

し
た
り
、
あ
る

い
は
私
立
学
校
を
設
立
す

る
こ
と
も
あ

っ
た
。

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(14
)

清
末
か
ら

一
九
三
二
年
に
か
け
て
、
江
蘇
省
に
お
け
る
学
校
に
対
す
る
寄
付
額
、
寄
付
件
数
は
、
共
に
全
国
第

一
位
で
あ
る
。
ま
た
無
錫
で
は
紳
士
層

の
他
、
新
興
の
商
工
業
資
本
家
や
革
命
派
が
、
学
校
建
設
に
積
極
的
役
割
を
果
た
し
、
多
数
の
私
立
学
校
を
創
設
し
て
い
る
。

 
こ
う
し
た
私
立
学
校
に
は
、

い
く

つ
か
の
類
型
が
あ
る
。
第

一
は
私
塾
な
ど
の
旧
来
の
教
育
機
関
が
発
展
し
て
、
私
学
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
胡
氏
公
学
は
族
塾
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
地
方
名
士
の
胡
雨
人
は
、
社
会
の
変
動
期
に
教
育
は
必
要
と
考
え
、
清
末
に
ま
ず
胡
氏
の
有
力
者
を

集
め
、
準
備
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
胡
氏
義
荘
を
学
校
創
設
の
経
費
に
当
て
、

一
九
〇
二
年
に
胡
氏
公
学
(小
学
校
)
が
創
設
さ
れ
た
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(15
)

胡
姓

の
子
弟

は
学
費
免

除
で
、
族

塾

の
色

彩
が
残
さ
れ
た
と

こ
ろ
も
あ

る
。
胡
氏
公
学
は

一
九

二

一
年
、

中
学
校
を
併
設

し
て

い
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

(16
)

 
ま
た
華
氏
は
、
無
錫
の
代
表
的
地
主
で
あ

っ
た
が
、
華
子
才
が
、

一
九
〇
五
年
に
果
育
小
学
を
創
設
し
て
い
る
。
果
育
小
学
は
、
華
氏

の
家
塾
(
同

治

一
〇
年
に
設
立
)
か
ら
、
発
展
し
た
も

の
で
あ
る
。
華
子
才
は
学
校
創
設
に
先
立
ち
、
教
員
予
定
者
(
華
情
朔
i

後
に
唱
歌

の
教
師
と
な
る
1

等
)
を
、
日
本

の
弘
文
学
院
や
正
則
学
校
に
入
学
さ
せ
た
が
、
経
費
は
華
氏
が
負
担
し
た
。
ま
た
教
師

の
中
に
は
、
他
に
華
氏
家
塾

の
塾
師
も
二
名

い

た
。
校
舎
は
華
氏
の
祠
堂
を
使
用
し
た
と
い
う
。
果
育
小
学
は
後
に
、
懐
分
女
学
と
な

っ
て
い
る
。

そ

の
他
、
封
渓
書
塾

(孫
氏

の
族

塾
。
孫
氏

は
代
表
的
地
主
)
か
ら
発
展

し
た
封
渓

中
学

や
、
県
城

の
秦
氏
書
塾
よ
り
発
展
し
た
私
立
秦
氏
小
学
校
、

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

(17
)

厳
氏
家
塾
よ
り
発
展
し
た
厳
氏
経
正
学
校
等
が
あ
る
。
『無
錫
金
陵
県
志
』
に
記
載
さ
れ
た
家
塾
八
所

の
中
で
四
所
は
、
民
国
初
期
に
私
立
学
校
と
な

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。



第
二
は
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
私
学

で
あ
る
。
こ
れ
は
開
明
紳
士
層
、
あ
る
い
は
新
興
の
商
工
業
者
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

三
等
学
堂
は
、

一
八
九
八
年
八
月
に
創
設
さ
れ
て
い
る
。
顧
述
之
(教
育
家
)
、
侯
藻
三
(
教
育
家
、
無
錫
の
教
育
近
代
化
に
尽
力
)
、
呉
稚
暉
(後
に

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 あ
 

国
民
党

元
老
)
が
設
立

に
参

加
し
、

愈
復

(
号
は
仲

還
、
中
国
同
盟
会

に
参
加
)
等

が
、
責
任

者
と
な

っ
た
。

開
明
的
紳

士
層

や
革
命
派

が
、
創

設
に
積

極
的

に
協
力
し
た

の
で
あ

る
。

三
等

学

堂
は
清

末

の
早

い
段
階

に
創
設
さ
れ
、
教
授
陣

・
教
育
内
容
と

も
に
充
実

し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
も

近
代
小
学

の
先
駆

け
と

し
て
知

ら
れ

て

い
た
。

 
教
室
は
、
県
城
の
崇
安
寺

の

一
部
を
借
用
し
た
。
学
校
開
設
当
初
は
資
金
が
無
か

っ
た
た
め
、
椅
子

・
机
は
学
生
が
自
分
で
用
意
し
た
。
ま
た
教
師

は
給
与
が
支
給
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
毎
年
銀
元
五
〇
元
を
寄
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

 
当
初
校
長
は
愈
復
で
あ

っ
た
が
、

一
九
〇
二
年
に
余
復
が
上
海
文
明
書
局
を
創
設
し
た
た
め
辞
職
し
、
曹
栓
が
後
任
と
な

っ
た
。
曹
は
自
分
の
私
塾

の
学
生
を
引
き
連
れ
、
三
等
学
堂
の
校
長
に
就
任
し
た
た
め
、
学
生
数
は
設
立
時
二
二
人
で
あ

っ
た
の
が
、
約
六
〇
人
に
増
加
し
た
。

一
九
〇
四
年
七

月
に
殿
学
暴
動
が
発
生
し
た
際
に
校
舎
は
破
壊
さ
れ
た
も
の
の
、
十
月
に
は
再
建
さ
れ
て
い
る
。
教
材
は
当
初
、
自
編
の

『
蒙
学
読
本
」
を
使
用
し
た
。

内
容
的
に
は

「
我
拝
孔
子
像
、
我
従
孔
子
教
」
(第
二
課
)
と

い
っ
た
封
建
的
色
彩
が
強
か

っ
た
が
、
新
し
い
知
識
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
読
本

は
、
後
に
上
海
文
明
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
、
全
国
的
に
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 
清
末
に
は
三
等
学
堂
に
対
し
て
、
錫
金
学
務
処
(教
育
行
政
機
関
で

一
九
〇
四
年
に
成
立
。

一
九
〇
八
年
に
勧
学
所
と
な
る
)
よ
り
、
毎
年
銀
元
二
〇

〇
元
の
補
助
が
出
て
い
た
。
し
か
し
民
国
元
年
の
臨
時
県
議
会
で
、
私
立
に
対
し
て
二
〇
〇
元
も
の
補
助
を
支
出
す
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
。
そ
の

際
、
公
立
に
す
る
の
は
惜
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
補
助
金
を
断
り
、
私
立
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
施
設
は
比
較
的
充
実
し
て
お
り
、
ま
た

上
海
文
明
書
局
か
ら
毎
年
四
〇
〇
元

(
現
金
で
は
な
く
、
相
当
す
る
備
品
)
の
補
助
が
、
支
給
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
同
年
に
学
校
財
産

は
校
長
の
曹
の
私
有
と
な
り
、
そ
れ
に
伴

い
文
明
書
局
か
ら
の
補
助
は
停
止
さ
れ
た
。

 
三
等
学
堂
の
、
そ
の
後
の
歩
み
を
辿
れ
ば
、

一
九

=
二
年
に
は
培
新
国
民
小
学
校
と
改
称
さ
れ
順
調
に
発
展
を
遂
げ
、

一
九
三
七
年
に
は
学
生
数
五

六
〇
人
を
擁
す
る
ま
で
に
な

っ
た
。
し
か
し
同
年
、
日
中
戦
争

の
開
始
に
伴
い
、
日
本
軍
の
空
爆
を
受
け
学
校
は
全
壊
し
た
。

一
九
三
八
年
、
校
務
主

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
九
七



 
 
 

 
 
中
国
国
民
革
命

の
研
究

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
五
九
八

任

の
自
宅

で
授
業
を
再

開
し
た
も

の
の
、
経
営
難

の
た
め

つ
い
に

一
九
四

五
年
、
閉
校
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
近
代
小
学

の
、
ま
た
私
立
小
学

の
先
駆

的
存
在

で
あ

っ
た
三
等

学
堂

は
、

こ
こ
に
五
〇
年

の
歴
史
を
閉
じ

る
こ
と

に
な

っ
た
。

と
こ
ろ
で
無
錫
で
は
精
米

・
紡
織

・
製
糸
な
ど
の
近
代
工
業
が
清
末
以
来
発
展
を
遂
げ
、
上
海
に
進
出
し
成
功
を
治
め
た
資
本
家
も
い
た
が
、
彼
ら

の
努
力
に
よ

っ
て
、
新
設
校
が
か
な
り
の
数
に
上

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
私
立
学
校

の
中
に
は
、
栄
宗
敬
、
栄
徳
生

の
兄
弟
に
よ
る
公
益
第

一
・
第

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(19
)

二

.
第

三

・
第

四
小
学
校

、
競
化
女

子
小
学
校
や
公
益
工
商
中
学
が
あ
る
。
栄
兄
弟

は
無
錫
出
身

の
著
名

な
民
族
資
本
家

で
、
上
海
を
根

拠
地
と
す
る

申
新
企
業

の
経
営
者

で
あ

っ
た
。

 
ま
た
匡
仲
謀
は
、
無
錫
県

の
貧
し
い
家
塾
教
師
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
後
に
上
海
で
商
業
資
本
家
と
し
て
成
功
し
た
が
、

一
九
〇
五
年
郷
里
に
匡
村
小

学
堂
を
設
置
し
て
い
る
。

一
九
二
七
年
に
は
中
学
校
を
設
立
し
て
規
模
を
拡
大
し
、
小

・
中
学
校
学
生
数
は
約
四
〇
〇
人
に
増
加
し
輪
㌍
匡
は
設
立
後

二
五
年

間
で
、
計

一
二
万
五
千

元
を
投

資
し
た
と

い
う

。

 
周
新
鎮

の
延
弼
中
学
も
、
商
工
業
資
本
家
、
周
舜
卿
に
よ
る
設
立
で
あ
る
。
た
だ
し
同
校
は

一
九

=
二
年
に
県
立
小
学
校
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
他

唐
氏
小
学
校
(慶
豊
紡
織

・
唐
氏
)
、
楊
氏
小
学
校
(
広
勤
紡
績

・
楊
氏
)
、
栄
氏
女
学
(振
新
紡
績

・
張
氏
、
栄
氏
)
も
、
無
錫
出
身

の
資
本
家
に
よ
る
設

 

 

 

(
ユ2
)

立

で

あ

る

。

無
錫
県
は
私
立
小
学
校
が
多
く
、
未
認
可
の
私
立
小
学
校
を
含
む
と
私
立
小
学
総
数
は

一
二
四
校
と
な
り
、
小
学
校
総
数
に
対
す
る
私
立
学
校
の
比

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(22
)

率

は
、

一
九

三
四
年

に
二
八

・
四
%

で
あ

っ
た
。
ま
た
時
代
的
に
下

る
が
、

日
中
戦
争
が
終
結

し
た

一
九

四
五
年

の
統
計

に
よ
れ
ば
、
私
立
小
学
校

の

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(23
)

設
置
数
は
五
二
校
で
、
省
内
第

一
位
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
無
錫
県
で
は
私
学
が
発
展
し
て
い
た
。
た
だ
し
そ
の
分
布
は
県
城
や
鎮
を
中
心
と
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
無
錫
県

の
学
区
は
国
民
党
政

府
成
立
後
、
中
心
小
学
区

(第

一
学
区
)
、
第
二
学
区
、
第
三
学
区
、
第
四
学
区
、
第
五
学
区
、
第
六
学
区
、
第
七
学
区
、
第
八
学
区
の
、
計
八
学
区

に
分
け
ら
れ
、
ま
た
中
心
小
学
区
は
県
城
を
含
ん
で
い
た
。
私
立
学
校
の
分
布
を
学
区
別
に
見
る
と
、
中
心
小
学
区
だ
け
で
五
四
校
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の
合
計
は
七
〇
校
に
留
ま

っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
学
区
で
も
分
布
は
鎮
の
付
近
が
多
か

っ
た
。
私
学
の
設
置
者
(
主
に
地
主

・



表4 中心小学区の小
学校校舎

(1934年 度)

噺

歪

5

5

4

i

家

 

築

堂

荘

堂

院

場

 

廟
 
 
 
 
 
会

民

 

新

祠

義

教

書

工

小
学
校

一
五
校

の
内
、

一
一
校

は
私

立

で
あ

っ
た
。

 

一
方
私
学

の
中

に
は
、
前
述

の
延

弼
中
学

の
よ
う

に
、

一
九
三

三
年

に
お
け

る
私
学

一
校
当

た
り

の
平
均
補
助
金

は
、

も

の
の
、
山
東

(
四
七

二

・
八
元
)
、

で
あ
り
、
行
政
当
局

の
意
向

が
直
接

に
反
映

さ
れ
る
公

立
を
、

四/

削
 
 
郷
紳

.
資
本
家
)
の
居
住
地
や
出
身
地
は
、
主
に
県
城
や
鎮
付
近
で
あ

っ
た
こ
と
や
、
都
市
部
の
ほ
う
が
学

教競

生
募
集
が
容
易
で
あ

っ
た
.」
と
等
が
、
そ
の
大
き
な
理
由
と
孝

え
ら
れ
る
。
た
だ
し
前
述

の
匡
村
学
校

の
よ

錫

f
撫
劫
 
う
に
、
匡
仲
謀
の
出
身
地
で
あ
る
農
村
に
設
置
さ
れ
た
学
校
も
あ

っ
た
。

鹸
 
 
 
設
備
の
点
に
つ
い
て
は
、
無
錫
県
の
小
学
校
は
概
し
て
新
築
が
少
な
か

っ
た
が
、
私
立
小
学
校
は
新
築
が

多
く

、
教
育

環
境

は
比
較
的
良
好

で
あ

っ
た
。
中
心

小
学
区

の
七

一
校
に
対
す

る
調
査

で
は
、
新
築
さ
れ
た

 
 

(24
)
ち

な
み
に
七

一
校

中
、
多

く
は
民
家
(
二
二
校
)
や
、
廟
(
一
八
校
)
に
設
置
さ
れ

て
い
た

(表

四
)
。

 

 
公
立

へ
改
組

さ
れ
る
も

の
も
あ

っ
た
。
私
立
学
校
に
対
す
る
補
助

の
点
か
ら
検
討
す

る
と
、

 

 
 
 
江
蘇

の
場
合

八
七

・
九
元
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
江
西

(
二
三

・

一
元
)
と
比

べ
る
と
高

い

福
建
(
二
四
三

・
○
元
)
の
各
省
と
比
較
す
る
と
低
か

っ
た
。
江
蘇
省
で
は
教
育
行
政
の
進
め
か
た
が
中
央
集
権
的

 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
り
重
視
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

無
錫
県
に
お
け
る
私
塾

1

私
 
塾
 
概
 
況

一
、
私
塾

の
社
会
的
影
響
力
及
び
私
塾
に
対
す
る
政
府
の
施
策

 
無
錫
県
で
は
、
民
国
時
期
に
入

っ
て
、
新
学
制
導
入
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
時
期
に
お
い
て
も
、
多
数
の
私
塾
が
存
在
し
て
い
た
。
伝
統
的
な
私

塾
は
近
代
小
学
よ
り
も

一
般
民
衆
か
ら
信
頼
を
置
か
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
日
本
留
学
の
経
験
を
持
ち
、
帰
国
後
、
無
錫
県
に
私
立
競
志
女
学
を
創

設
し
た
侯
藻
三
は
、
「
教
育
の
普
及
は
容
易
で
は
な
い
。
学
校
は
人
々
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

…

私
塾
は
学
校
よ
り
も
社
会
的
に

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 五
九
九



年間経費(元)

最少

中
国
国
民
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命

の
研
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表5 無錫県私塾概況(1931年 度)

学校からの距離(キロ〉開設年数(年)

34

32

30

26

30

40

32

26

最 高

100

230

160

320

100

200

320

200

330

最短最長

0.5

最短

0.2

0.2

0.25

0.5

0.5

0ユ

0.1

0.1

 

2

2

2.5

3

0.2

0.4

0.4

2

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

最長

11

20

40

28

10

私塾数 学童数(
所) (人)

 

区学

5

20

18

40

20

 905

1,109

497

367

355

1,307

  972

5,592

 

1

39

59

46

27

24

69

59

321

中心小学区

第2学 区

第3学 区

第4学 区

第5学 区

第6学 区

第7学 区

第8学 区

計総

出典:『 江蘇教育概況』p.619よ り引用。

六
〇
〇

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(ユ
)

信
頼

さ
れ

て

い
る
」
と
述

べ
て

い
る
。

私
塾

は
そ
れ
で
は
、
社
会
的

に
ど

の
く

ら

い
の
影
響
力
を
持

っ
て

い
た

の
だ

ろ
う

か
。
無
錫

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
(2
)

の
労
働
者
家
庭

に
対
す

る
調
査
を
検
討

し
て
み
よ
う

。
こ

の
調
査

は
製
糸
業

・
麺
業

な
ど

に
従

事
す

る
労

働
者
家
庭

三
三
二
戸
、

二
二
三
九
人

(従
業

員
及
び
そ

の
家

族
を
含

む
)
を
対
象
と

し
て
、

一
九

二
七
ー

一
九

二
九
年

の
間
に
実
施

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。
調
査
対
象

者

の
中

で
江

蘇
省
出
身
者

は
八
六

・
九

%
に
達

し
、
そ

の
中
で
無
錫

県
出
身
者

は
六
二

・
八
%
を
占
め

て
い

た
。
年
齢

別
分
布

に
よ
れ
ば

一
一
-

一
五
歳
が

一
一
・
五
%

で
最
も
多
か

っ
た
。
教
育

レ
ベ
ル

を
検
討
す

る
と
、
新
聞
を

読
め
る
者

一
〇

・
九
%
、
手
紙
を
書
け

る
者
六

・
五
%
、
標
準
語
が

話

せ
る
者

一
五

・
四
%
で
あ

っ
た
。
ま
た
教
育
機

関

で
学

ん
だ
経
験

の
あ

る
者

二
七

五
人

の
内
、

私
塾

は
五

一
・
三
%
、
小
学
校

は
三
四

・
六
%
、
そ

の
他

の
学
校

が

一
四

・
二
%

で
あ

っ
た
。

私
塾
は
、
労
働
者
家
庭

に
お
け
る
読
み
書
き
能
力
形
成

に
、
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て

い
た
の

で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
私
塾
は
民
国
時
期
の
無
錫
県
に
お
い
て
、
相
当
の
社
会
的
影
響
力
を
保

っ
て
い

た
。
こ
う
し
た
私
塾
に
対
し
て
、
無
錫
県
で
は

一
九
二
六
年
、
私
塾
教
師
に
対
す
る
取
り
締
ま
り

を
強
化
す
る
た
め
、
試
験
を
行
い
認
定
資
格
を
与
え
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
三
八
〇
余
人
も
が
受

 
 
 
 

(3
)

験
し

て
い
る
。

一
九

二
〇
年
代
末

に
な

る
と
、
警
察
権
力

に
よ
る
取
り
締

ま
り
が
実
施
さ
れ

て

(
4
)

い
っ
た
。
『
無
錫
県
政
公
報
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
九
年
四
月
に
、
私
塾
の
取
り
締
ま
り
が
無
錫
県
教
育
局
か
ら
公
安
局
に
要
請
さ
れ
て
い
る
。

 
し
か
し
そ
の
後

一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
江
蘇
省
教
育
庁
に
よ

っ
て
、
「管
理
私
塾
暫
行
規
程
」
が
出
さ
れ
、
取
り
締
ま
り
か
ら
改
良

へ
と
、
政
策

は
転
換
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
無
錫
で
も
私
塾
改
良
が
進
め
ら
れ
る
。

一
九
三
三
年
四
月
に
は

「改
良
私
塾
宣
伝
週
」
が
設
け
ら
れ
、
私
塾
改
良
の
た
め



の
宣
伝
活
動
が
、
農
村

の
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

 
た
だ
し
私
塾
の
設
置
に
関
し
て
無
錫
県
教
育
局
は
、
学
校
と
競
合
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、

一
貫
し
て
厳
し
く
取
り
締
ま
る
方
針
を
採

っ
て
い
た
。

私
塾
に
対
す
る

一
九
三

一
年
度
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
私
塾
の
学
校
か
ら
の
距
離
は
、
遠
い
も
の
は
三
キ

ロ
で
あ

っ
た
が
、
近

い
も
の
は
○

・
一
キ
ロ
に

過
ぎ
な
か

っ
た

(表
五
)
。

一
九
三
〇
年
代
に
入

っ
て
無
錫
県
教
育
局
が
規
定
し
た

「私
塾
設
立
法
」
に
よ
れ
ば
、
私
塾
は
半
径

一
キ
ロ
以
内
に
学
校

が
無
い
辺
鄙
な
地
域
、
あ
る
い
は
学
童
数
が
過
多
で
学
校
に
収
容
し
き
れ
な

い
地
域
に
の
み
、
設
立
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
ま
た
そ
の
新
設
に
当

っ

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
(5
)

て
は
、
私
塾
管

理
委

員
会

の
審
査

を
経
た
上

で
、
県
教
育
局

の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

二
、
私
塾
数
及
び
分
布

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

(6
)

 
無
錫
県
に
お
け
る

一
九
三
五
年
度
の
私
塾
調
査
に
よ
れ
ば
、
私
塾
総
数
は
五
〇
七
所
で
あ
る

(表
六
)
。

一
方

一
九
三
四
年
度
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

小
学
校
数
は
四
三
七
校
で
あ
る
。
小
学
校
と
比
較
す
る
と
、
私
塾
は
数
の
上
で
は
多
か

っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
私
塾
学
童
数
に
つ
い
て
は
、

一
九

三
五
年
の
調
査
で
は
九

一
八

一
人

(た
だ
し
第
三
学
区
は
デ
ー
タ
無
し
)
で
あ

っ
た
。

一
方
小
学
校
に
在
籍
す
る
就
学
児
童
数
は
、

一
九
三
四
年
度
に

四
万
五
八
六
七
人
で
あ

っ
た
。
私
塾
学
童
数
は
、
就
学
児
童
数
と
比
較
す
る
と

一
対
五
で
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
近
代
小
学
校

の
普
及
が
順
調
で

あ

っ
た
無
錫
県
に
お
い
て
は
、
私
塾
の
展
開
は
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

 
無
錫
県
の
学
齢
児
童
総
数
は
、

一
九
三

一
年
度
の
統
計
に
よ
れ
ば

一
六
万
二
六
九
六
人
で
あ

っ
た
。
小
学
校
及
び
私
塾
に
学
ぶ
児
童
を
合
計
し
た
、

実
質
的
に
初
等
教
育
を
受
け
て
い
た
人
ロ
は
約
五
万
人
で
あ
り
、
学
齢
児
童
総
数
の
約
三
〇
%
程
度
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
私
塾
の
分
布
に
つ
い
て
は
、
各
学
区
で
異
な
っ
て
い
る
。

一
九
三
五
年
度
調
査
に
よ
れ
ば
私
塾
数
が
他
学
区
と
比
べ
て
、
や
や
多

い
の
は
、
中
心
小

学
区

(第

一
学
区
)
、
第
七
学
区
、
第
八
学
区
で
あ
る

(表
六
)
。
特
に
、
広
大
で
分
散
す
る
集
落
を
抱
え
る
第
八
学
区
に
お
い
て
は
、
学
校
普
及
が
や

や
緩
慢
な

一
方
、
私
塾
数
が
多
く
、

一
九
三
四
年
に
、
小
学
校
数
四
八
校
に
対
し
て
、
私
塾
数
は
七
六
所
に
達
し
て
い
た
。

し
か
し
農
村
部
だ
け

で
な
く
、

城
内
外

の
学
校
密
集
地
域

に
も
私
塾

は
分
布
し
、
小
学
校
と

の
競
合

が
問

題
視

さ
れ
て

い
た
。
中
心

小
学

区
に
は
前

 

 
 
 
中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六
〇
一
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表6 1935年 度無錫県初等教育統計

小学校数㈱  生 徒 数(人) 私 塾 数㈱  私塾生徒数(人)

1区

2区

3区

4区

5区

6区

7区

8区

合計

73

46

43

43

45

51

74

48

437

15,150

4,333

4,371

3,733

4,032

5,673

4,922

3,653

45,867

75

61

62

47

65

41

80

76

507

1、757

1、576

 735

1,042

 585

1,967

1,519

9,181

出典:『 無錫三年教 育』 より作 成。

  ただ し小学校 につ いては,1934年 度の調査 である。

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

六
〇
二

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

  
 

述

の
通
り
七

五
の
私
塾

が
あ

っ
た
が
、
実

際
は

一
〇
〇
所
以
上
あ
る
と
考
え

ら
れ

て
い
た
。
県
城

に
お

い

て
は
、
児
童
数
と
共

に
塾
師

の
供
給

が
多

か

っ
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。

一
方
第
六
学
区
に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
が
進
展
し
て
い
た
た
め
か
、
他
学
区
よ
り
も
私
塾
は
少
な
い
。

当
該
区
は
交
通
が
発
達
し
、
自
治
建
設
も
進
み
、

し
か
し
区
内
で
の
南
北
格
差
は
著
し
く
、

部

(県
城
か
ら
遠

い
部
分
)
は
開
発
が
遅
れ
て
い
た
。
自
作
農
の
比
率
は
南
部
に
多
く
、

業
も
盛
ん
で
副
業
経
営
が
発
達
し
て
い
る
。

て
い
た
。

学
校
に
つ
い
て
は
開
原
区
内
に
、
公
立
小
学
校

=

校
(児
童
数

一
〇

一
五
人
)
、
私
立
小
学
校

一

三
、

郷

・
鎮

レ
ベ
ル
で
の
小
学
校

及
び
私
塾

 
第
六
学
区
南
側
部
分
の
開
原
区
に
つ
い
て
は
、
郷

・
鎮

レ
ベ
ル
で
の
教
育
調
査
が
実
施
さ
れ
、
資
料
が

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
郷

・
鎮

レ
ベ
ル
で
私
塾
は
ど
の
よ
う
に
分
布
し
、
小
学
校
と
は
ど
の
よ
う
な

関
係
に
あ

っ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

開

原
区

は
県

城
の
西
側
に
広
が
る
農
村
地
域

で
あ
り
、

四
鎮
、
三

二
郷
、

二
四

一
村

か
ら
構
成

さ
れ
て

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(8
)

い
た

。

一
九

三

一
年

、
同
区
で
は
農
村
経
済
調
査
が
実
施
さ

れ
て

い
る
。
調
査
結
果

に
よ
れ
ば

、
人

口
は

三
万

四
二
四
九
人
を
擁

し
て

い
た
。
ま
た
有
職
者

の
内
、
農
業
専
業
者
七

一
・
七

%
、
商

・
工
業
と

の
兼

業

一
九

・
七
%
、
そ

の
他
八

・
六
%

で
あ

っ
た
。
産
業

は
農
業
中
心

で
あ

っ
た
が
、

泥
人
形

な
ど

の
手

工

業
も
行

わ
れ
て

い
た
。

 
 
 
無
錫
県
の
模
範
地
域
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
資
源
も
豊
富
で
、
比
較
的
富
裕
な
地
域
で
あ

っ
た
。

南
部

(県
城
に
近
い
側
)
は
経
済
的
に
豊
か
で
交
通
も
発
達
し
、
鎮
も
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
北

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
部
は
小
作
農
が
多

い
。
ま
た
南
部
に
は
桑
畑
が
多
く
、
漁

そ
の

一
方
、
北
部
で
は
大
土
地
所
有
の
地
主
が
、
小
作
農
を
使

っ
て
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業
経
営
を
し

一
校

(
同

一
四
九

一
人
)
が
あ

っ
た
。
そ

の
他
私
塾



地図2 開原地区小学校 ・私塾分布図

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

(『無錫県農業経済調査』より作成)

が

=
二
所
(
同
二
五
三
人
)
設
立
さ
れ
て
い
た
。
学
齢
児
童
(
こ
こ

で
は
六
歳
か
ら
十
五
歳
と
す
る
)
の
う
ち
未
就
学
者
は
三
五
四

一

人
、
就
学
者
及
び
卒
業
生
は
三
五
五
三
人
(
私
塾
を
含
む
)
で
あ
り
、

な
ん
ら
か
の
初
等
教
育
機
関
に
就
学
す
る
者
あ
る

い
は
し
た
者
は

約
五
〇
%
で
あ

っ
た
。
就
学
者
の
内
訳
は
、
公
立
小
学
校
三
五

・

七
%
、
私
立
小
学
校
五
五

・
四
%
、
私
塾
八

・
九
%
で
あ
る
。
同

区
内
で
は
特
に
私
立
小
学
が
発
達
し
て
い
た
と
言
え
る
。

 
こ
れ
ら
私
立
学
校
は
、
こ
の
地
の
出
身
者
で
、
上
海
の
資
本
家

と
な
り
、
無
錫
に
も
紡
績
工
場
を
設
立
し
た
前
述
の
栄
徳
生

の
創

設
に
よ
る
も
の
が
多

い
。
私
立
小
学
校

=

校
中
、
五
校
が
栄
徳

生
に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

=

校
の
私
立
小
学
校
す

べ
て
が
、
南
部
に
集
中
し
て
い
た
。
私
立
学
校
は
、
開
原
区

の
教

育
水
準
を
向
上
さ
せ
て
い
た
が
、
そ
の
遍
在
は
、
教
育
に
お
け
る

南
北
問
題
を
さ
ら
に
先
鋭
化
さ
せ
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。

 
た
と
え
ば

一
歳
か
ら

一
五
歳
人
口
に
占
め
る
不
就
学
者
比
率
に

つ
い
て
見
る
と
、
北
部
で
高
く
四
〇
%
以
上
の
と
こ
ろ
が
多

い
の

に
対
し
て
、
南
部
で
は
三
〇
%
以
下
の
地
域
が
多

い
。
ま
た
成
人

(
一
六
歳
以
上
)

の
非
識
字
率
の
平
均
は
六
三
%
で
あ
る
が
、
非

識
字
率
に
つ
い
て
も
南
部
は
、
六
〇
%
以
下
が
多

い
の
に
対
し
て
、

六
〇
三
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六
〇
四

 

 

 
 

 
 

 
 

(9
)

北
部
は
七
〇
%
以
上
の
と
こ
ろ
が
多
い
。

 
と
こ
ろ
で
私
塾

の
分
布
を
見
る
と
、
私
塾
は
小
学
校
か
ら
ほ
ぼ

一
キ
ロ
以
上
離
れ
た
地
点
に
設
置
さ
れ
て
い
る

(
地
図
二
)
。
小
学
校
が
発
達
し
て

い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
「
私
塾
設
立
法
」
に
よ

っ
て
私
塾
の
設
置
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
、
そ
の
発
展
は
抑
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
北
部
や
、

あ
る
い
は
南
部
に
お
い
て
は
鎮
か
ら
離
れ
た
周
縁
部
分
の
、
小
学
校

の
建
設
さ
れ
て
い
な

い
村
落
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。

一
九
三
三
年

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
開
原
区
の
三
二
郷
の
内
、

=
二
郷
に
は
依
然
小
学
校
が
無
か
っ
た
。
そ
の
中
に
は
二
〇
〇
戸
以
上
の
郷
も
あ

っ
た

(
夏
虞
郷
、
莫

塘
郷
な
ど
)
。
私
塾
は
こ
の

=
二
郷
の
内
、
七
郷
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
教
育
の
空
白
地
域
を
埋
め
る
形
で
、
私
塾
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
こ
う
し
た
私
塾
の
質
は
良
好
で
、
私
立
小
学
校

へ
の
移
行
が
可
能
で
あ
る
、
と
認
め
ら
れ
て
い
た
所
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
私
塾
に
規
制
が
加
え
ら

れ
た
た
め
、
レ
ベ
ル
の
高

い
私
塾
が
残

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
開
原
区
に
お
い
て
、
私
塾
は
学
校
の
無
い
辺
鄙
な
地
方
に
分
布
し
、
勉
学
の

機
会
を
提
供
し
、
学
校
を
補
足
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

2
 
塾

師

一
、
年

齢

・
収

 
入

 
塾
師
の
年
齢
に
つ
い
て
見
る
と
、
中
心
小
学
区
の
無
錫
県
出
身
の
塾
師
三
七
名
の
内
、

一
〇
代

一
人
、
二
〇
代
七
人
、
三
〇
代
八
人
、
四
〇
代

一
二

人
、
五
〇
代
四
人
、
六
〇
代
五
人
で
あ
り
、
平
均
年
齢
は
四

一
・
一
歳
で
あ
る

(表
七
)
。
山
東
省
波
上
県
の
調
査
と
比
較
す
る
と
、
塾
師

の
年
齢
は
、

六
〇
歳
以
上
が
二
六
%
(
無
錫
は

=
二
・
五
%
)
で
、
波
上
県
の
塾
師
は
、
無
錫
県
の
塾
師
よ
り
年
齢
が
や
や
高

い
。
こ
れ
は
波
上
県
の
場
合
、
中
華
民

国
の
成
立
に
よ

っ
て
職
を
失

っ
た
清
朝
の
官
僚
が
私
塾
の
教
師
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
六
〇
歳
以
上
の
私
塾
教
師
の
内
、
約
六
〇
%
は
退
職
官
僚
で
あ

 
 

 
 

 

(10
)

っ
た
た
め
で
あ
る
。
無
錫
県

の
場

合

二
〇
代

の
若

い
塾
師

が
少
な
く
な

い
こ
と
、

ま
た

一
〇
代

の
塾

師
も

い
た

こ
と
は
、
注
目

に
値
し
よ
う
。

 
塾
師
の
収
入
は
主
に
授
業
料
に
基
づ
き
、
特
に
塾
師

の
個
人
経
営
の
場
合
は
、
年
五
～
二
〇
元
の
授
業
料
に
依
拠
し
て
生
計
が
営
ま
れ
て
い
た
。
無

錫
県
第
四
学
区
の
私
塾
の
場
合
、

一
九
三
五
年
度

の
授
業
料
収
入
は
、
年
間
最
低

一
五
元
、
最
高
二
四
〇
元
、
平
均
七
二
元
で
あ
る
。

一
方
無
錫
県
の



公

・
私
立
初
級
小
学
校
教
職
員
の
平
均
給
与
は
月
額

一
八
元
、
年
額
二

一
六
元
で
あ

っ
た
。
塾
師
に
は
授
業
料
収
入
の
他
に
、
学
童

の
家
庭
か
ら
の
付

け
届
け
が
あ

っ
た
の
で
、
塾
師
の
水
準
が
高
く
生
徒
が
多
け
れ
ば
生
活
は
安
定
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
塾
師
の
水
準
が
低
く
生
徒
も
少
な
け
れ

ば
、
低
収
入
で
窮
乏
生
活
を
送
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

 
と

こ
ろ
で
私
塾

の
経
営

に

つ
い
て

は
、
塾

師

の
個
人
経
営

の
も

の
と
、
私
塾

設
立
者

の
招
聴

に
応
じ
て
、
塾

師
が
教
授
す
る
も

の
と
は
、
相
半
ば
し

て

い
た
。

一
九

三
五
年
度

に
お
け
る
中

心
小
学

区
、
第

四

・
六

・
七

・
八
学
区
に
お
け
る
調
査

に
よ
れ
ば
、
塾

師

の
個
人
経
営

の
も

の
は

四
六

・
九
%

で
あ

っ
た
。
た
だ
し
中
心
小
学
区
だ

け
を
取
れ
ば
、
そ

の
比
率
は
七
六

・
○
%
に
達
し
て

い
た
。

出典:「 無錫三年教 育』 よ り作成 。

 

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

二
、
学

歴

・
職

歴

 
学
歴

・
職
歴
か
ら
見
る
と
、
中
心
小
学
区
の
無
錫
県
出
身

の
塾
師
三
七
人
の
場
合
、
長
年
塾
師
を
す
る
者

(
最
短
三
年
か
ら
最
長
三
〇
年
)
一
八
人
、
中
等
教
育
機
関
卒
業

一
〇
人
、
高
等
教
育
機
関
卒
業
(上
海
正
風
文

学
院
)
一
人
、
小
学
校
卒
業
二
人
、
師
範
修
学

(
教
員
経
験
者
)

一
人
、
清
茂
才
(生
員
)
一
人
、
優
付
生
(付
生

は
、
府
州
県
学
の
学
生
で
あ
る
生
員
の
見
習

い
新
入
生
)
一
人
、
塾
師
訓
練
班

一
人
、
工
場
職
員

一
人
、
検
定

試
験
合
格

一
人
で
あ
る

(表
八
)
。
塾
師

の
中
で
な
ん
ら
か
の
形
で
近
代
教
育
を
受
け
た
近
代
教
育
出
身
者

(小

・
中

・
高

・
大
の
近
代
学
校

の
卒
業
生
及
び
修
学
者
、
以
下
同
様
)
は
、
三
七
人
中

の

一
四
人
で
あ
り
、

三
七

・
八
%
に
も
達
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
中
で
も
、
中
等
教
育
機
関
の
出
身
者
が
多
い
こ
と
や
、
近
代
高
等

教
育
を
受
け
た
高
水
準
の
者
も

い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

 
無
錫
県
だ
け
で
な
く
、
他

の
地
域
に
お
け
る
私
塾
調
査
に
よ
っ
て
も
、
塾
師

の
中
に
は
、
近
代
学
校
出
身
者

が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
南
京
に
お
け
る

一
九
二
七
年
の
塾
師
調
査
に
よ
れ
ば
、
調
査

総
数
五
四
〇
人
中
、
近
代
学
校
出
身
者
は

=

二
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
塾
師
総
数

の
二
〇

・
七
%
に
当
た
る
。

六
〇
五
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六
〇
六

近
代
学
校

出
身
者

の
中

で
は
、
中

等
教

育
機
関

(師
範

を
含
む
)

の
出

身
者
が
多

く
、
七

八

・
六

%
に
達
し

て

い
た
他
、
特

に
師
範

学
校

の
卒
業

生

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(11
)

(
二
九
人
、
う

ち
日
本
師
範
科
卒
業

一
人
を
含
む
)
が
か
な
り

の
数

に
上

っ
て

い
た
。
ま
た
高
等
教
育
機

関
卒
業
生

(
五
人
)
も

い
た

の
で
あ
る
。
広
州
に

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(12
)

お
け
る
塾
師
調
査

で
も
、
近
代
学
校

出
身
者

は
、
塾
師
全
体

の
約

二
〇
%
を
占

め
て

い
た

。

 
近
代
教
育
を
受
け
た
塾
師
の
う
ち
、
特
に
中
等
教
育
機
関
卒
業
者
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
ど
う

い
う
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
当
時
の
中

国
及
び
江
蘇
省
に
お
け
る
、
学
生
の
進
路
問
題
に
関
わ

っ
て
い
る
。
民
国
時
期
に
お
い
て
、
江
蘇
省
は
中
等
教
育
が
発
達
し
て
い
た
省
の

一
つ
で
あ
り
、

中
等
教
育
機
関
学
生
数
は
全
国
第
三
位
で
、
毎
年
多
数
の
中
学
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
上
級
学
校

に
進
学

し
よ
う
と

し
て
も
、
高
等
教
育
機

関

の
募
集

数
は
、
限
定
さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
。
そ

の

一
方
就
職
も
困
難

で
あ

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

(13
)

っ
た
。
当
時
近
代
産
業

の
成
長
が
十

分

で
な
く
、
学
校
教
育
を
受

け
て
も
、
近
代

セ
ク
タ

ー

へ
の
就
業
は
困
難
だ

っ
た

の
で
あ

る
。
特

に

一
九

二
九
年

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
(14
)

の
世
界
恐
慌
は
、
中
国

に
も
深
刻
な

影
響
を
及

ぼ
し
、
就

職
難

は
大
き

な
社
会

問
題
と
な

っ
て
い
た
。

 
そ

の
た
め
就
職

で
き
な
か

っ
た
卒

業
生

が
、
塾
師

と
し
て
生
計

を
営
む
ケ

ー
ス
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
江
蘇

の
中
等
教
育
機

関
卒
業
生

に
対
す

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(15
)

る
、

一
九

一
五
年
か
ら
の

一
〇
年
間
に
わ
た
る
追
跡
調
査
に
お
い
て
も
、
卒
業
後
に
塾
師
と
な

っ
た
者
が

い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
無
錫
県

中
心
小
学
区
に
お
け
る

一
九
三
五
年
度

の
、
無
錫
県
出
身

の
塾
師
に
対
す
る
調
査
に
よ

っ
て
も
、
中
等
教
育
機
関
卒
業
の
学
歴
を
持

つ
塾
師

一
〇
人
の

う
ち
四
人
は
二
〇
歳
前
後

の
青
年
で
あ
る
。

三
、
教
員
経
験
者

の
塾
師

 
と
こ
ろ
で
無
錫
県
に
お
い
て
は
塾
師
の
中
に
、
小
学
校
校
長
あ
る
い
は
教
員
の
経
験
者
が
い
た
こ
と
も
注
目
に
値
し
よ
う
。
第
七
学
区
の
靖
頭
上
私

塾
(
一
九
三
五
年
時
点
で
児
童
数
六
九
人
)
は
王
珪
(
二
九
歳
)
の
個
人
経
営
に
よ
る
が
、
彼
は
小
学
校
校
長
の
経
験
者
で
あ

っ
た
。
第
七
学
区
に
は
八
〇

の
私
塾
が
あ
り
、
八

一
人
の
塾
師
が
い
た
が
、
内

一
一
人
が
教
員
の
経
験
者
で
あ

っ
た

(
一
三

・
六
%
)
。
こ
の

一
一
人
の
私
塾

の
場
合
、
経
営
者
は

塾
師
本
人
の
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
と
は
、
ほ
ぼ
同
数
で
あ

っ
た
。
無
錫
県
だ
け
で
な
く
、
山
東
省
波
上
県
の
塾
師

一
九
八
人
に
対
す
る
調
査
で



も
、
う

ち

一
八
人

(
九

・
一
%
)
は

公
立
学
校

の
教
師
ま

た
は
校
長

の
経
験
者

で
あ

っ
た
と

い
う
。

 
明
治
五
年
に
出
さ
れ
た

「
学
制
」
に
お

い
て
は
、
小
学
教
科
の
免
状
を
持

つ
者
が
私
宅
に
て
教
授
す
る
場
合
、
小
学
私
塾
と
称
す
る
と
規
定
さ
れ
て

い
る
。
中
国
に
お
い
て
も
、
無
錫
の
よ
う
に
教
員
経
験
者
が
私
塾
と

い
う
形
を
採

っ
て
、
私
的
教
育
機
関
を
独
自
に
設
立
す
る
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
 
そ
れ
で
は
な
ぜ
教
員
で
あ

っ
た
も
の
が
、
学
校
を
辞
職
し
て
塾
師
と
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
教
員
経
験
者
の
塾
師
の
中
に
は
、
小
学

校
卒
業
の
学
歴
し
か
持
た
な
い
者
が

い
た
も
の
の

(第
七
学
区
に
二
例
)
、
武
進
県
立
中
学
と

い
っ
た
中
等
教
育
機
関
や
師
範
教
育
機
関
の
出
身
者
が

お
り
、
彼
ら
の
場
合
教
員
資
格
は
十
分
で
あ
る

(
「
小
学
規
程
」
に
よ
れ
ば
、
初
級
小
学
校
の
教
員
は
、
中
学
卒
業
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
が
基
本
的
要

件
)
。
身
分
的
に
不
安
定
と
考
え
ら
れ
る
塾
師
に
な

っ
た

の
は
、

い
か
な
る
理
由
か
ら
だ
ろ
う
か
。

 
第

一
に
は
、
他
地
域
で
教
師
で
あ

っ
た
も
の
が
、
自
然
災
害
や
経
済
的
事
情
等
の
た
め
無
錫
に
流
入
し
、
塾
師
と
な

っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
中

心
小
学
区
の
教
員
経
験
者
の
塾
師
の
中
に
は
、
江
蘇
北
部

の
出
身
者
が
い
る
。
江
蘇
省
は

一
九
三

一
年
に
は
水
害
、

一
九
三
二
年
に
は
干
ば
つ
に
襲
わ

れ
、
江
蘇
省
北
部
や
長
江
流
域
の
広
範
な
地
域
に
か
け
て
、
深
刻
な
被
害
を
被

っ
た
。
こ
う
し
た
自
然
災
害
に
伴
う
学
校
閉
校
に
伴

い
、
生
計
を
た
て

る
た
め
無
錫
で
塾
師
に
な

っ
た
教
師
が
い
た
と
思
わ
れ
る
。

 
ま
た
当
時
中
国
で
は
教
師
の
給
与
の
遅
配

・
欠
配
が
各
地
で
問
題
と
な
り
、
経
済
的
不
安
定
の
た
め
教
師
を
退
職
す
る
者
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
無

錫
県
は
経
済
的
に
も
恵
ま
れ
、
塾
師
に
対
す
る
需
要
も
あ

っ
た
た
め
、
こ
う
し
た
元
教
師
が
流
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
第
二
に
、
教
師
が
よ
り
自
由
裁
量
の
範
囲
の
大
き

い
私
塾
に
、
新
天
地
を
求
め
た
こ
と
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
無
錫
県
の
教
育
界

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

は
堕
落
し
、
特
に
農
村
部
の
小
学
校

の
腐
敗
は
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
校
長
の
中
に
は
自
分
の
人
事
ば
か
り
を
気
に
し
て
、
教
育
を
な
お
ざ
り
に
す
る

者
が
多
か

っ
た
と

い
う
。
そ
の
た
め
私
塾
に
新
た
な
希
望
を
託
そ
う
と
し
た
教
師
も

い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

六
〇
七
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六
〇
八

 
 
四
、
塾

師

訓

練

班

塾
師
の
中
に
は
近
代
学
校
出
身
者
や
、
教
師
経
験
者
と

い
っ
た
比
較
的
水
準
の
高

い
者
が
い
た

一
方
、
近
代
教
育
を
受
け
た
経
験
も
無
く
、
水
準
が

低

い
者
も

い
た
。
そ

の
た
め
彼
ら

に
対
す

る
訓
練

は
、
私
塾
改
良

の
重
要

な
構
成
部
分

で
あ

っ
た
。
無
錫

県
で
は
塾

師
訓
練
班
が
、

一
九
三
四
年

一
月

(
第

一
次
)
、

一
九
三
五
年

四
月
(
第

二
次
)
と
開
催

さ
れ

て

い
る
。

 

一
九

三
四
年

の
第

一
次
訓

練
班

に
お

い
て
、

訓
練
期
間

は

一
〇

日
か
ら

二
週
間
、
訓
練

内
容
と

し
て
は
、
基
本
課

程

(
党
義
、
国
語

、
算

術
、
常

識
)
、
補
導
課
程

(体
育
、
音
楽
、

美
術

、
農
業

、
商
業

、
労

働
)
、
教
育

課
程

(
私
塾
設
立
法
、
教
育
原
理
概
要
)
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

 
訓
練
終
了
時
に
試
験
(国
語
、
算
術
、
常
識
、
私
塾
設
立
法
)
を
実
施
し
、
六
〇
点
以
上
を
合
格
と
し
、
成
績
証
書
を
出
し
た
。
ち
な
み
に
受
講
者
三

九
人
中
、
試
験
参
加
者
は
三
五
人
、
そ
の
内
訳
は
合
格
者

二
〇
人
、
不
合
格
者

一
五
人
で
あ

っ
た
。
ま
た
最
高
八
二

・
三
点
、
最
低
二
九

・
六
点
、
平

均
六
〇

・
一
点
で
あ

っ
た
。
塾
師

の
水
準
は
格
差
が
大
き
く
、
例
え
ば
塾
師
の
中
に
は
国
語
試
験
の
点
数
が
九
〇
点
以
上
の
者
が
多
数

い
た

一
方
、

一

〇
点
し
か
取
れ
な
い
者
も
い
た
。
成
績
良
好
な
塾
師
は
、
そ
の
私
塾
に
補
助
金
を
支
給
し
模
範
私
塾
の
名
称
を
与
え
、
あ
る
い
は
簡
易
小
学
、
短
期
小

学
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

 

一
九
三
五
年

の
第
二
次
訓
練
班
は
、
県
立
民
衆
教
育
館
や
各
学
区
の
農
民
教
育
館

一
一
カ
所
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
は
二
七
三
人
の
塾
師
が
参

加
し
て
い
る
。

3

私

塾

の
創

設

年

と

こ
ろ
で
無
錫

に
民
国
時
期

に
あ

っ
た
私
塾

は
、

い
つ
頃
設
立
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。

い
く

つ
か

の
デ
ー
タ
は
、
私
塾

の
多
く

が
民
国
時
期

に
入

っ

て
か
ら
設

立
さ
れ
た
こ
と

を
物
語

っ
て

い
る
。

 
ま
ず
第

一
に
、
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
塾
師
の
中
に
は
、
近
代
学
校
出
身
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。
彼
ら
が
近
代
教
育
を
受
け
る
の
は
、
民
国
時

期
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
私
塾

の
多
く
が
、
民
国
時
期
以
降
に
新
設
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に

一
九
三

一
年
か
ら

一
九
三
五
年
に
か
け



て
私
塾
数
及
び
学
生
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
無
錫
で
は
私
塾
に
対
す
る
調
査
が
、

一
九
三

一
年
度
と

一
九
三
五
年
度
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
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(18
)

こ

の
二

つ
の
調
査
結
果
を
比
較
す

る
と
、
私
塾
総
数

は

一
九

三

一
年

度
に
、
三

二

一
所

で
あ

っ
た
が
、

一
九

三
五
年
度

に
は
五
〇
七
所

と
な

っ
た

(表

五
、
表
六
参

照
)
。
私
塾
学
童
数
か

ら
見

る
と
、

一
九

三

一
年

度
調
査

で
は
五
五
九
二
人

で
あ

っ
た
が
、

一
九
三

五
年
度

に
は
九

一
八

一
人
(
た
だ

し
第

三
学
区
は
デ
ー
タ
無
し
)
に
増
加
し

て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に
私
塾
数
や
学
童
数
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
間
に
新
設
さ
れ
た
私
塾
が
あ

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
三
五
年
度
の
個
別
の

私
塾
に
対
す
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
心
小
学
区
に
あ
る
覇
頭
私
塾
は
、
塾
師
徐
洪
昌
(四
二
歳
)
の
個
人
経
営
の
私
塾
で
あ
、る
。
彼
は
塾
師
に
な

っ
て
五

年
で
あ
り
、

一
九
三
〇
年
頃
か
ら
私
塾
で
教
授
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
た
だ
し
、
五
年
間
に
お
け
る
私
塾
の
急
増
は
、

一
九
三
〇
年
段
階
で
の
調
査
漏
れ
と

い
う
要
素
も
、
考
慮
に
い
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
心
小
学
区

の
私
塾
数
は
、

一
九
三

一
年
度
で
は

一
所
で
あ

っ
た
の
が
、

一
九
三
五
年
度
で
は
七
五
所
と
な

っ
て
い
る
。

一
九
三

一
年
度
の
調
査
が
行
わ
れ
た
前
後

は
、
私
塾
を
取
り
締
ま
る
傾
向
が
あ

っ
た
の
で
、
塾
師
が
私
塾
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
潜
伏
し
て
い
た
私
塾
が
、

一
九
三
五
年
度
統
計
で
は
、
表
面
化
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

第

三
に
私
塾

の
開
設
年
数

に

つ
い

て
の
調
査
結
果

で
あ

る
。
無
錫
県

の

一
九

三

一
年

度

の
私
塾
統
計
に
よ
れ
ば
、
私
塾

の
開
設
年
数

で
見

る
と
、
長

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

  
 

い
も

の
で
四
〇
年

(
一
八
九
〇
年
頃

に
設
立
と
推
定
さ
れ

る
)
が
あ

る

一
方

、
短

い
も

の
に
な
る
と
半
年

(
一
九
三
〇
年
頃

の
設
立
)
に
過
ぎ
な

い
。

第
四
に

一
九
三
五
年
度
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
心
小
学
区
の
私
塾

(総
数
七
五
所
)

の
中
に
は
、
塾
師
が
他
県
出
身
の
所
が
、
三
八
所
あ

っ
た
が
、

こ
れ
ら
は
主
と
し
て

一
九
三
〇
年
代
に
入

っ
て
新
設
さ
れ
た
私
塾
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

 
江
蘇
省
は
前
述
の
よ
う
に

一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
、
北
部
を
中
心
と
し
て
自
然
災
害
の
深
刻
な
影
響
を
被

っ
た
。
当
時
無
錫
県
城
の
内
外
に
は
、
江

蘇
省
北
部
か
ら
災
害
に
伴
う
凶
作
の
た
め
避
難
し
て
き
た
者
が
、
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
て
居
住
し
、
そ
の
人
口
は

一
〇
数
万
人
に
上
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。

避
難
民
の
中
に
は
、
塾
師
と
な

っ
て
私
塾
を
開
設
す
る
者
も
い
た
。
こ
う
し
た
塾
師
の
中
に
は
、
特
に
塩
城
県
出
身
者
が
多
く
、
三
八
人

の
中
で
二
七

人
に
上

っ
て
い
た
他
、
阜
寧
、
南
通
、
鎮
江
、
東
台

の
各
県
出
身
者
が
い
た
。

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾
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六
一
〇

ち
な

み
に
当
時

、
新
規

流
入
者

の
子
弟

に
対
す

る
教
育

は
、
義

務
教
育
推
進

の
上
で
重

大
な
問
題
で
あ

っ
た
。
そ

の
た
め
無
錫
県
教
育
局
も

一
九
三
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五
年
度
に
な
る
と
、
バ
ラ

ッ
ク
子
弟
半
日
学
校

の
設
立
を
計
画
し
て
い
た
。

以
上
四
点
か
ら
、
民
国
時
期
に
存
立
し
て
い
た
私
塾
は
、
民
国
時
期
に
入
っ
て
か
ら
新
設
さ
れ
た
も
の
が
多
か

っ
た
こ
と
、
ま
た

一
九
三
〇
年
代
に

入

っ
て
か
ら
も
、
少

な
く

な

い
私
塾

が
新

設
さ
れ

て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
私
塾

は
元
来
、
規
模
も
小
さ
く
清
朝
以
来
、
設
立
さ
れ

て
は
閉
鎖
さ

れ
、

と

い
う
消

長

の
過
程
を
く

り
返
し

て
き

た
が
、
近
代
学
制

の
地
方

へ
の
導
入
過
程

に
お

い
て
、
新
し
く
多

数
が
誕
生
し
、
台
頭
し

て

い
っ
た

こ
と

は
、

注

目
に
値

し
よ
う

。

 
そ
れ
で
は
民
国
時
期
に
新
設
さ
れ
た
私
塾
は
、
私
塾
の
中
で
ど
の
程
度
の
割
合
を
占
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
塾
の
創
設
年
を
直
接
に
示
す
資
料
は
、

残
念
な
が
ら
無
い
。
し
か
し

一
九
三
五
年
度
の
私
塾
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
心
小
学
区
の
無
錫
県
出
身
者
の
私
塾
三
七
所
の
中
で
、
塾
師

の
個
人
経
営
の

も
の
は
二
五
所
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
中
で
、
塾
師
の
年
齢
、
学
歴

・
職
歴
、
あ
る
い
は
私
塾
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
の
年
数
か
ら
、
民
国
時
期
に
創
設
さ

れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
所
は

一
五
所
あ
る
。
ま
た
清
末
の
設
立
と
辿
れ
る
所
は
二
所
で
あ
り
、
そ
の
他
八
所
は
不
明
で
あ
る
。

 
従

っ
て
二
五
所
中
少
な
く
と
も

一
五
所
は
民
国
時
期
に
創
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
六
〇
%
に
達
し
て
い
る
。
た
だ
し
私
塾
設
立
者
と
塾
師
が
異
な

る
場
合
は
、
資
料
不
足
か
ら
創
設
年
に
つ
い
て
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
ま
た
第
八
学
区
に
お
け
る
調
査
に
よ

っ
て
も
、
私
塾
七
六
所
の
中
で
個
人
経
営
の
も
の
は
二
〇
所
、
う
ち

一
六
所
が
民
国
時
期
に
設
立
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
個
人
経
営
の
私
塾
の
う
ち
や
は
り
六
〇
%
が
民
国
時
期
に
新
設
さ
れ
て
い
る
。
い
か
に
多
数

の
私
塾
が
民
国
時
期
に
入

っ
て
か
ら
新
設
さ

れ
た
か
が
、
理
解
で
き
よ
う
。

と

こ
ろ
で
日
本

の
明
治
時
期

に

お

い
て
も
、
家
塾

・
私
塾
が
存

在
し
た
こ
と
は
前

述

の
通
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
近
世
か
ら

の
継
続

の
も

の
ば
か
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り
で
は
な
く
、
明
治
期
に
新
設
さ
れ
た
も
の
が
多
か

っ
た
と
い
う
。
埼
玉
県
の
場
合
、
継
続
の
も
の
は
三
分
の

一
に
過
ぎ
ず
、
学
制
期
以
後
新
設
の
も

の
が
三
分
の
二
に
上

っ
た
。
中
国
で
も
無
錫
の
事
例
か
ら
考
え
る
と
、
近
代
学
制
導
入
の
過
程
で
、
大
衆
の
教
育
需
要
の
拡
大
と
、
近
代
学
校
出
身
者

の
就
職
難
に
よ
る
塾
師
の
供
給
増
を
背
景
と
し
て
、
私
塾
が
強
力
な
社
会
的
勢
力
と
し
て
復
活
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。



4

私
塾
に
お
け
る
教
育

一
、
教
 
育
 
内
 
容
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清
末
の
私
塾
で
は
、
概
し
て
初
め
に
三
字
経
、
百
家
姓
、
千
字
文
、
次
に
四
書
五
経
が
教
授
さ
れ
た
。
し
か
し
無
錫
の
塾
師
の
中
に
は
、
前
述
の
よ

う
に
近
代
的
学
校
教
育
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
塾
師
が
多
く
、
ま
た
小
学
校
教
師

の
経
験
者
さ
え
塾
師
の
中
に
は
い
た
。
こ
う
し
た
塾
師
の
私
塾
で

は
教
授
内
容
に

つ
い
て
も
、
自
然
と
近
代
学
校
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
沿

っ
た
も
の
に
な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
と
こ
ろ
で
日
本
占
領
下
の
三
江
省
樺
川
県

(
現
在

の
黒
龍
江
省
樺
川
県
)
の
私
塾
に
お
け
る
教
育
内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、
三
字
経
、
千
字
文
、
論

語
、
孟
子
等
が
教
授
さ
れ
た
も
の
の
、
大
部
分
は
文
教
部
編
纂

・
審
定

の
教
科
書
を
使

っ
て
い
た
と
い
う
。
樺
川
県
の
場
合
、
塾
師
は
近
代
学
校
出
身

者
が
多
く
、
塾
師

一
二
名
中
、
省
立
師
範
出
身
三
人
、
高
校
卒
業

一
人
、
中
学
卒
業
三
人
、
教
員
速
成
科
出
身
二
人
、
朝
鮮
師
範
出
身

一
人
、
私
塾
出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(24
)

身

一
人
、
そ

の
他

一
人

で
あ

っ
た

。
近
代
学
校

の
出
身
者

は
、
塾

師
総
数

の
八
割

以
上
に
上

っ
て
い
た
。
無
錫
県

の
場
合

で
も
、
樺

川
県
同
様

に
、
小

学
課
程

に
基
づ

い
た
授
業
が
行
わ

れ

る
所
が
少

な
く

な
か

っ
た
も

の
と
考
え

ら
れ
る
。

二
、
規
模
及
び
授
業
形
態

 
私
塾
の
規
模
で
み
る
と
、
清
末
ま
で
に
存
在
し
た
私
塾
の
中
に
は
、
児
童
数

一
〇
1

二
〇
人
の
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
が
、
無
錫
県
の
私
塾
に
お
け
る

平
均
学
童
数
は
、

一
九
三
五
年
度
の
調
査
に
よ
れ
ば
二
〇

・
六
人
で
あ
る

(
第
三
学
区
を
除
く
)
。
し
か
し
同
時
に
、
児
童
数

一
〇
〇
人
以
上
を
収
容

す
る
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。
規
模
の
大
き

い
私
塾
で
は
、
塾
師
二
人
で
教
授
し
て
い
た
(第
八
学
区
に
四
例
あ
り
)
。
当
時
の

一
般
的
小
学
校
は
、

一
-
二

人
の
教
員
か
ら
構
成
さ
れ
、
児
童
数

一
〇
〇
人
前
後

で
あ

っ
た
が
、
規
模
の
大
き
い
私
塾
は
、
小
学
校
に
相
当
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
ま
た
授
業
形
態
か
ら
見
て
も
、
近
代
学
校
に
近
い
私
塾
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
私
塾
は
も
と
も
と
学
生
に
対
し
て
、
個
別
教
授
を
行

っ
て
き
た
。
し

か
し

一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
無
錫

の
私
塾
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
ス
編
成
を
す
る
私
塾
も
あ

っ
た
。

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾
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六

一
二

 
中
心
小
学
区

の
私
塾
、

三
七
所

(塾
師

が
無
錫

出
身
者

)
に

つ
い
て
検

討
す
る
と
、
伝
統
的
な
個
別
教
授
を
採

る
所

は

一
四
所

の
み
で
あ

っ
た

。

一

方

、

一
ク
ラ

ス
編
成

(各
学
年

ご

と
に

一
班
を
組
織

し
、
四
班
か
ら
構
成
)

一
七
所
、

ニ
ク
ラ
ス
編
成

(
二
学
年

ご
と

に

一
ク
ラ
ス
を
組
織
す

る
場
合

と

、
三
学
年

で

一
ク
ラ

ス
、
残
り

の

一
学
年

で

一
ク

ラ
ス
を
構
成

す
る
場
合
と
が
あ

る
)

四
所
、

四
ク
ラ
ス
編
成

二
所

で
あ

っ
た

。
塾
師

が
近
代
学
校

出
身
者

で
あ

る
と

、
ク
ラ

ス
分

け

も
し
く

は
班

分
け
を
す
る
所
が
多

く
、
近
代
学
校
出
身
者

一
四
人

の
う
ち
、

一
人
を
除

い
て
す

べ
て
が
、
ク

ラ
ス
編

成
を

し
て

い
た
。

三
、
私
塾
と
私
立
小
学

 
こ
の
よ
う
に
無
錫
県
の
私
塾
で
は
、
私
塾
と
い
う
形
態
を
採
り
な
が
ら
も
、
実
質
的
に
は
近
代
小
学
に
遜
色
が
な
い
私
塾
が
あ

っ
た
こ
と
は
注
目
で

き
よ
う
。
塾
師
は
近
代
教
育
を
受
け
た
者
が
多
く
、
学
校
教
師
の
経
験
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
教
育
内
容
も
新
し
く
、
学
級
規
模
か
ら
し
て
も
近
代

学
校
に
匹
敵
す
る
も
の
が
あ

っ
た
。

 
ま
た
名
称

の
上
で
も

「
私
塾
」
を
使
用
せ
ず
、
「小
学
」
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。
第
二
学
区
に
は
小
学
と
い
う
名
称

の
私
塾
が

一
四
所
あ
り
、

こ
れ
ら
の
塾
師
の
多
く
は
、
教
師
経
験
者
あ
る
い
は
近
代
学
校
出
身
者
で
あ

っ
た
。
そ
の
中
の

一
人
で
あ
る
胡
寿
祥
は
、
学
校
教
師
の
経
験
者
で
あ
る
。

胡
の
私
塾
は
、
前
靖
初
級
小
学
と

い
う
名
称
で
あ
り
、
近
代
学
校
を
モ
デ
ル
と
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
。

 
こ
れ
ら
の
私
塾
は
、
私
立
小
学
校
と
言
う
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
私
立
小
学
に
相
当
す
る
私
塾
の
多
く
が
、
私
塾
の
ま
ま
に
留
ま

っ
て
い
た
の
は
、
江
蘇
省
に
お
い
て
は

一
般
に
、
「
私
立
学
校
規
定
」
(
一
九
二
九
年
)
の
中
で
定
め
ら
れ
て
い
る
私
立
小
学

の
設
置
基
準
が
厳
格
に
適

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ゐ
 

用
さ
れ
、
ま
た

一
学
級
児
童
五
〇
人
の
原
則
が
貫
か
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
教
育
部
の

「小
学
規
程
」
で
は
、

一
学
級
あ
た
り
の
児
童
数
は
二
五
人

か
ら
四
〇
人
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
江
蘇
省
で
は
義
務
教
育
普
及
を
効
率
的
に
進
め
る
と

い
う
主
旨
か
ら
、

一
学
級
五
〇
人
を
定
足
数
と
し
、
こ
れ

を
満
た
さ
な
い
と
小
学
校
と
し
て
は
設
置
が
認
可
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
他
省
で
は
私
立
学
校
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
江
蘇
省
で
は

私
塾
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
て
い
た
。



 
た
と
え
ば
広
東
省
に
お
い
て
は
、
海
外
華
僑
か
ら
の
教
育
献
金
が
、

一
九
二
〇
年
代
か
ら

一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
増
大
し
、
多
く
の
私
立
小
学
が

設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
私
立
小
学
の
多
く
は
、

一
族
の
子
女
の
入
学
が
優
先
的
に
認
め
ら
れ
、
族
校

(宗
族
の
た
め
の
学
校
)
と
も
言
わ
れ
て
い
た
。

規
模
も
小
さ
い
も
の
で
、
小
学
校

一
学
級
あ
た
り
の
平
均
児
童
数
は

一
九
三
五
年
度
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
六

・
一
人
に
過
ぎ
な
か

っ
た

(全
国
平
均
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は
三
〇

・
六
人
、
江
蘇
は
五
二

・
五
人
)
。
江
蘇
省

で
い
う
私
塾
と
変
わ

ら
な

い
私
立
小
学
も
、
多

か

っ
た

の
で
あ
る
。

 

一
方
江
蘇
省

で
は
私
塾
数
は
多
い

一
方
、
省
全
体
と
し
て
見
る
と
私
立
小
学
が
少
な
か

っ
た
。
小
学
校
を
設
置
主
体
別
に
見
る
と
、

一
九
三
〇
年
度

に
お
い
て
江
蘇
省
の
場
合
は
、
私
立
小
学
が
全
体
の

=

一
・
八
%

(全
国
平
均
は
二
三

・
四
%
、
広
東
で
は
四
六

・
二
%
)
に
し
か
過
ぎ
ず
、
か
な
り
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低

い
割
合
に
留

ま

っ
て
い
る
。
特

に
長
江
よ
り
北
側

の
県

で
は
顕
著

で
あ

っ
た
。
高
郵

県
で
は
私
塾
数
は

二
〇
〇
所
以
上

に
対
し

て
、
私
立
小
学
校

は
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一
校

し

か

な

か

っ
た

。

 
江
蘇
省
教
育
庁
の
教
育
政
策
は
、
弾
力
的
に
法
律
を
運
用
す
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
規
格
に
合
致
し
な
い
も
の
は
、
切
り
捨
て
る
と

い
う
主
旨
で

あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
下
で
私
塾
が
、
民
衆
の
信
頼
を
得
て
躍
進
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

 
無
錫
県
で
は
時
代
に
適
応
す
る
、
新
し
い
形
態

の
私
塾
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
が
、
私
塾
の
中
に
は
、
私
立
小
学
校
認
可
の
た
め
の
申
請
手
続
き
を
採

っ
て
い
た
所
も
あ
る
。
第
四
学
区
の
競
新
私
塾
は
、
銭

一
青
が
自
宅
に
設
置
し
て
い
た
私
塾
で
あ
る
。

一
九
三
五
年
段
階
で
児
童
数
は
五
二
人
、
通
年

の
授
業
料
収
入
は
二
〇
〇
元
で
あ

っ
た
が
、
私
立
小
学
校
に
申
請
中
で
あ

っ
た
。
認
可
申
請
中
の
私
塾
は
、
第
四
学
区
に
五
例
、
第
二
学
区
に

一
〇
例

見
い
だ
せ
る
。

 
こ
れ
ら
の
私
塾
は
、
私
立
小
学

へ
の
過
渡
期
に
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
清
末
か
ら
民
初
に
か
け
て
、
族
塾
が
私
立
学
校

へ
と
発
展
し
て
い
っ
た

こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
民
国
時
期
に
入

っ
て
か
ら
新
設
さ
れ
た
私
塾
の
中
に
は
、
そ
の
潮
流
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
が
あ

っ
た
。

 
こ
う
し
て
私
塾
は
よ
り
近
代
的
内
実
を
備
え
る
、
レ
ベ
ル
の
高

い
教
育
機
関

へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
。
そ
の
改
変

の
過
程
は
、
同
時
に
近
代
小
学

校
と
の
葛
藤
の
過
程
で
も
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
私
塾
は
、
逆
に
小
学
校
不
足
を
補

い
、
近
代
学
校
教
育
制
度
を
側
面
か
ら
支
持
す
る
役
割
を
も
担

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾
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日
中
戦
争
後
の
私
塾
の
歩
み

六

一
四

 
無
錫
は

一
九
三
七
年

の
日
中
戦
争

の
開
始
後
、
空
爆
を
受

け
、
県

城
を

中
心
と

し
て
日
本
軍

の
占
領
下
に
入
る
。
三
〇
年
代
に
存
立
し

て
い
た
私
塾

は
、
戦
争
及
び
戦
後

の
過
程

で
、
ど

の
よ
う
な
軌
跡
を
辿

る

の
だ

ろ
う

か
。
日
本
占

領
下

の

一
九
四
三
年
、
無
錫
県
に
お

い
て
私
塾
及
び
私
立
学
校

は

一
律

に
廃
校
処
分
と

さ
れ
た
。
も
と

も
と
あ

っ
た

公

・
私

立
小
学

校
及
び
私
塾

は
総

て
統

合
さ
れ
、
郷
鎮
ご
と

に
完
全
小
学
校
を

一
校
設
置
す

る
の
が

原
則
と
さ

れ
た
。

そ
し
て
こ
の
施
策

は
、
県

城
付

近

の
中

一
・
二

・
三

・
四
、
中
倉
、
煕
井
、
黄
長
、
耕
読
、
迎
龍
、
西
尖
、
大
安
、
北
柵
、
北
塘
な

ど

=
二
鎮

で
、
実
施

さ
れ
て

い
く

。

こ
う
し
て
日
本

の
占
領
下
に
お
い
て
私
塾
は
、
閉
校
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
戦
後
に
な
る
と
、
私
塾
は
再
び
復
活
し
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
四
八
年
に
無
錫
市
区

(県
城
)
内
で
は
、
公

・
私
立
小
学
校
の
入
学
率
が
低
か

っ
た

一
方
、
コ

○
○
○
人
以
上
の
児
童
が
数
十
の
私
塾
で
百
家

姓

、
千
字

文
を
学
ん

で
い
た
」
と

い
翰
㌍

こ
の
こ
と

は
、

い
か

に
私
塾
が
民
衆

の
中
に
深
く
根
付

い
て

い
た
か
を
示
し
て

い
る
。
こ
う
し
て
私
塾
は
、

一
九
四
九
年
の
人
民
共
和
国
建
国
時
ま
で
存
続
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

 
共
和
国
政
府
の
下
で
私
塾
が
ど
の
よ
う
な
道
程
を
歩
ん
だ
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
共
産
党
政
権
は
建
国
後
、
私
立

学
校
を
公
立
学
校

へ
と
改
組
す
る
方
針
を
採

っ
た
。
ま
た
質
の
向
上
を
重
視
し
て

一
九
五
〇
年
代

の
初
め
に
調
整
政
策
を
採
り
、
民
営
学
校
(民
衆
が

自
分
達
の
資
金
に
よ

っ
て
経
営
し
て
い
る
学
校
)
を
も
制
限
し
て
い
る
。
大
胆
に
仮
定
し
て
み
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た

一
連

の
教
育
政
策
の
中
で
、
私
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ご

的
教
育
機
関
で
あ
る
私
塾
は
閉
鎖
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
カ
で
き
よ
う
。

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

  
 

 

一
九

八
二
年

の
第

三
回
人

ロ
セ

ン
サ

ス
に
よ
れ
ば
、
江
蘇
省

の
非
識
字
率
は
、
全
国
平
均

よ
り
高

い
(江
蘇

三
四

・
六
%
、
全

国
三

一
・
九
%
)
。
江

蘇

省

の
場

合
、
日
中
戦
争

に
よ
る

破
壊

や
、
省
北
部

の
経
済
的

・
文
化
的
立
ち
後
れ

が
、
非
識
字
率

に
影
響
を
与
え

た
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
共
に
民

国
時
期
を
通
じ

て
、
江
蘇
省
に
お

け
る
民
衆

の
識
字
能
力

の
形
成

に
少
な
か
ら

ぬ
役
割
を
果

た
し
て
き

た
、

私
塾

に
対
す

る
統
制

強
化

が
、

一
九
四
九

年
以
降

の
教
育
事

業
に
影
を
落
と

し
た
と
、
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な

か
ろ
う

か
。



五
 
私
塾

の
存
立
基
盤

 
私
塾
は

一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
大
き
な
社
会
的
勢
力
で
あ

っ
た
。
ま
た
無
錫
県
を
含
む
江
蘇
省
だ
け
で
な
く
、
多
数
の
私
塾
が
全
国
各
地
に

存
立
し
て
い
た
。
例
え
ば
私
塾
学
童
数

で
見
る
と
、
四
川
で
は
約
二
五
万
人
、
安
徽
で
は
約

一
九
万
人
に
上

っ
た
他
、
広
東
、
湖
北
、
河
南

の
各
省
で

も

一
〇
万
人
以
上
に
達
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
近
代
学
制
整
備
時
期
に
、
こ
れ
だ
け
多
数
の
私
塾
が
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
私
塾

の

存
立
を
支
え
る
基
盤
と
は
、
何

で
あ

っ
た
の
か
。

 
第

一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
民
衆
の
教
育
要
求
の
高
ま
り
で
あ
る
。
清
末
に
お
け
る
科
挙
体
制
の
崩
壊
、
清
朝

の
倒
壊
と
民
国
の
建
国
、
近
代
化
の

進
展
、
近
代
学
制

の
浸
透
と
い
う
歴
史
的
転
換
期
の
中
で
、
民
衆
は
基
本
的
読
み
書
き
能
力
を
身
に
つ
け
る
必
要
性
を
感
じ
取
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

私
塾
は
清
末
民
初
の
社
会
変
動
の
過
程
で
勃
興
し
、
民
国
時
期
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
第
二
に
、
そ
の

一
方
で
農
民
や
労
働
者
は
、
手
紙
が
書
け
新
聞
を
読
め
る
程
度

の
教
育
で
満
足
し
、
私
塾
で
十
分
と
考
え
る
者
も
少
な
く
な
か

っ
た

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
ど
う
せ
勉
強
す
る
な
ら
、
父
祖
の
代
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
三
字
経
や
四
書
五
経
を
学
び
た
い
、
と
考
え
る
民
衆
も
い
た
の
で

あ
る
。

 
し
か
し
な
が
ら
近
代
学
校
の
教
育
内
容
は
、
外
国
直
輸
入
の
も
の
も
多
く
、
民
衆
の
生
活
や
学
習
要
求
に
必
ず
し
も
合
致
し
て
い
な
か

っ
た
。
ま
た

近
代
小
学
校
で
教
授
さ
れ
る
体
育
や
音
楽
を
、
単
な
る
遊
び
と
見
な
し
た
り
、
ま
た
学
校
で
の
職
業
訓
練
を
無
駄
と
考
え
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
疑
問
視

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

(1
)

し
た
り
す

る
民
衆
も
少
な

か
ら
ず

い
た
。

 
第
三
に
、
農
村
に
お
い
て
は
児
童
労
働
が
重
要
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
農
業
労
働
に
従
事
す
る
子
弟
は
、
定
期
的
な
出
席
が
不
可
能
で
あ

っ

た
。
小
学
校

の
場
合
、
概
し
て

一
斉
授
業
な
の
で
、
例
え
ば
あ
る
生
徒
が
十
数
日
間
欠
席
す
る
と
、
そ
の
間
の
授
業
内
容
は
学
習
で
き
な
い
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
私
塾
で
は
個
別
教
授
を
採
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
飛
ば
さ
ず
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
農
村

の
子
女
に
と

っ
て
は
、
授
業
形
態
か
ら
い
っ
て
も

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾
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六

一
六

私
塾

の
方
が
、
便
利
だ

っ
た

の
で
あ

る
。

 
第
四
に
公
立
学
校

の
学
校
暦

(新
暦
に
準
拠
)
は
、
農
民
の
労
働
や
生
活
と
合
致
し
て
い
な
か

っ
た
。
例
え
ば
無
錫
県
中
心
小
学
区
の

一
九
三
二
年

度
学
校
暦
に
よ
れ
ば
、
第
二
学
期
は
二
月
二
日
か
ら
七
月
三
日
(春
休
み
は
四
月

一
日
か
ら
四
月
七
日
)
ま
で
で
あ
る
。
夏
休
み

(
七
月
四
日
か
ら
八
月

一
九
日
)
の
後
、

一
九
三
三
年
度
の
第

一
学
期
は
、
八
月
二
〇
日
か
ら
翌
年
の

一
月

一
八
日
(正
月
休
み
は
新
暦
の

一
月

一
日
か
ら

一
月
三
日
)
ま
で
で

 

 
(2
)

あ

っ
た
。
田
植
え

や
稲

刈
り

の
農
繁

期
を
、
十
分
配
慮
し

て
は

い
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。
ま
た
胡

雨
人

が
校

長
と

し
て
就
任

し
て

い
た
江
陰
県

の
南
圭円

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
(3
)

中
学
で
は
、
教
育
部

の
学
校
暦
を
使

用
し
た
た
め
、
旧
暦

の
大
晦

日
と
正

月
に
も
、
授
業
を
す

る
こ
と
に
な

っ
た
と

い
う

。

第
五
に
、
塾
師
は
、
郷
村
の
生
活
に
根
を
下
ろ
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
塾
師
は
文
書
に
つ
い
て
の
相
談
か
ら
、
法
律
相
談
ま
で
請
け
負

っ
て
い
た
。

一
方
学
校
の
教
員
は
、
都
市
部
の
学
校
出
身
者
が
多
く
、
村
民
の
中
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
容
易
で
は
な
か

っ
た
。
ま
た
塾
師
の
方
が
学
校
教
師
よ
り

一
般
的
に
年
配
で
、
文
化
水
準
が
高
い
こ
と
も
多
か
っ
た

の
で
あ
る
。

第

六
に
、
私
塾

の
授
業
料
が
、
小

学
校
と

ほ
ぼ
同
額

で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
授
業
料

は
塾

師

の
水
準
、
児
童

の
年
齢
、
教
授

さ
れ

る
内
容
な
ど

に

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

(4
)

よ

っ
て
異
な

っ
て
い
た
。
江
蘇
省
漂

水
県

の
私
塾

調
査

に
よ
れ
ば

、
授
業

料
は
年

一
元
か
ら
二
〇
元

で
、
平
均
は

四
元
程
度

で
あ

っ
た
。
無
錫

の
労
働

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

(5
)

者
の
平
均
月
給
は
、

一
九
二
〇
年
代
後
半
の
調
査
に
よ
れ
ば

一
二
元
で
あ

っ
た
。
私
塾

の
年
学
費
は
、
労
働
者
の
月
収
の
三
分
の

一
程
度
に
あ
た
り
、

決
し
て
安
い
と
は
言
え
な

い
。

 
し
か
し
当
時
公
立
小
学
校
に
お

い
て
も
授
業
料
を
徴
収
し
、
学
費
は
江
蘇
省
で
大
体
、
年
三
元
か
ら
六
元
で
あ

っ
た
。
私
塾
の
学
費
は
公
立
学
校
と
、

ほ
ぼ
同
額
で
あ

っ
た
。

 
山
東
省
波
上
県

の
よ
う
に
私
塾

の
授
業
料
が
、
学
校
よ
り
高
い
場
合
も
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
波
上
県
で
は
、
裕
福
な
家
庭

の
子
弟
は
私
塾
に
行
き
、

貧
乏
な
ら
無
料

の
公
立
学
校
に
行
く
、
と
い
う
選
択
が
行
わ
れ
て
い
た
。
江
蘇
省
の
私
塾
で
も
、
私
塾
に
よ

っ
て
は
塾
師
に
対
す
る
付
け
届
け
な
ど
で
、

学
校
よ
り
高
く
な
る
場
合
も
あ

っ
た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
学
齢
児
童
が
私
塾
に
学
び
、
小
学
校
に
は
通
学
し
な
か

っ
た
と
い
う
。
私
塾
に
対
す
る
信
頼

が
厚
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。



 
以
上
の
よ
う
な
諸
要
因
か
ら
、
私
塾
が
よ
り
便
利
な
教
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
近
代
小
学
よ
り
も
信
頼
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
多
数
の
私
塾
が

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
民
国
時
期
に
お
い
て
も
、
私
塾
は
近
代
学
校
に
対
抗
す
る
大
き
な
勢
力
と
し
て
、
全
国
各
地
に
存
在
し
て
い
た
。

 
と
こ
ろ
で
私
塾
の
分
布
は
全
国
的
に
見
て
偏
り
が
あ
り
、
江
蘇
は
私
塾
の
最
も
多

い
省
で
あ

っ
た
。
そ
れ
で
は
江
蘇
省
に
お
い
て
は
、
な
ぜ
多
数
の

私
塾
が
存
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
江
蘇
省
の
私
塾
の
中
に
は
、
近
代
小
学
校
が
普
及
し
て
い
く
民
国
時
期
に
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
私
塾
も
多
か

っ
た
が
、

い
か
な
る
要
因
が
私
塾

の
新
設
を
可
能
に
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

 
第

一
に
、'
江
蘇
省
で
は
清
末
段
階
ま
で
に
、
私
塾
が
か
な
り
の
規
模
で
普
及
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
地
方
志
に
は
、
義
塾

・
族
塾

や
家
塾
の
う
ち
、
比
較
的
規
模
の
大
き
な
も
の
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
以
外
に
、
塾
師
が
自
分
の
家
に
開
設
す
る
小
規
模
の
私
塾
が

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
蘇
省
常
武
地
区
で
は
、
清
末
に
私
塾
が
広
範
に
普
及
し
、

一
村
に
三
所
の
私
塾
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ

っ
た
と

い

弥
膨
江
蘇
省
は
文
化
的
に
発
展
し
て
き
た
地
域
で
あ
喉

塾
師
の
供
給
も
多
文

ま
た
大
衆
の
教
育
に
対
す
る
需
要
も
高
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
私

塾

は
民
衆

の
生
活

の
中

に
、
根
付

い
て

い
た

の
で
は
な
か

ろ
う

か
。

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(7
)

第
二
に
、
学
齢
児
童
数
が
多

い
割
に
、
小
学
校
数
が
少
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
学
齢
児
童
密
度
(
一
平
方
キ
ロ
あ
た
り
の
学
齢
児
童
数
)
を
検
討
す

る
と
、

一
九
三
五
年
に
お
け
る
全
国
平
均
四

・
二
人
に
対
し
て
、
江
蘇
省
は
四
六

・
四
人
で
、
全
国
第

一
位
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
小
学
校
密
度

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
(8
)

(
二
五
〇
平
方

キ

ロ
あ

た
り

の
小

学
校
数

)
は
、
江
蘇
省

の
場
合

二
三

・
五
校

で
、
全
国
第
九
位

で
あ

る
。

 
学
校
密
度
と
児
童
密
度

か
ら
、

一
校

あ
た
り
に
割
り
当

て
ら
れ

る
学
齢
児
童

数
を
計
算
す
る
と
、
江
蘇
省

に
お

い
て
は
四
九

四

・
五
人

に
も
達

し
て

お
り
、
第

二
位

で
あ

る
四
川
省

の

二
九
五

・
四
人
を

、
大
き
く
引
き
離

し
て

い
る

(全

国
平
均

は

=

ハ
八

二
二
人
)
。
し
か
し
江
蘇
省

に
お

い
て

一
校

あ
た
り

の
平
均
児
童
数

は
、
実
際

の
と
こ

ろ
九
五

・
二
人

に
過
ぎ
な
か

っ
た
。

 
こ
れ
は
江
蘇
省
に
お
け
る
、
教
育
行
政
の
あ
り
か
た
に
関
係
し
て
い
る
。
江
蘇
省
に
お

い
て
は
教
育
行
政
が
第

一
に
中
央
集
権
的
で
、
視
学

の
派
遣

を
通
じ
て
、
省
教
育
庁

の
意
向
が
貫
徹
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

一
方
、
地
方
の
実
状
が
必
ず
し
も
尊
重
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
初
等
教
育
は
中

等

・
高
等
教
育
に
比
べ
て
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
中
国

の
場
合
、
学
校
教
育
体
系

の
ど

の
段
階
に
重
点
を
置
く
か
は
、
各
省
で
異
な

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
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六
一
八

っ
て

い
た
。
た
と
え

ば
山
西
省
で
は

初
等
教
育
が
重
視
さ
れ

て
い
た
が
、
江
蘇
省

で
は
初
等
教
育

は
、
予
算

的
に
も
学
校

建
設

の
面
で
も
軽
ん
じ
ら
れ

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
  
 

て
き

た
の
で
あ

る
。
第

三
に
、
先
進

的
実
践
に
力
が
傾
注
さ
れ

る

一
方
、
大
衆
的
普
及

に
は
重
き

が
置

か
れ
て

い
な
か

っ
た
。
江
蘇
省
教
育
庁

の
担
当

者

は
、
高
学

歴
者

が
多

く
、
外

国
留

学
経
験
者
も
少
な
く
な
か

っ
た
が
、

そ
の
施
策

は

エ
リ
ー
ト
指
向
型

の
よ
う

に
思
わ
れ
翻
酬

(
11
)

 
こ
う
し
て
江
蘇
省
で
は
、
五
〇
人
の
定
足
数
に
満
た
な

い
学
校
や
、
施
設
が
不
良
と
見
な
さ
れ
た
学
校
は
、
む
し
ろ
閉
校
処
分
に
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
少
な
い
小
学
校
を
補
い
つ
つ
、
私
塾
が
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
江
蘇
省
に
私
塾
が
多
数
存
立
し
て
い
た
第
三
の
要
因
は
、
も
と
も
と
少
な

い
小
学
校
の
分
布
が
、
江
蘇
省
の
場
合
都
市
部
に
集
中
し
、
県
城
や
鎮
に

偏
在
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
江
蘇
省
で
は
郷
村
師
範
や
郷
村
小
学
を
、
全
国
に
先
駆
け
て
設
置
し
、
農
村
部
で
の
教
育
に
も
目
を
向
け
て
い
た
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ね
 

必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か

っ
た
。
無
錫
の
開
原
区
で
も
検
討
し
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
戸
以
上
の
郷
で
も
、
夏
虞
郷

(
二
七
七
戸
)
の
よ
う
に

一
校
も
小

学
校
が
無

い
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
。
私
立
小
学
校
も
主
に
都
市
部
に
分
布
し
て
い
た
。

 
農
村
部
に
お
け
る
小
学
校
の
設
置
が
十
分
で
な
か

っ
た
の
は
、
江
蘇
省
農
村
部

の
村
落

の
形
態
が
、
集
中
型
で
な
く
分
散
型
で
あ

っ
た
た
め
で
も
あ

(
13
)
る
。
小
さ
い
集
落
が
多
数
分
散
し
て
い
る
場
合
、
あ
る
程
度
の
規
模
を
備
え
た
小
学
校
を
設
置
し
、
維
持
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
む
し
ろ
私
塾

と
い
っ
た
小
規
模

の
教
育
機
関
が
適
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
農
村
部
に
お
い
て
は
、
小
学
校
の
無
い
空
白
地
帯
を
埋
め
る
形
で
、
私
塾

が
普
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

 
第
四
と
し
て
、
就
職
難
に
伴
う
塾
師
の
供
給
増
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
述

の
よ
う
に
中
国
に
お
い
て
は
学
校
教
育
を
受
け
て
も
、
近
代
セ
ク
タ
ー
へ
の

就
業
は
困
難
で
、
就
職
難
は
大
き
な
社
会
問
題
で
あ

っ
た
。
特
に
江
蘇
省
に
お
い
て
は
、
中
等
教
育
や
高
等
教
育
を
重
視
し
た
た
め
、
中
等

・
高
等
教

育
が
発
展
を
遂
げ
、
毎
年
多
数
の
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
多
数
の
卒
業
生
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
近
代
産
業
は

育

っ
て
い
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
高
学
歴
の
失
業
者
が
、
江
蘇
省
に
は
か
な
り
の
規
模
で
存
在
し
、
塾
師
の
供
給
源
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 
第
五
と
し
て
蘇
北
、

つ
ま
り
江
蘇
省
北
部
の
経
済
的
貧
困
が
あ
る
。
江
蘇
南
部
は
豊
か
な

一
方
、
江
蘇
北
部
は
貧
困
な
地
域
と
し
て
知
ら
れ
、
江
蘇

省
に
お
け
る
南
北
問
題
は
深
刻
で
あ

っ
た
。
農
地
価
格
は
、
経
済
的
水
準

の
代
理
指
標
と
し
て
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
南
部
の
諸
県

の
農
地
価
格
は
高



 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

(14
)

く
、
水

田
の
上
等

の
も

の
は
、

一
ム

ー
あ
た
り

一
〇
〇
元
以
上

で
あ

る
の
に
対

し
て
、

北
部

に
お

い
て
は
上
等

の
水

田
で
も
約

三
〇
元
に
過
ぎ
な

い
。

ま
た
自
作
農

の
比
率
も
、
南
部

に
高

い
県
が
多
く
、
北
部

は
低

い
県

が
多

か

っ
た
。

 
こ
う
し
た
経
済
的
貧
困
の
た
め
江
蘇
省
北
部
で
は
、
小
学
校
を
建
設

・
維
持
で
き
な
い
場
合
も
多
か
っ
た
。
特
に
三
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
の
自
然

災
害
は
、
北
部
の
経
済
を
破
綻
さ
せ
、
閉
校
と
な
る
小
学
校
も
あ

っ
た
。
江
蘇
省
の
小
学
校
分
布
を
検
討
す
る
と
、
小
学
校
数

一
〇
〇
校
以
下
の
県
は

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

(15
)

江
蘇
北
部

に
集
中
し

て
い
る
(地
図

三
)
。
各
県

別

の
初
等
教
育

就
学
率

を
見
て
も
、
北
部

の
諸

県
は
低

く
、
南

部
は
高

い

(
地
図

四
)
。

し
た
が

っ
て
そ

の
代
替
と
し

て
、

よ
り
簡
便

な
私
塾

が
普

及
し
て

い

っ
た
の
で
あ

る
。
江
蘇
省

に
お
け
る
私
塾

の
分
布
に

つ
い
て
は
、
江
北

・
准
北

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(16
)

と

い
っ
た
長
江

の
北
側

に
甚
だ
多
く

、
そ

の
数
量

は
小
学
校
数
を

は
る
か
に
上

回

っ
て

い
た
。
泰

県
で
は
小
学
校

数

一
三
三
校
に
対
し

て
、
私
塾
数
は

二

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

(17
)

三
八
三
所
に
達
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
江
蘇
省
各
県
の
中
で
最
多
数
で
あ
る
。
ま
た
同
県
で
は
小
学
生
数
が

一
万
一
二

三
七
人
で
あ
る

一
方
、
私
塾
学

童
数
は
四
万
七
六
六
〇
人
に
上

っ
て
い
た
。
私
塾
学
童
数
が
小
学
生
数
を
は
る
か
に
陵
駕
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
私
塾
が

一
〇
〇
校
以
上
あ
る
県
は
、

概
し
て
江
蘇
省
北
部
に
集
中
し
て
い
た
(
地
図
五
)
。

ま
た
北
部

は
南
部

に
比

べ
て
、
県

城
に
人

口
が
集

中
し
て

い
る
他
は
、
概
し
て
人

口
が
分
散

的
で
あ

っ
た

の
で
、
そ

の
点

で
も
小
規
模
な
私
塾
が
適

 

 
(18
)

し
て
い
た
。
そ
の
結
果
北
部
で
は
、
私
塾
が
小
学
校
を
完
全
に
圧
倒
す
る
地
域
も
少
な
く
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

 
第
六
に
、
政
府
に
対
す
る
不
信
感
が
あ
る
。
江
蘇
省
は
清
末
に
多
数
の
殿
学
暴
動
が
発
生
し
、
前
述
の
よ
う
に
全
国
の
中
で
も
突
出
し
て
い
た
。
特

に
中
南
部
で
は
多
く
、
政
府

の
施
策

へ
の
反
発
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
清
朝
は
倒
壊
し
、
民
国
政
府
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら

一
貫
し
て

民
衆
の
側
に
あ
る
政
府
に
対
す
る
不
信
感
や
反
発
が
、

一
方
で
殿
学
暴
動
と
い
う
形
で
政
府
の
近
代
学
制
導
入
を
否
定
し
、
他
方
で
私
塾
と

い
う
旧
来

か
ら
あ
る
教
育
機
関
を
支
え
る
原
動
力
に
な

っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

六

一
九



地図3 江蘇省における小学校分布図
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中
国
国
民
革
命

の
研
究

200～250校

251-300校

300校 以上

松江,常 熟,海 門
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中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

六
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地図4 江蘇各県不就学率

睡 翻 不就学率・・%以上

口 不就学率・・%以・

60～65% 金 山

66-70% 南涯,宝 山,上 海

71～75% 松江,青 浦,嘉 定,武 進,江 陰,金 壇

76～80% 漂 陽,句 容,奉 賢,川 沙,崇 明,毘 山,無 錫,宜 興

90-95% 江浦,靖 江,涯 陰,儀 徴,興 化,泰,銅 山,豊,浦,硯 山

     灌雲,沐 陽 鞍楡

96%以 上 揚 中,准 安,泪 陽,阜 寧,江 都,東 台,高 郵,宝 応,薫,郵

     雅寧,東 海

「江蘇教育概覧」 より作成。ただ し,小 数点 第1位 以下 を

四捨 五入 してある。



地図5 江蘇省における私塾100校 以上の県の分布

懸醗

器1、

響
東海◎

  ∫o
,'㌦ 一'宝 応 難題騨

中
国
国
民
革
命

の
研

究

100-199校

200-499校

500～999校

1000校 以 上

漂 水,江 浦,金 壇,海 門,靖 江,碓 寧

無錫,江 陰,洒 陽,漣 水,高 郵,銅 山,硯 山,郵,宿 遷

塩城,灌 雲,沐 陽

揚 中,奉 興,阜 寧,東 台,泰

『江蘇教育概覧」 よ り作成。 ただ し,私 塾の数 について

の報告が ない県 は分布の中に入れていない。
六



ま
と
め

私
塾
と
近
代
学
校

 
中
国
で
は
清
末
に
、
多
く
の
私
塾
が
普
及
し
て
い
た
。
近
代
学
校
に
移
行
し
、
近
代
学
制
の
浸
透
を
支
え
て
い
く
私
塾
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
例
え

ば
清
末
に
無
錫
県
に
設
置
さ
れ
て
い
た
家
塾

・
族
塾

の
中
に
は
、
民
国
時
期
に
か
け
て
私
立
学
校
と
し
て
発
展
し
て
い
く
も
の
が
あ

っ
た
。
そ
の
過
程

で
開
明
紳
士
層
や
新
興
商
工
業
勢
力
は
、
積
極
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
私
立
学
校
を
新
設
し
、
近
代
教
育
普
及
に
貢
献
す
る
資
本
家
も
い
た
。

 

一
方
、
私
塾
は
民
国
時
期

に
入

っ
て
か
ら
も
大

量
に
存

在
し

て
い
た
。
民
衆

に
と

っ
て
は
、
学
校

で
は
汲

み
上
げ
ら
れ
な

い
要
望
を
、
き
め
細
か
く

保
証
し
た

の
が
私
塾
だ

っ
た
の
で
あ

る
。

 
し
か
し
私
塾
は
、
為
政
者

の
側
か
ら
見
れ
ば
、
近
代
小
学
校
導
入
の
阻
害
要
因
と
映
る
。
学
校
教
育
に
組
織
さ
れ
な
い
膨
大
な
層
の
存
在
は
、
政
府

に
と

っ
て
は
大
き
な
脅
威
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め

一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
国
民
党
政
府
は
、
私
塾
を
積
極
的
に
改
良
す
る
こ
と
で
、
政
権
下
に
掌
握

し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
て
政
府

の
私
塾
体
制
化
政
策
と
、
大
衆
の
自
発
的
教
育
要
求
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
中
で
、
私
塾
は
発
展
を
遂
げ
て
行

っ
た
の
で

あ
る
。

 
無
錫
の
私
塾
を
子
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
塾
師
に
つ
い
て
は
近
代
教
育
を
受
け
た
者
が
多
く
、
小
学
教
師
の
経
験
者
も

い
た
。
ま
た
民
国
時
期
に

入

っ
て
か
ら
新
設
さ
れ
た
も
の
も
多
か

っ
た
。
教
授
内
容
は
近
代
学
校

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
近
く
、
授
業
形
態
も
ク
ラ
ス
編
成
や
班
編
成
を
採
り
入
れ
、

集
団
的
に
授
業
を
行
う
所
が
少
な
く
な
か

っ
た
。

 
私
塾
と
言
う
よ
り
、
実
質
的
に
は
私
立
小
学
と
言
う
方
が
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
私
塾
は
、
私
立
学
校

へ
の
過
渡
期
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
清
末
以
来
の
族
塾
か
ら
私
立
学
校

へ
の
発
展
過
程
と
、
軌
を

一
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

私
塾
は
清
末
民
初
の
社
会
変
動
の
中
で
、
時
代
に
適
応
し
、
新
た
な
る
も
の
へ
と
自
ら
を
脱
皮
さ
せ
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。
近
代
小
学
と
私
塾
と

の
対
抗
関
係
の
中
で
、
私
塾
は
よ
り
近
代
的
な
教
育
機
関

へ
と
生
ま
れ
変
わ

っ
て
い
く
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
逆
に
私
塾
が
学
校
教
育
制
度
の
補
完

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾
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六
二
四

と

い
う
役
割
も
果
た
す

よ
う

に
な

っ
た
こ
と
を
意

味
し
て

い
る
。

 
私
塾
の
分
布
を
、
無
錫
県
に
関
し
て
見
て
も
、
近
代
小
学
校
の
浸
透
が
比
較
的
順
調
に
進
ん
だ
地
域
に
お
い
て
は
、
学
校

の
無

い
辺
鄙
な
小
規
模
村

落
に
分
布
し
て
、
私
塾
は
、
学
校
教
育
の
補
完
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

 
し
か
し
そ
の

一
方
で
無
錫
で
は
農
村
部
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
密
集
地
に
も
私
塾
は
分
布
し
、
小
学
校
と
の
競
合
が
問
題
視
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

っ

た
。
ま
た
江
蘇
省
北
部
で
は
、
私
塾
が
小
学
校
を
圧
倒
し
て
い
た
。
学
校
が
普
及
し
な
い
代
わ
り
に
、
私
塾
が
普
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

 
こ
う
し
て
江
蘇
省
に
お
け
る
近
代
初
等
教
育
浸
透

の
過
程
は
、
近
代
小
学
と
私
塾
と
の
間
に
お
け
る
、
補
完
と
競
合
と

い
う
緊
張
関
係
を
軸
に
展
開

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
江
蘇
省
は
、
近
代
教
育
導
入
の
先
進
地
域
で
あ

っ
た
。
ま
た
国
民
党
政
権
の
膝
元
で
も
あ
る
。
そ
の
江
蘇
省
に
お
い
て
、
義

務
教
育
普
及
が
強
力
に
推
進
さ
れ
る
民
国
時
期
に
、
伝
統
的
な
教
育
機
関
で
あ
る
私
塾
が
多
数
誕
生
し
て
い
っ
た

の
は
興
味
深
い
。

 
旧
来
の
教
育
体
系
の
基
盤
が
強
固
な
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
近
代
学
校
が
入
り
に
く
か

っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
江
蘇
省
教
育
庁
の
エ
リ
ー
ト
中

心
的

・
近
代
的
教
育
政
策
が
、
か
え

っ
て
民
衆
を
し
て
政
府
の
施
策
に
対
す
る
不
信
感
を

つ
の
ら
せ
、
私
塾

の
復
権
に
向
か
わ
せ
た
、
と
解
釈
す
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。
こ
う
し
て
私
塾
は
日
中
戦
争
を
経
て
も
存
続
し
、
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
ま
で
、
民
衆

の
教
育
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

注
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近
代

ア

 

ジ
ア
教
育
史
』
、
上
巻

、
岩

崎
学
術

出
版
社
、

一
九
六
九
年
、
四
頁
。

(
2
)

修

振
家

編
、
「清
末

小
学

教
育
之
演
変
」
、
『
師
大
月
刊
』
、
第

二

一
期
、

一
九
三

五
年
九

月
、

一
二
六
f

一
二
七
頁
。
董
宝
良
、
『
中
国
教
育
史
綱

(
近
代
之
部
)
』
、

人
民
教

育
出
版

社
、

一
九
九
〇
年
、

一
二
九
頁
。
た
だ
し
家
塾

に
は
個
人
経
営

の

他
、
宗

族
経
営

の
も

の
が
あ
り
、
義
塾
に
も
公
経
営

の
他
、
宗
族
経
営

の
も

の
が

あ
る
。
各

々
の
限
界
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
家
塾
と
言

っ
て
も
、
実
際

に
は
族

 

塾

で
あ

る
こ
と
も
あ
り

、
名
称
だ

け
で
は
判
断

し
が
た

い
。

(
3
)

多
賀
秋

五
郎
、

「清
末
近
代
学
制

の
地
方

浸
透
 

 
福

建
省
を
中
心
と
し
て
」
、

多
賀
秋

五
郎
編
著
、

『近
代

ア
ジ
ア
教
育
史
』
、
下
巻

、
岩
崎
学
術
出
版
社
、

一
九

七

五
年
、

三
-

六
八
頁

。
阿
部
洋

、
「清
末

の
近
代
学
校

(
一
)
」
、
『
歴
史
評
論
』
、

第

一
七
三
号
、

一
九
六
五
年

一
月
、
四
七
-

六
六
頁
。
阿
部
洋
、

「清
末

に
お
け

る
近

代
教
育

の
展
開
過
程
」
、

『九
州

大
学
教
育
学

部
紀
要
』
、
第

八
集

、

一
九
六

一
年
、

五
三
…

六
六
頁
。

(
4
)

多
賀
秋

五
郎

、
「
近
代

中
国
に
お
け
る
族
塾

の
性
格
」
、
『
近
代
中
国
研
究
』
、
第

 

四
号
、
東
京
大

学
出

版
会
、

一
九
六
〇
年
七
月
、
二
〇
五
-

二

五
四
頁
。
多
賀
秋



五
郎
、

「清

末
科
挙
廃

止
前
宗
族
経
営

の
学
校
教
育

に

つ
い
て
」
、
『
日
本

の
教
育

史
学
』
、
第

一
集
、
講
談
社

、

一
九

五
八
年

、
九
五
1

=

一五
頁
。
多
賀
秋

五
郎
、

「
宗
譜
を

通
じ

て
み
た
国
家

の
教
育
方

針
に
対
応
す

る
族
塾

に
関
す

る
考
察
」
、

『
中
国
宗

譜

の
研

究
』
、
上
巻
、

日
本
学

術
振
興
会

、

一
九
八

一
年
、

五
〇

一
-

五

二
三
頁
。

(
5
) 

小
川
嘉

子
、
「
清
代

に
於
け
る
義

学
設
立

の
基
礎

」
、
林
友
春
編
、

『近

世
中
国

 
 
教
育

史
研
究
』
、
国
土
社
、

一
九

五
八
年
、

二
七

五
ー

二
七
七
頁

。
小
川
嘉
子
、

 
 

「
中
国

近
世

の
族

塾
に

つ
い
て
」
、
石
川
謙
、

『教
育

の
史
的
展

開
』
、

五
三
三
-

 
 
五
四
九
頁
。

(
6
)
 
江
蘇
省

教
育

に
関
す

る
教
育
統
計

と
し
て
本
文

で
主
に
使
用

し
た

の
は
、

『江

 
 
蘇
教
育

概
覧
』

(江
蘇

省
教
育
庁
編

審
室
編
印
、

一
九
三

二
年
)

で
あ

る
。
そ

の

 
 
他

『
江
蘇
省
最

近
教
育
概
況
』

(
江
蘇
省
教
育
庁

編
、

一
九

三
〇
年
)
も
有
用

で

 
 
あ

る
。

第

章

(
1
) 

翁
之
達

、
呉

研
因
、
「
三
十
五
年

来
中
国
之
小
学
教
育
」
、
荘
輸
、
賀
聖
鼎
編
、

 
 

『
最
近
三
十
五
年
之
中
国
教
育
』
、
商
務
印
書
館
、

一
九

三

一
年
、

一
頁
。

(
2
) 

阿
部
洋
、

「
旧
中
国

の
教
育
構

造
」
、
小
林
文

男
編
著
、

『中

国
社
会
主
義
教

育

 
 
の
発
展
』
、

ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
、

一
九
七

五
年
、

一
-

三
八
頁
。

(
3
) 

と
こ
ろ
で
義

務
教
育
に

つ
い
て
の
取
り
組

み
と

し
て
、
学
部

は

一
九

〇
七
年

に

「各
省

強
迫
教
育
章
程
」
を
発
布
し
、
強
迫
教
育

(義
務
教
育

の
こ
と

)を

提
唱
し

た
。
ま
た

一
九

=

年

に
は
中
央
教
育
会
が
開
催

さ
れ
、

四
年

の
小
学

教
育
を
義

務
教
育
と
す
る

こ
と
が
議
決
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
崩
壊

直
前

の
清
朝

に
は
、
義

務
教
育
を
実
現
す

る
余
力

は
残
さ

れ
て
い
な
か

っ
た
(前
掲
修

振
家

編
、
「
清
末
小

学
教
育
之
演
変
」
、

一
二
六
ー

一
二
七
頁
)
。

(
4
)

多
賀
秋

五
郎
、
前
掲

「近

代
中
国

に
お
け
る
族
塾

の
性

格
」
、

二
二
五
-

二
四

 
 

一
頁
。

(
5
) 

「
私
塾
改
良
会
章
程
」
、
箭
新

城
編
、
『
中
国
近
代
教
育
史
資
料
』
、
上
冊
、
人
民

 
 
教
育
出
版
社
、

一
九

六

一
年
、

一
〇
三
-

一
〇
九
頁
。

(
6
) 

「
直
隷
提
学
司
通
飾
各
属
実
行
改
良

私
塾
文

(
一
九
〇
七
年
)
」
、
朱
有
獄

主
編
、

『
中
国

近
代
学
制
史
料
』
、
第

二
輯

上
冊
、
華
東
師
範
大

学
出
版
社
、

一
九
八
七

年
、
三
三

〇
1

三
三

一
頁

。
私
塾
改
良

の
た
め
の
規
定

が
、
直

隷
で
は

一
九
〇
七

年
、
河
南

で
は

一
九
〇
九
年
、
吉
林

で
は

一
九

一
〇
年

に
、
そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
吉

林
で

は
私
塾

に

つ
い
て
の
調
査

が
実
施

さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
た

(
「
吉
林

提
学
司
札
飾
各

所
調
査
全
境

私
塾
情
形
列
表

呈
報
文
」
、

『教
育
雑

誌
』
、

第

二
年
第

一
〇
期

、
宣
統

二
年

、
三
九

頁
)
。

(
7
) 

「学
部
通
行
京
外
学
務
酌
定
方
法
併

改
良

私
塾
章

程
文

(
付
章
程
)
(
一
九

一
〇

 
 
年
)
」
、
前

掲

『
中
国
近

代
学
制
史
料
』
、
三

一
〇
1

三

=

二
頁
。
光
緒

三
三
年
後

 
 
期

に
お
け
る
京
師

の
私
塾
調
査

に
よ
れ
ば
、
「
簡
易
小
学

課
程

に
照

ら
し
て
教
育

 
 
を
行

っ
て
い
る
所

は
わ
ず

か
に

一
二
所

、
学
生
数
三
〇
〇
人
」

で
あ
り
、

一
層
改

 
 
良

を
進
め
る
た

め
奨
励
金
を
出

し
た
と

い
う

(
『教

育
雑
誌
』
、
第

二
年

第
二
期
、

 
 
宣
統

二
年

(
一
九

一
〇
)
二
月
初
十
日
、
記
事

一
一
頁
)
。

(
8
) 

「改

良
私
塾
章

程
」
、
前
掲

『
中
国
近
代
教
育
史

資
料
』
、
上
冊
、

一
〇
九
ー

一

 
 

一
三
頁
。

(
9
)
 
沈

願
、
「
論
改
良

私
塾
」
、
前
掲

『
中
国
近
代
学
制

史
料
』
、
一三

四
-

三

一
七

 
 
頁
。

(
10
) 

教
育

部
編
、
『
中
華
民
国
教
育
法
規
彙
編
』
、

一
九

}
九
年
、

一
二
四
頁
。
そ

の

 
 
後

一
九

一
九
年
に
な
る
と
北
洋
軍
閥
政
府
に
よ

っ
て

「
分
期
簿
弁
義
務
教
育
年
限

 
 
及
進
行

程
序
」

が
発
布
さ
れ
、
期
限
を
区
切

っ
て
義
務
教
育
を
実
施
す

る
よ
う
各

 
 
省

は
奨
励
さ
れ
た
。
ま
た
国
民
党
政
権
下
で

一
九

二
八
年
に
開
催
さ
れ
た
第

一
次

 
 
全

国
教
育
会

議

で
は
、

「義
務

教
育
励
行
案
」

が
通
過

し
、

一
九
二
九
年
以
降
、

 
 
失
学
児
童
を
二
年
間
に

二
〇
%
ず

つ
減
ら
す

こ
と
が

目
標
と

さ
れ
た
。

(
11
) 

学
部
総
務
司
編
、
『
第

一
次
教
育
統
計
図
表
』
、
光
緒

三
三
年

分
、
各
省

二
五
ー

 
 
二
六
頁
。
学
部
総
務
司
編
、
『
第
三
次
教
育
統
計
図
表
』
、
宣
統

元
年
分

、
各
省

八

 
 
-

一
一
頁
。
地
方

レ
ベ
ル
で
見

て
も
漸
江
省

に
お
い
て
は
、

一
九

〇
七
年

に

一
〇

 
 
八
八
所
で
あ

っ
た
初
等
教
育
機
関
数
が
、

 
九

〇
九
年

に
は

【
八
九

〇
所
と

な
り
、

 
 

一
九

=

一年

に
は
六

一
〇
三
所

に
急

増
し
て

い
る

(張
彬

編
著
、
『
漸
江
教
育

簡

 
 
志
』
、
漸
江
人
民
出
版
社
、

一
九

八
八
年

、
七
ニ
ー

七
六
頁
)
。

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

六
二
五



中

国
国
民
革
命

の
研
究

(
12
) 

教
育
部
編
、

『教
育
法
令
彙

編
』
、
第

一
輯
、

一
九
三
六
年
、
二
六
八
-

二
七
六

 
 
頁

。

(
13
)

部
爽

秋
、
黄

振
棋
等

編
、
『
中
国
普
及
教
育
問
題
』
、
商
務
印
書
館
、

一
九
三
八

 
 
年

、
六
五
頁
。

(
14
) 

前
掲

『
教
育

法
令
彙

編
』
、
二
九
七
-

三
〇
三
頁
。 

「
実
施
義
務
教
育
暫
行
弁

法

大
綱
施
行
細
則
」
第

三
章
で
は
、
中
国
に
お
け
る
義
務
教
育
施
行
段
階
が
規
定

さ
れ
て

い
る
。
そ
の
骨
子
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

第

一
期

(
民
国
二
四
年
八
月
よ
り

二
九
年
七
月
ま

で
)

 

一
、
短
期
小
学
を
広
く
設
置
す

る
。

一
年
制

の
短
期
小
学

は
、
九
歳

か
ら

=

一歳
ま

で
の
失
学
児
童
を
入
学
さ

せ
る
。

二
部
制
を
採
用

し
、
毎

日

午
前

・
午
後

に
分
け

て
三
-

四
時
間

の
教
育
を
実
施
す

る
。

二
、
各
地

の
私
塾
に
改
良
を
加
え
、
短
期
小
学
あ

る

い
は
、
普

通
小
学

の

 
課
程

に
従

い
教
学
を
進
め
改
良
私
塾
と
す

る
。

そ
の
優

れ
た
も
の
は
短

 
期
小
学
あ

る
い
は
、
普
通
小
学

に
改

め
る
。

第

二
期

(
二
九
年

八
月
よ
り

三
三
年
七

月
ま
で
)

 
 

一
年
制

の
短
期
小
学

を
、

二
年
制

へ
と
改

め
て

い
く
。
ま
た
八
-

一
二

 
 
歳

の
児
童
を

入
学

さ
せ
る
。
普
通
小
学
は
、
短
期
小
学
に
改
組
し
て
は

 
 
な

ら
な

い
。

第

三
期

(
三
三
年

八
月
以
降
)

 

 
二
年

制
の
短

期
小
学
を
、
四
年
制

の
普
通
小
学
と
す

る
。

ま
た
義

務
教
育

の
実

現
を
計
る
た
め
、
地
域
に
よ

っ
て
は
保
甲
制
を
利
用
し

て
就

学
督
促

が
実

施
さ
れ
、
未
就
学
児
童

の
保
護
者

に
対
し

て
罰
金

(
一
-

五
元
)
が
課

せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

(
15
) 

教
育
部
統
計
室
編
、
『
中
華
民
国

二
四
年
度
全
国
教
育
統
計
簡
編
』
、

一
九

三
八

 

 
年
、

五
七
頁
。
就
学
率

は
、
各
省

に
お

い
て
大
き
く
異

な

っ
て
い
る
。

一
九

三
〇

 

 
年
度

の
統
計

に
よ
れ
ば
、
山
西
省

は
義
務
教
育
児
童

の
就
学
率

が
六
九

・
八
%
に

 

 
達
し

て
い
る

(教
育
部
普
通
教
育
司
編

、
『
民
国

一
九
年
度
全

国
初
等
教

育
統
計
』
、

 

 

一
九

三
三
年
、
図
之

部
分

一
一
頁
)
。

こ
れ
は
全
国
平
均

の
二

二

・
一
%
と

比

べ

 

 
る
と
、

か
な
り
高

い
。
山
西
省

で
は
閻
錫
山

の
支

配
の
下
、
政
治
的
に
安
定

し
戦

六
二
六

乱
が
少
な
か

っ
た

こ
と
、
山
西
省

の
独
立
と
富
強
化

の

一
貫
と

し
て
、
閻
錫
山

の

政
策
に
忠
実
な
省
民

の
育
成
が
計
ら
れ
、
民
国
建
国
当
初
か

ら
初
等
教
育
普
及

に

省
政
府
が
力
を
入
れ
た

こ
と
、
寒
村

に
も
小
学
校

が
建

設
さ
れ
た
こ
と
等

が
、

高

い
就

学
率

の
要

因
と

考
え
ら
れ

る
(小

林
善
文
、

『平

民
教

育
運
動
小
史
』
、
京

都

大
学
人
文
科
学
研
究
所
共
同

研
究
報
告

、
五
四
運
動

の
研
究

、
第
三
函
⑩

、
同
朋

舎
、

一
九

八
五
年
、
九
-

一
八
頁
)
。

 

こ
の
よ
う

に
国
民
党

政
府

の
登
場
後

、
初
等

教
育

の
普
及
は
順
調
な
進
展
を
見

せ
は

じ
め
た
。

し
か
し
な
が
ら

一
九

三
七
年

に
開
始

し
た
日
中
戦
争

に
よ

っ
て
、

教
育
事
業

は
挫
折
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
。

一
九
三
七
年
か
ら

一
九
三
八
年
に
か
け

て
全

国
及
び
各

省
に
お

い
て
は
、
小
学
校
就
学
児
童
数
が
劇
的

に
減
少
し

て
い
る

の
で
あ

る
。
戦
争

が
小
康
状
態
に
入
り
、
ま
た

一
九
四

四
年
、
重
慶
政
府
が

「
国

民
学
校

法
」

(
保
甲
制
を
利
用
し
、
罰
則
規
定
を
設
け

て
就
学
を
督
促
)
を
制
定
し

た
こ
と
も
あ

っ
て
、
四
〇
年
代

に
入
る
頃
か
ら
就
学
児
童
数
は
、
再
び
増
加

に
向

か

っ
て

い
る

(
教
育
年
鑑
編
纂
委
員
会
、
『
第

二
次
中
国
教
育
年
鑑
』
、

一
四
六
ニ

ー

一
四
六
三
頁
)
。

(
16
) 

衰
世

凱
、

「
特
定
教
育

綱
要
」
、
前
掲

『
中
国
近
代
教
育

史
資
料
』
、
上

冊
、

二

 

 
六
四
頁
。

(
17
) 

『
教
育
部
行
政
紀
要
』
、
全
国
教
育
行
政
会
議
記
録

(
民
国
元
年

四
月
よ
り

四
年

 

 

一
二
月
)
、
三
八
-

三
九
頁

。
地
方

の
各
省

で
も
私
塾

に
関

し

て
規
定

が
出

さ
れ

 

 
て

い
る
。
安

徽
省

で
は

「私

塾
弁

法
五
条
」

が
、
湖
南

省
で

は

「
私
塾
暫
行

規

 

 
定
」

が
出
さ

れ
て
い
る
。

(
18
)
 

「山
東
巡
按
使
察
儒
皆
普

及
教
育

之
新
条

陳
」
、
『
教
育
雑
誌
』
、
第
七
巻
第
四
号
、

 
 

一
九

一
五
年

四
月

一
五
日
、
記
事

三
二
頁
。
ま
た
漸
江
省
で
は
、
私
塾
を
積
極
的

 
 
に
私
立

学
校

へ
と
改

組
し
て

い
た
。
全
国
教
育
行
政
会
議
に
お
け
る
漸
江
か
ら

の

 
 
報
告

に
よ
れ
ば
、
私
塾

の
内
す
で
に
改
良
を
行
な

っ
た
所

(
塾
師
は
国
文

・
算
術

 
 
等

の
教
授
を
担
当
で
き
、
教
育
学
に
も
通
じ
、

一
年
後
に
視
学

の
審
査
を
経

て
私

 
 
立
学
校
と
す

べ
き
所
)
は
、

一
〇

四

一
所
、
学
生
数

一
万
九
六
七

四
人

で
あ

っ
た
。

 
 
ま
た

い
ま
だ
に
改
良
を
行

っ
て
い
な

い
が
、
塾
師

の
水
準

は

一
定

レ
ベ
ル
で
あ

る

 
 
所
、
五
二
四
五
所
、
学
生
数

八
万
三
六

四
九
人
。

一
方
塾
師

の
水
準

が
低
く

、
転



業

す

べ
き
所

は
三
八
二

二
所
、
学
生
数

五
万

四
七
五
三
人
と

さ
れ
て

い
る

(
『全

国
教
育
行

政
会

議
各
省

区
報
告
彙
録
』
、

㎜
九

一
六
年
、
漸
江

三
頁
)
.

(
19
)
 
林
瞳

、
「
吾

国

一
八
年
度
教
育

統
計
」
、

(第

一
五
表
、

一
八
年
度
全

国
初
等
教

 
 
育

統
計
ー

私
塾

)
、
『
統
計
月
報
』
、
第
二
巻
第

三
期
、

}
九
三

〇
年

三
月
、
三

三

 
 
…

四
〇
頁

。

(
20
)

↓
師

。
げ
、信

=

帥ρ

肉
袋
ミ

寒

§

§

§

ぎ

蕊
帖織
§

"

穿

①

団
8

。
7
言
αq

 
 
冒

菖
昌
巴

O
{
ω
0
9
舷

の
匿
象
①
ρ
<
O
r
軽
-

客
P
N
 

一
九

四
九
年

、

一
九
-

六

七

 
 
頁

。
山
東
省
波

上
県
に
お

い
て

一
九
三
五
-

三
六
年
に
か
け

て
実
施
さ

れ
た
私
塾

 
 
に

つ
い
て
の
調
査

は
、
当
時

の
私
塾
に

つ
い
て
貴
重
な
資
料
を
提
供
し

て
く
れ

る
。

 
 
波

上
県

は
山
東
省

の
南

西
部
に
位
置
し
、
米

の
ほ
か
小
麦
、
と
う
も

ろ
こ
し
を
耕

 
 
作
す

る
典
型
的

な
農
村

地
域
で
あ

っ
た
。
人

口
は

四
三
万
九
〇
三

五
人
、

【
三
三

 
 
六

の
村

か
ら
形
成

さ
れ
て

い
る
。
ま
た
人

口
の
約
九
〇
%
が
農
業

に
依
存

し
て
生

 
 
活

し
、
八
〇
%
が
自
作

農
で
あ
る
。

 
清
朝
時
期

の
私
塾
に

つ
い
て

の
資
料
は
殆
ど
無

い
が
、
光
緒
年

間
に
波

上
県
志

が
編
纂

さ
れ
、
そ

の
中
に
私
塾

と

い
う
語
が
見
ら
れ
る
。

一
九

三
五
-

三
六
年

の

調
査

に
よ
れ
ば

二
九
村

に
六
九

の
私
塾
が
分
布

し
て

い
た
。
国
く
曾
旨

ω
聾

葵
凱
p

閑
p。≦
降

蝕

肉
§

らミ
帖§

§

駄
ミ

黛
隷
、
に

ミ

轟&

冒

O
ミ

轟

G
ミ
§

u
宗

青

図

書

出

版

公

司

、

一
九

七

九

年

、

一
六

三

頁

参

照

。

(
21
) 

中
国
文
化
建

設
協
会

編
、
『
抗
戦
十
年
前
之
中
国

(
一
九

二
七
-

一
九

三
六
)
』
、

 
 
五
八
二
頁

。
前

掲

『
教
育
法
令
彙
編
』
、
二
九
九
頁
。

(
22
) 

前
掲

「
(
民
国
)
二
四
年

度
全
国
私
塾
統
計
」
、
『
統
計
季
報
』
、
第

八
号

。

(
23
) 
大
森
久
治

、
『
明
治

の
小
学
校
』
、
泰
流
社
、

一
九
七
三
年
、

二
四
四
-

二
五
六

頁

。
同
書

で
は
大
阪

の
例
が

紹
介
さ
れ

て

い
る
。
ま
た
三
原
芳

一
論
文

(
「
日
清

戦
後
就

学
督
励

の
諸
相

(
二
)
」
、
『
花
園
大
学
研
究
紀
要
』
、
第

一
八
号

、

一
九

八

七
年

三
月
、
八

一
-

一
〇
五
頁
)
も
参
考
と
な

る
。

(
24
) 

明
治
政
府

は
、
「
私
学
」

に
対

し
て

一
八
八
〇
年
代
以
降
、
抑

圧
政
策
を
採

っ

 
 
た
。
そ

の
た

め
潜
伏
し
、
統
計

数
字

に
現
れ
て
こ
な

い
私
学

も
多

く
、
「
私
学
」

 
 
研
究

は
日
本
教
育
史
研
究

の
中
で
は
最
も
遅
れ
た
分
野

で
あ

っ
た

。
し
か
し
地
方

 
 
史

研
究

の
進

展
と
共

に
、

い
く

つ
か

の
研
究

成
果
も
出
さ

れ
て
き

て
い
る
(篭

谷

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

次
郎
、

「明
治

教
育

の
確
立

と
私
学
」
、
『
日
本
史
研
究
』
、
第

一
九
九
号
、

一
九
七

九

年
三
月
、

一
二
六
ー

一
五
五
頁
)
。
伝
統
と
近
代

の
接
点
と

し
て

の
、
私
塾
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
日
本
や
中
国
を
含
め

て
ア
ジ

ア
の
伝
統
的
社
会
に
お
け

る
、
西
欧

式
の
近
代
学
制
浸
透
に
伴
う
内
部
矛
盾

の
過
程
を
理
解
す
る
上

で
、

一

つ
の
重

要
な
手

が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
25
)
 
前
掲
篭
谷
論
文

、

=
二
七
頁
。

第
 
二
 
章

(
1
) 

王
樹
塊

、
『
中
国
現
代
化

的
区
域
研
究
、
江
蘇

一
八
六
〇
1

一
九

一
六
』
、
中
央

研
究
院

近
代
史

研
究
所
、

一
九
八
四
年
、
四
八
頁
。
清
代

に
お
け
る
進
士
戸
籍
調

査

に
よ
れ
ば
、
約

一

㎝
%
が
江
蘇
省
出
身
で
あ
り
、
江
蘇
省
は
常
に
第

一
位
を
占

め
て
き
た
。
王

樹
椀
、
「
清
末
民
初

江
蘇
省
的
新

教
育
」
、
『
中
央

研
究

院
国
際
漢

文

学
会
議
論

文
集

 
歴
史
考

古
組
』
、
下

冊
、

一
九
八

一
年

一
〇
月
、

一
五
七

}

1

一
五
九
七
頁
参

照
。

(
2
) 

蔭
山
雅
博
、

「
ア
メ
リ

カ
留
学

帰
国
者

の
社
会

的
活
動
」
、

『米

中
教
育
交
流

の

 
 
軌

跡
』
、

一
九
八
五
年
、
霞
山
会
、
七
七
1

=

=

頁
。

(
3
) 

民
国
政
府

は
漸

江
財
閥

(江
漸

財
閥
と
も
言
う
。

上
海
を
基
盤
と
す

る
民
族

ブ

 
 
ル
ジ

ョ
ア
ジ

ー
)
と
強
力
な
関
係

に
あ
り
、
そ

の
財
政
的
支
援

の
下
に
全
国

の
統

 
 

一
が
可
能
に
な

っ
た
。
江
蘇
、
漸
江
両
省
は
国
民
政
府

の
比
較
的
強
力
な
指
導

下

 
 
に
あ
り
政
治
的
に
も
安
定
し
、

一
九

二
七
年
か
ら

一
九

三
七
年

に
至

る
ま

で
は
、

 
 
大
き
な
戦
乱
も
無
か

っ
た
。

(
4
) 

前
掲

『
中
華

民
国

二
四
年

度
全
国
教
育
統

計
簡
編
』
、

五
六
頁
。
小
学
校

・
幼

 
 
稚
園
教
師

の
中
で
、
師
範
教
育
を
受
け
た
教
師

の
割
合

は
、
江
蘇
省

に
お
い
て
は

 
 
五
九

・
四
%
に
達
し

て
い
る
。

こ
れ
は
全
国
平
均

(
三
三

・
六
%
)

よ
り
も
高

い
。

 
 
ま
た
当
時
就
学
率

の
高
か

っ
た
広
東
省
は

二
九

・
九
%
、
山
西
省

は
二
五

・
三
%

 
 
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。

(
5
) 

た
だ
し
こ

の
就
学
率
は
、
統
計

の
取
り
か
た

に
少

々
問
題
を
含

ん
で

い
る
。
江

 
 
蘇

の
場
合
は
、
学
齢
児
童

の
総
人

口
比
は

一
六

・
六
%

で
あ

る
が
、
他
省

の
多
く

 
 
は
、
学
齢
人

口
の
統
計
が
取
ら
れ
ず
、
人

口
の

}
○
%
を
学
齢
児
童
数
と

し
て
就

六
二
七



中
国
国
民
革
命

の
研
究

学
率
が
計
算
さ
れ

て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

 
人
口

]
○
○
○
人
あ
た
り

の
初
等
教
育
就
学
児
童
数

の
統
計

は
、
学
齢
児
童
数

と

い
う

不
完
全
な
要
素
が
入
ら
な

い
た
め
、
各
省

の
初
等
教
育
普
及
程
度

の
差
異

を
理
解
す
る
上
で
、
よ
り
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
こ
こ
で
も
江
蘇
省
は
、

全
国
第

一
六
位

に
留
ま

っ
て
い
る
(
前
掲

『
民
国

一
九
年
度
全
国
初
等
教
育
統
計
』
、

二
五
頁
)
。

ま
た
江
蘇
省
と
広
東
省

(
一
九

三
〇
年
度

の
就
学
率

は
全
国

三
四
省
市

中
第

一
〇

位
、

一
九

三
五
年
度
は
全
国

二
八
省
中
第

五
位
)
と

の
教
育
状

況
を
県

レ
ベ
ル
で

比

べ
る
と
、
江
蘇
省
は

や
や
見
劣
り
が
す

る
。

両
省

の
申
で
教
育

の
先
進

地
域

に

属
す
る
広
東
省
台
山
県
と
、
江
蘇
省
無
錫
県
と
を
比
較

し
て
み
よ
う

。
台

山
県
は

人

口

七
三

・
○
万

(
一
九

四
六
)
の
地
域

で
あ

る
が
、
小
学
校
数

一
〇
九

五
校
(
一

九

二
九
年
度
)
、
小
学
校

生
徒
数
九
万

三
二
〇

〇
人

(
一
九
三
〇
年
度
)
、
就

学
率

は
六

五
%
(
【
九

三
二
年
度
)
で
あ

っ
た
(
「
台
山
県
教

育
概
況
」
、
『
教
育

研
究
』
、

第
七

二
期
、

一
九

三
六
年

一
二
月
、

五
五
頁
)
。

 

一
方

、
無
錫

県
は
入
口
九

四

・
一
万
(
一
九
二
八
)
で
台
山
県
よ
り
多

い
が
、
小

学
校
数

三
六
五
校

(
一
九

三
〇
年

、
以
下
同
様
)
、 

生
徒
数

三
万
四

一
四
七
人
と

台

山
県
よ
り

は
る
か
に
少
な
く
、
就

学
率
も

二
〇

・
七
%
に
過
ぎ
な

か

っ
た
(
前

掲

『江
蘇
教
育
概
覧
』
、
第

四
部
全

省
教

育
比
較

一
ー

四
二
頁
)
。

(
6
) 
周
仏
海
、

「恋
様

推
進

江
蘇
省
義

務
教
育
」
、
『
江
蘇
教
育
」
、
第

四
巻
第
九
期
、

 
 

一
九

三

一
年

九
月
、
教
育
論
壇

一
頁
。

(
7
)
 

「
(
民
国
)

二
四
年

度
全
国

私
塾

統
計
」
、

『統
計

季
報
』
、
第

八
号

、
国
民
政
府

 
 
主
計
処
統
計
局
編
印
、
民
国

二
五
年

一
二
月
、
統
計
消
息

ニ
ー

四
頁
。

(
8
) 

陳
果
夫
編
、
『
江
蘇
省
政
述
要
』

(自
民
国

二
二
年

一
〇
月
至

民
国

二
十
五
年

九

 

 
月
)
、
教
去目
二
⊥
ハ
頁
0

(
9
) 

た
だ
し
比
較
的
厳
密
に
統
計
が
と
ら
れ
た
江
蘇
省

に
お

い
て
も
、
金
壇
県

の
よ

 

 
う
に
県

に
よ

っ
て
は
、
私
塾
学
生
を
小
学
校
就
学
児
童
数

に
算

入
し
て

い
る
と
こ

 

 
ろ
も
あ

る

(
10
) 

「
上
元
県
学
校

一
覧
表
」
、

『教
育
雑
誌
』
、
第

二
年
第

三
期

、
宣
統

二
年
三
月
初

 
 
十

日
、
記
事

二
〇
頁
。

江
蘇
省
上

元
県

に
お

い
て
は
、
洋
式

学
堂
四
八
校
、
生
徒

六
二
八

 

 

一
七
九

三
人

に
対

し
て
、
私
塾

は
二
二
六
所

、
三
四
九
七
人
に
上

っ
て

い
た
。

(
11
) 

前
掲

『
全
国
教
育
行

政
会
議
各
省

区
報
告
彙
録
』
、
江
蘇

二
三
-

二
四
頁
。

(
12
) 

許
栄
漣
等
編
述
、
『
全
国
郷
村
建
設
運
動
概
況
』
、
第

一
輯
、

下
冊
、
正
中
書

局
、

五
二
九
-

五
九

二
頁
。
県

に
よ

っ
て
は
厳
格

に
私
塾
を
取
り
締
ま

っ
た
と
こ
ろ
も

あ
る
。
た
と
え
ば
江
寧
県

は
、

江
蘇
省

政
府

の
自
治
実
験
県
と

し
て
、
行

・
財
政

改
革
が
実
施

さ
れ
郷
村
建
設

の
実
践

が
行
わ

れ
た
地
域

で
あ

る
。

一
九
三
三
年
頃

の
調
査

で
は
私
塾
七

五
〇
所

、
私
塾
学
童
数

は

一
万
四
二
六
〇
余

人
で
あ

っ
た
。

小
学
校
と
比

べ
る
と

、
私
塾
数

は
学

校
数
の
八
倍
で
あ
り
、
塾
師
数
は
教
師
数

の

四
倍
、

私
塾
学
童
数

も
小
学
児

童
数

の
三
倍

で
あ

っ
た
。
私
塾
は
、
学
校
を
上
回

る
勢
力

だ

っ
た

の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
警
察

を
動
員
し

て
私
塾
を
取
り
締
ま

っ
た

の
で
、
私
塾
数

が
減

少
し
た
。

一
九
三
五
年
度

に
は
、
私
塾
二
六
所
、
塾
師

二
六

人
、
私
塾
学
童
七
五
七
人
が

い
た
も

の
の
、
そ

の
規
模

は
小
学
校

に
比

べ
て
は
る

か
に
少
な
く
な

っ
た
と

い
う
。

(
13
)
 

『
時
報
』
、

一
九
二
三
年
八
月

一
七

日
。
江
蘇
省
丹
徒
県

で
は
私
塾
が
林
立
し
、

 

 
学
校

の
学
生
が
影
響
を
受
け
た

の
で
、
塾
師

の
資
格

や
教
授
内
容

が
調
査

さ
れ
、

 

 
優
劣
を

つ
け
私
塾
が
取
り
締
ま
ら
れ

て
い
る
。

(
14
) 

『
張
宗
麟
郷
村
教
育
論
集
』
、
湖
南
教
育
出
版
社
、

一
九

八
九
年

、
二
八
七
頁
。

 

 
 
ま
た

民
国
建
国
時

に
お

け
る
南
京

の
私
塾

に

つ
い
て
は
、
「南

京
城
外

に
は
初

等
小
学
校
が
わ
ず
か

に
三
校

で
あ
り
、

ゆ
え

に
私
塾

が
異
常

に
発
達

し
て

い
る
」

と

い
う
報
告
が
出
さ

れ
て
い
る
(
『時
報
』
、

一
九

一
三
年

四
月
二
四
日
)
。
ま
た
首

都
南
京

に
お
け

る

一
九

三
三
年

の
調
査

に
よ
れ
ば
、
全
市

の
私
塾
数

は
五
七
四
所
、

学
生
数

は

一
万
四
〇
〇
〇
人
に
上
り
、
全
市

の
小
学
生
総
数

の
半
分
に
当
た

っ
て

い
た
と

い
う

(
李
長
伝
、

『分
省

地
誌
江
蘇
』
、

一
九

三
六
年
、
中
華
書

局
、

一
二

一
頁
)
。

(
15
)
 
周
仏
海
、

「江
蘇

教
育

最
近
之

設
施
」
、
『
教
育

雑
誌
』
、
第
二
六
巻
第
七
号
、

一

 
 
九
三
六
年
七
月
、
二
五
-

三
五
頁
。

(
16
)
 
前

掲

『
江
蘇
省
政
述
要
』
、
二
八
ー

二
九
頁
。
「
江
蘇
省
は
、
以
前
私
塾
教
育
に

 
 
対
し
て
、
長
ら
く
取
り
締
ま
り
を
行

っ
て
き
た
。
し
か
し
各
県
に
設
立
さ
れ
た
小

 
 
学
校
は
、

い
ま
だ

失
学
児
童

を
収

容
し
き

れ
て

い
な

い
し
、

(取
り

締
ま

っ
て
し



ま
う
と
)
私
塾
を
利
用
し

て
義
務
教
育
を
補
完

・
推
進
す

る
こ
と

も
で
き

な

い
。

厳
格

に
私
塾
を

取
り
締

ま
る
こ
と
は
、
失
学

の
児
童
を
増
加
さ
せ

る
こ
と

に
な
り

、

消

極
的
な
方
法

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
積
極
的

に
私
塾
を
改
良
す

る
方
法

に
改

め
、

小

学
校

の
未

設
立
地
域

の
私
塾
に
対
し

て
は
取
り
締
ま
り
を
せ
ず
、
改
良
を
加
え

て
学
校
教
育

の
理
念
に
適
合
さ
せ
、
義
務
教
育
推
進

の
補
助
と

し
て

い
く
も
の
と

す
る
。
…
…
中
略
…
…
私
塾

の
改
良
は
、
公
安
及
び
自
治
機
関
職
員

が
密
接

に
関

係
す
る
の
で
、
も
し
互

い
に
協
力
し

て
進
め
る

こ
と
が

で
き

る
な

ら
ば

、
効
果

も

さ
ら
に
大

き

い
で
あ
ろ
う
。
本
政
府
は
各
県
県
長

に
、
管
轄

下
の
公
安

・
自
治
機

関
職
員

が
、

で
き

る
だ

け
協

力
し

て
進
行

す
る
よ
う

、
監
督

す
る

こ
と
を
命

じ

た
」
(
同
二
八
頁
)
。

 

当
時
私
塾
を
積
極
的
に
活
用
す

べ
き

で
あ

る
と

い
う
議
論
も

、
盛
ん
に
さ
れ
て

い
た
。
「
現
在
学
齢
児

童
に
お

い
て
私
塾

の
教
育

を
受
け

る
者

は
、
学
校
よ
り

は

る
か
に
多

い
。
私
塾
を
厳
重
に
取
り
締
ま
り
、
期
限
を
決

め
て
閉

鎖
す

る
こ
と
を

主

張
す

る
者
も

い
る
。
し
か
し
不
完
全
な
教
育

で
も
、
教
育
を
受

け
な

い
こ
と

よ

り
は
勝

る

の
で
あ
る
。
…
…
中
略
…
…
短
期
間

に
多
く

の
教
室
を

設
け

、
教
師
を

養
成
し
、
経
費
を
増
加
さ
せ
る

の
は
、
各
地
方

の
現
状
を
少

し
で
も
知

れ
ば
、
不

可
能
な
こ
と
が
解
る
。
…
…
中
略
…
…

(私
塾
教

師
の
)
失
業

も
、
不
問
に
付
す

こ
と
は
で
き
な

い
」
(
「
推
広
小
学
之
捷
径
」
、

『教
育
雑
誌
』
、
第

一
四
巻
第

五
号
、

一
九
二
二
年

五
月
、
教
育
評
壇

一
-

二
頁
)
。

 
こ
う

し

て

一
九
三
〇
年
代

の
江
蘇
省
教
育
庁

の
政
策

に
お

い
て
、
私
塾

の
改

良

と
塾
師

の
訓
練
は
、
重
点
活

動

の

一
つ
と

な

っ
た

(江
蘇
省

教
育
庁
、

「本
庁

二

四
年
度

中
心
工
作
」
、
『
江
蘇
教
育
』
、
第

四
巻
第
七
期
、

[
九
三

五
年

七
月
、

一

一
四
頁
)
。

 

「
地
方

の
人
民
は
因
習

に
深
く
捕
ら
わ

れ
、
塾
師

は
ど
う

し
よ
う
も
な

い
ほ
ど

頑
迷
で
あ
り
、
徹
底
し
た
改
良
は
困
難

で
あ

っ
た
。

し
か
し
二
年

来
、
江
蘇
省

教

育
庁
は
各
地

の
行
政
当
局

に
厳
格

に
執
行
す

る
よ
う
監
督

し
た
た
め
、
改
良

の
成

果
は
見

る

べ
き
も

の
が
あ

っ
た
」
と

い
う

(
周
仏
海
、
前
掲

「
江
蘇
教
育

最
近
之

設
施
」
、

二
五
頁
)
。

一
九

三
五
年
度
調
査

に
お

い
て
江
蘇
省

の
私
塾
数

は
、
全
国

第

一
位
で
あ

っ
た
が
、
内
す

で
に
改
良
を
経
た
も

の
は
、
二
八

・
五
%
を
占
め
て

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

 
 
い
た
(
前
掲

『
江
蘇
省
政
述
要
』
、
二
九
頁
)
。

(
17
) 

劉
百

川
、
『
郷
村

教
育
実
施

記
』
、
黎
明
書
局
、

五

頁
。

第
 
三
 
章

一
九

三

六

年

、

一
二

四
1

一
二

(
1
) 

股
惟

琳
、
『
江
蘇

六

一
県
志
』
、
民
国

二
五
年
、
商
務
印
書
館
、

二
七
-

三
三
頁
。

無
錫
県

政
府
無

錫
市
政
簿
備
処
編
印
、
『
無
錫
年
鑑
』
、

一
九
三
〇
年
、
工
業

一
-

三
二
頁

、
教
育

一
-

八
四
頁
。

(
2
) 

杜
聞
貞

主
編
、
『
中
国
人

口
 

江
蘇
分
冊
』
、
中
国
財
政
経
済
出
版
社
、

一
九

八

 
 
七
年

、
五
三
頁
。

(
3
) 

趙
如
珊
編
、
『
江
蘇
省
鑑
』
、

一
九
三
五
年
、
新
中
国
建
設
学
会
、
総
説

二
九

 

頁
。
王
培
巣

、
「
江
蘇
省
郷
土
志
』
、
民
国
二
七
年
七
月
、
商
務
印
書
館
、

二
四
-

 

二
六
頁

。

(
4
)
 

清
斐

大
中
等

修
、
清
秦
細
業
等
纂
、
『
無
錫
金
置
志
』
、
光
緒
七
年
、
巻
六
学
校
。

(
5
) 

無
錫
県
教
育
局
編
、
「
過
去
之
無
錫
教
育
」
、
『
無
錫
三
年
教
育
』
、
無
錫
県
教
育

局
印
、

一
九
三
五
年
八
月
。
以
下
、
無
錫
県
教
育

に
関
す

る
記
述

で
特

に
出
典
を

記
さ
な

い
も

の
は
、
本
書

よ
り

の
引
用

で
あ
る
。
大
久
保
英

子
、
『
明
清
時
代
書

院

の
研
究
』
、
国
書
刊
行
会

、

一
九
七
六
年
、
七

一
-

一
二
九

頁
、

一
五

一
ー

一

六
二
頁
。

(
6
) 

山
下
米
子
、
「
辛
亥
革
命

の
時
期

の
民
衆
運
動
」
、
「
東
洋
文
化
研
究
所
紀

要
』
、

 
 
第

三
七
冊
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、

[
九
六

五
年
三
月
、

一
一
{
1

一
=

 
 
八
頁
。
波
多
野
善
大
、
「
辛
亥
直
前

に
お
け

る
農
民

一
揆
」
、

『東
洋
史
研
究
』
、
第

 
 

=
二
巻

第

一
・
二
号
合
刊
号
、
東
洋
史
研
究
会
、

一
九

五
四
年

四
月
、
七
七
ー

一

 
 
〇
六
頁
。
ま

た
当
時

の
郷
紳

層

の
動
向
と

し
て
、
市
古
宙

三
論
文

(
「
郷
紳
と
辛

 
 
亥

革
命
」
、

『近

代
中
国

の
政
治
と
社
会
』
、
東
京

大
学
出
版
社

、

一
九
七

一
年

、

 
 
三
三

 
1

三
六
〇
頁
)
が
参
考

に
な

る
。

 
殿
学
暴
動

の
背
景
に
は
、
教
育
税
制

の
不
平
等
が
あ

る
。
教
育
費

は
多
く

の
場

合
田
租

(
田
畑
に
対
し

て
か
け
ら
れ

る
税
金
)

に
基
づ

い
て

い
た
が

、
田
租

は
多

く
の
場
合
、
貧
し

い
農
民
か
ら
は
厳
格

に
徴
収
さ
れ
、
郷
紳
層

は
見
逃

さ
れ

る
の

六
二
九



中

国
国
民
革
命

の
研
究

が

一
般
的

で
あ

っ
た
。
特

に
江
蘇

省
で
は
江
都
県
等
に
お

い
て
土
地
台
帳
が
無
く
、

税

金
は
官
僚

が
自

分
達

の
利

益

に
基

づ
き
課

し

て
い
た
と

い
う

(
丁
卓

人
等

、

「抗

戦
前
后
江

都
小
教
界
罷

課
索
薪
的
回
憶
」
、

『揚

州
文
史
資
料
』
、
第

二
輯
、

中
国
人
民
政
治
協

商
会

議
江
蘇

省
揚
州
市
委
員
会
、

一
九
八
二
年

一
二
月
、
九
-

二
八
頁
)
。

(
7
) 

阿
部
洋
、
「
清
末

の
殿
学
暴
動
」
、
多

賀
秋
五
郎
編
著
、
前
掲

『
近
代

ア
ジ

ア
教

 
 
育
史
』
、
下
巻
、
六
九
-

一
四

一
頁
。
阿
部
洋
、
「
近
代
学
校
と
中
国
農
民
」
、
『
日

 
 
本

の
教
育
史

学
』
、
第

五
集

、

一
九
六

五
年
、

三
三
ー

五
七
頁
。

阿
部
洋
、
「
『
東

 
 
方

雑
誌
』

に
み
ら
れ
る
清
末
教
育
史
資
料
に

つ
い
て
」
、

(上
)
・
(下
)
、
『
歴
史
評

 
 
論
』
、
第

一
三
七
期

(
一
九
六
二
年

一
月
、

二
三
-

三
三
頁
)
・
第

=
二
八
期

(
一

 
 
九
六
二
年
二
月
、
二
三
-

三
三
頁
)
。
中
村
恒
、
「
清
末
学
堂
設
立
を

め
ぐ

る
江
漸

 
 
農
村
社
会
」
、
歴
史
教
育

研
究
会
編
、

『歴
史

教
育
』
、
第
十
巻
第

=

号
、

一
九

 
 
六
二
年

一

一
月
、
日
本
書
院
、
七
ニ
ー

八
五
頁
。

(
8
) 

前
掲

「
過
去
的
無
錫
教
育
」
、
『
無
錫

三
年
教
育
』
。

(
9
)
 
銭
鍾
漢
、

「
〈
無
錫
光
復
志

〉
拾
遺
」
、

『無

錫
文
史
資
料
』
、

第
三
輯
、
中
国

人

民
政
治
協
商
会
議
江
蘇
省
無
錫
市
委
員
会
文
史
資
料
研
究
委
員
会
、

一
九
八

一
年

三
月
、
九
-

二
三
頁
。

(
10
) 

前
掲

『
無
錫

三
年
教
育
』
、
統
計

三
頁

。

(
11
) 

江
蘇
省
長
公
署
編
、

『江
蘇
県
教
育
視
察
報
告
書
』
、
江
蘇
省

長
公
署
、
九

四
ー

 
 
九
七
頁
。

(
12
)
 
新
亜
書
店
編
、

『新
国
民
年
鑑
』
、
新

亜
書
店

、

一
九
二
八
年

、
教
育
二
八
-

三

 
 
○
頁

(
13
)
 
前
掲

『江
蘇

教
育
概
覧
』
、
第

四
部
 
全
省
教
育
比
較

一
-

四

二
頁
。

(
14
)
 
教
育
部
、

『第

一
次
中

国
教
育
年

鑑
』
、

一
九
三
四
年
、
教
育
雑
録
三
五
八
-

三

 
 
六
二
頁

。

(
15
) 

胡
談

、
「
従
胡
氏
公
学
到
堰
橋

公
学
」
、
『
無
錫
県
文
史
資
料
』
、
第

一
輯
、

一
九

 

 
八
四
年

一
〇
月
、
五

一
-

六

一
頁
。

(
16
) 

銭
穆
、
「
果
育
学
校
和
江
蘇
省
立
第
三
師
範
学
校
」
、

『無
錫
文
史
資
料
」
、
第

一

四
輯

、

一
九

八

六
年

七

月

、

二

三
ー

四

三

頁

。

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

六
三
〇

(
17
)

聾

漢
良

、
「
回
憶
民
国

時
期
無
錫
地
区

教
育
事
業
的

一
些
情
況
」
、
『
無
錫
県
文

史
資
料
』
、
第

一
輯
、

四
四
-

五
〇
頁
。
封

渓
中
学
は
、

}
九

三
五
年
段
階

の
資

料
に
は
記
載
が
無

い
。
県
立
石
塘
湾
小
学
校

に
移
行

し
た
可
能
性

が
あ

る
。

(
18
) 

陳
宝
善
、
「
無
錫
最
早
創
弁
的
小
学
之

一
」
、

『無
錫
文
史
資
料
』
、

=
二
輯

、

一

 

 
九
八
六
年

一
〇
月
、

八
三
-
九

〇
頁
。

(
19
) 

郡
春

座
、
「
二
、

三
十
年
代
無
錫
紡
織

廠
改
革
封
建

工
頭
制
的
闘
争
」
、
『無

錫

 
 
文
史
資
料
』
、
第

一
〇
輯

、

一
九

八
五
年

四
月
、
七
三
-

八
〇
頁
。

(
20
)
 
王
錫
麟
、
王
泉
海
、
管
墨
林

、
「
匡
仲
謀

与
匡
村

中
学
」
、
『無

錫
文
史
資
料
』
、

 
 
第

一
輯
、

一
九

八
四
年

一
〇
月
、
六
ニ
ー

七
四
頁
。

(
21
)
 
朱
龍
湛
、

「抗

戦
前
無
錫

棉
紡

工
業
概
況
」
、
『
無
錫
文
史
資
料
』
、
第
七
輯
、

一

 
 
九

八
四
年

五
月
、
五
三
-

七
八
頁
。

(
22
)
 
前

掲

『
無
錫

三
年
教
育
』
、
統

計
三
頁
。

一
九

三
五
年

の
全
国
平

均
は

一
五

・

 
 
五
%
で
あ

っ
た

(
『
中
華

民
国
二
四
年
度
教
育
統
計
簡
編
』
、
五
〇
頁
)
。

(
23
)
 
王

慾
功
、
『
江
蘇
省
政
府
政
情
述
要
民
国
三
四
、
三
五
年
』
、
教
育

一
八
頁
。

(
24
)
 
前

掲

『無

錫
三
年
教
育
』
、
学
校
教
育
概
況
三
三
ー

三
七
頁
。

 
第
 
四
 
章

(
1
) 

侯
鴻
鑑
、
「
対
於
江
蘇
最
近
教
育
状
況
感
言
」
、
『
教
育
雑
誌
』
、
第

八
巻
第

五
号
、

一
九

一
六
年
五
月
、
言
論
七
三
-

七
七
頁
。
私
塾
は
改
良
を
加
え
、
ま
す
ま
す

信

頼
さ
れ

て
い
た
。

一
方
准
海

や
蘇
州
等

に
お

い
て
は
、
小
学
校

で
読
経
科

が
実
施

さ
れ
、
学
校

の
私
塾
化
が
進

ん
で
い
た
と

い
う
。

(
2
) 

童
家
延
、
「
無
錫

工
人
家
庭
之
研
究
」
、
『統
計

月
報
』
、
第

一
巻
第

六
期
、

一
九

 

 
二
九
年

八
月
、

一
i

五
六
頁
。

私
塾

が
大
き

な
社
会

的
勢
力

で
あ

っ
た
要
因
と
し

 

 
て
、
調
査
分
析

の
中

で
、

一
、
労
働
者
家
庭

は
見
聞

が
限
定

さ
れ
て
お
り
、
新
式

 

 
教
育

の
価
値
を
知
ら
な

い
父

兄
が
多

い
こ
と

、
二
、

私
塾
の
方
が
廉

価
で
あ

っ
た

 

 
こ
と
、

三
、
労
働
者

は
子
弟

の
教
育

に
対
し
て
希
望

が
低
く
、
手
紙
を
書
け
新
聞

 

 
が
読

め
る
程
度

で
良

く
、
私
塾

で
十
分
と
考
え

て

い
た
こ
と
、
四
、
成
人
労
働
者

 

 
が
入
学

し
た
の
は
、
調
査
が
実
施
さ
れ
る
二
〇
1

三
〇
年
前
で
あ
り
、
当
時
私
塾

 

 
の
勢
力

が
盛

ん
で
あ

っ
た
こ
と
等

が
、
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
私
塾

の
方



が
小
学
校
よ
り
授
業
料
が
廉
価
で
あ

る
と

は
、
必
ず

し
も
言
え
な

か

っ
た
。

 
と
こ
ろ
で
江
蘇
省
句
容
県

の
場
合
も
、
私
塾

で
学

ん
だ
層

は
、
読

み
書
き
能
力

を
持

つ
識
字
者
中
、
大
き
な
割
合
を
し
め

て
い
た
。
句
容
県

は
鎮
江
市
近
く

の
農

村
地
域
で
あ

っ
た
が
、

一
九
三
四
年

の
調
査

に
よ
れ
ば
、
識
字
率

は

=

・
三
%

で
あ

っ
た
が
、
識
字
者

の
う
ち
学
校
教
育
を
受
け
た
者
三

二

・
三
%

に
対

し
て
、

私
塾
教
育

を
受
け
た
者

は
六
七

・
七
%

に
達

し
て

い
た

(張
心

一
、
陶
桓
棊
、
荘

継
曾
、
『
試
弁
句
容
県
人

口
農
業
総
調
査
報
告
』
、

一
九

三
四
年
、

一
=

1

一
一

三
頁
)
。

こ
れ

を
漸
江
省
蘭
渓

県
に
お
け

る

一
九
三
五
年

の
調

査
と
比
較
し

て
み

よ
う
。
蘭
渓
県
で
は
識
字
率
は

二

一
・
八
%

で
句
容
県
よ
り
約

一
〇
%
高

か

っ
た

が
、
学
校
教
育
を
受
け
た
者
六
五

・
一
%

に
対
し

て
、
私
塾
教
育
を
受

け
た
者

は

三

四

・
九

%
に
留
ま

っ
て

い
た

(前
掲

天
野
元
之
助
、

『中

国
農
業
経
済
論
』
、
第

三
巻
、

二
五

ニ
ー

二
五
三
頁
)
。
江
蘇
省
句

容
県
で
は
、
読

み
書
き
能
力

の
形
成

に
お

い
て
、
私
塾
が
学
校
教
育
よ
り
も
重
要

な
役
割
を
果

た
し
て

い
た
と

言
え

よ

・つ
。

(
3
) 

前
掲

『申
国
現
代
化
的
区
域
研
究
 
江
蘇
』
、

二
六

一
頁
。

(
4
)
 
『
無
錫
県
政
公
報
』
、
第

四
期
、

一
九

二
九
年

六
月

一
一
日
、
教

育
三
頁
。

(
5
)
 
前
掲

『無
錫

三
年
教
育
』
、
工
作

一
般

〕
〇
四
-

〕
〇
六
頁
。

(
6
)
 
前
掲

『無
錫

三
年
教
育
』
、

工
作

一
般
八
八
頁
。

(
7
)
 
前
掲

『無
錫

三
年
教
育
』
、
学
校
教
育

概
況
六

一
頁
。

(
8
)
 
顧
伸
、
朱
雲
泉

、
王
亮
豊

、
陸

澗
民
、
『無

錫
県
第

四
区
農
村
経
済
調
査
』
、
江

 
 
蘇
省
農
民
銀
行
総
行

、

一
九

三

一
年

一
二
月
。

一
-

一
八
二
頁
。

(
9
)
 
安

川
寿
之
輔

、
「義
務

教
育

就
学
の
史
的
分
析
」
、
『
日
本

の
教
育
史
学
』
、
第
七

集

、

一
九
六

四
年

、
二
三
-

五
六
頁
。
尾
崎

ム
ゲ
ン
、
「
明
治
末
年

に
お
け
る
教

育

の
構
造
変
化

に

つ
い
て
」
、
『季

刊
社
会
思
想
』
、
二
(
四
)
、

一
九
七
三
年

二
月
、

八
九
-

一
〇
三
頁
。

一
般
的
に
就
学
率
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
要
素
に

は
、
経
済
的
発
展
(
生
産
力
)
、
農
産
物
商
品
化

の
進
展
度
、
寄
生
地
主
制

の
展
開
、

都

市
化

の
進
展
等

が
あ
る
。

つ
ま
り
経
済
的

に
発
展
し
、
農
産
物
商
品
化

の
進
展

度
が
進
み
、
寄
生
地
主
制
が
展
開
し

て
お
ら
ず
、
都
市
化
が
進
展

し
て
い
る
地
域

で
は
、
就
学
率
が
高

い
。
開
原
区
北
部

で
は
経
済
発
展
が
遅

れ
て
い
る
他
、

こ
れ

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

ら

の
各
要
素

に
お

い
て
、
南
部

よ
り
も
遅
れ
て
お
り
、
就

学
率

の
低
迷
に

つ
な
が

っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

(
10
)
 
前
掲
日
、暗

簿

、償
目
冨
o
論
文

。

(
!1
)
 
箭
新
城
、

『民

国

一
五
年
教
育
指
南
』
、

三
六
七
頁

。
原
載

は

『
中
華
教
育
界
』
、

 
 
第

一
六
巻
第

四
期
、

一
九

二
八
年

四
月
。

(
12
)
 
李
塊
氷
、

「広
州
市
私
塾
調
査
報
告

」、

『教
育

研
究

』
、
第
七
期

、

一
九
二
八
年

=

月
、

二
三

一
ー

二
三
八
頁
。
塾

師
九

六
人
に
対
す
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
師
範

卒
業

=

ハ
人

の
他
、
高
等
師
範
卒
業

も
三
人

い
る
。
広
州
で
は

一
九
二
〇
年
代

の

初

め
に
私
塾

一
〇
〇
〇
所

が
あ
り

、
私
塾

に
お

い
て
教
育
を
受
け
る
学
齢
児
童
は
、

学
校

で
学

ぶ
者

よ
り

も
多

か

っ
た
(前

掲

「推

広
小
学
之
捷
径
」
、
『
教
育
雑
誌
』
、

第

一
四
巻
第

五
号
)
。
ち
な
み
に
塾
師

の
中
で
清
朝

の
挙
人
及
び
貢
生
(
挙
人
は
郷

試
合
格
者

。
貢
生

は
、
生

員

の
中
で
学
業

優
秀
な
た
め
推
挙
さ
れ
た
者
で
あ
り
、

廷

試
を
受

け
任
官
)
は
、

八
人
で
あ

っ
た

(宮

崎
市
定
、
『
科
挙
』
、

中
公
文
庫
、

六

一
頁
。
同

『科

挙
史
』
、
平

凡
社

、
東
洋
文
庫

四
七
〇
、

一
一
七

頁
、

一
一
九

-

一
二
二
頁
、
二
〇

一
-

二
〇
三
頁
。

オ
リ
ジ
ナ

ル
は

『
科
挙
』
、

秋
田
屋
、

一

九

四
六
年

)
。

(
13

) 

中

学

生

社

、

『
中

学

生

的

出

路

』
、

開

明

書

店

、

}
九

三

五
年

、

=

皿三
-

一
四

 

 
四

頁

。

(
14

) 

葉

聖

陶

、

「
一
個

練

習

生

」
、

『
抗

争

』
、

人

民

文

学

出

版

社

、

一
九

八

五
年

、

一

 

 

一
六
-

一
二

九

頁

。

(
15
) 

「
十
年
来
江
蘇
中
等
学
校
卒
業
生
出
路
統
計
」
、
『
教
育
雑
誌
』
、
第
十
七
巻
第

四

 
 
号
、

一
九
二
五
年
四
月
二
〇

日
、

一
-

三
六
頁
。

(
16
) 

「
周
庁
長
視
察
無
錫
宜
興
教
育
記
」
、
『
江
蘇
教
育
』
、
第

三
巻
第

五
ー
六
期
、

一

 

 
九
三

四
年
、

一
-

二
四
頁
。

(
17
) 

前
掲

『
江
蘇
教
育
概
覧
』
、
六

一
九
頁
。

(
18
)
 
前
掲

『
無
錫
三
年
教
育
』
、

工
作

一
般

八
八
頁
。

(
19
) 

前
掲

『江
蘇
教
育
概
覧
』
、

六

一
九
頁
。

 

 
 

「
無
錫
金
匝
県
志
』

の
記
載

に
よ
れ
ば

、
前
述

の
よ
う

に
光
緒
年

間
ま

で
に
家

塾

は
八
所
、
義
学

・
義
塾

は
九
所
あ

っ
た
。

記
載

さ
れ
て

い
る
数

は
、
民
国
時
期

六
=
=



中
国
国
民
革
命

の
研
究

の
私
塾
総
数
(
一
九
三
五
年

に
五
〇
七
所
)
と
比
較
す

る
と
甚
だ
少
な

い
。
清
末

に

存

在
し
た
小
さ

い
私
塾
は
、
記
載
漏
れ

の
可
能
性
が
あ

る
。

し
か
し
な

が
ら

同
時

に
私
塾

数

の
増
加
は
、
民
国
時
期
に
多
数

の
私
塾
が
誕
生
し
た

こ
と
を
意
味

し
よ

・つ
。

(
20
) 

前
掲

『
無
錫
三
年
教
育
』
、
行
政
概
況

三
二
頁
。

(
21
) 

前
掲

『
無
錫
三
年
教
育
』
、
学
校
教
育
概
況

三
七
頁
。

(
22
) 

前
掲
篭
谷
論
文
、

一
三
七
頁
。

(
23
) 

蒋
守
正
、
蒋
裕
伯
、
「
常
武
地
区
清
末
民
初
的
私
塾
」
、

『常
州
文
史
資
料
』
、
第

二
冊
、

一
九

八

二
年

一
〇
月
、
九
六
-

一
〇
〇
頁
。

田
中
謙

二
、
「
旧
支
那

に
於

け
る
児
童

の
学
塾
生

活
」
、
「
東
方
学
報
』
、
第

一
五
巻
第

二
期

、
東
方
文
化

研
究

所
、

一
九
四
六
年
、
八

五
-

一
〇
〇
頁
。

(
24
) 

文
教
部
学
務
司
内
地
方
教
育
状
況
調
査
班
、

『地
方
教
育
状
況

調
査
報
告
書
』
、

 
 
康
徳
三
年
度
、

一
五
五
-

一
五
九
頁
。

日
本
占
領

下
の
東
北

三
江
省

で
実
施

さ
れ

 
 
た
私
塾
に
関
す
る
調
査

に
よ
れ
ば
、
私
塾

に

つ
い
て
は

「古
来

異
常

ノ
発
達

ヲ
遂

 
 
ケ
居
タ

ル
モ
ノ
ノ
如

シ
」
と
さ

れ
て
い
た
。

例
え
ば
樺

川
県

に
お

い
て
は
公
立
小

 
 
学
校
二

五
校
、
私
立
小
学
校
六
校

に
対

し
て
、
私
塾

五
〇
所

を
有
し
て

い
た
。
私

 
 
塾
は

一
般
的
に
、
学
齢
児
童
が

い
な
が
ら
付
近

に
学
校

が
無

く
、
遠

距
離
通
学
が

 
 
不
可
能
な
た
め
部
落
民

の
希
望

に
応
じ

て
設
置

さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し

 
 
三
江
省
は
地
理
的
な
関
係
か
ら
南
満
州
地
方

に
比
べ
て
、
教
育

・
文
化

の
水
準
が

 
 
低
く
学
校
施
設
も
見

る
べ
き
も

の
が

な
か

っ
た
と

い
う
事

情
も
あ
り
、
私
塾
が
学

 
 
校
を
圧
倒
し

て
い
た

の
で
あ

る
。

(
25
) 

外
務
省
文
化
事
業
部
、

『中
華
民

国
教
育

其
他

ノ
施
設
概
要
』
、

一
九
三

一
年
、

 

 

一
〇
八

八
-

一
〇
九

四
頁
。

(
26
) 

前
掲

『
中
華
民
国

二
四
年
度
全
国
教
育
統
計

簡
編
』
、
五

一
頁
。
「
令
知
小
学
初

 

 
級
学
級
毎
級
学
生
応
以

五
十
人
為
足
額

」
、
前
掲

『
江
蘇
教
育
概
覧
』
、
六
三
頁
。

(
27
)
 
前
掲

『民

国

一
九
年

度
全

国
初
等

教
育
統
計
』
、
三
五
頁
、

四
〇
頁
。

(
28
)

前
掲

『江
蘇

教
育

概
覧
』
、
七

一
六
頁
。

(
29
)
 
周
漢
成
、

「無
錫

教
育
事

業
今
昔
」
、
『
無
錫
文
史
資
料
』
、
第

八
輯
、

一
九

八
四

年

九

月

、
九

九

-

一
〇

六

頁

。

六
三
二

(
30
)
 
中
華

人
民
共
和

国
に
お

い
て
は
文
革
後

の

一
九
八
二
年

に
、
第
三
回
人
ロ
セ

ン

サ
ス
が
実
施

さ
れ
て

い
る
。
そ

の
調
査

結
果
に
よ
れ
ば
、
非

識
字
率

は
全
国
平
均

で
三

一
・
九

%
で
あ

る
。
非

識
字
率

は
全

国
の
各
省

・
各
県

間
に
お

い
て

一
様

で

は
な

い
。
非
識

字
率

が
最
も
低

い
遼
寧
省
は
、

一
六

・
六
%
で
あ
る
。

一
般
的
に

東

北
三
省

の
非

識
字

率
は
低

い
。
全

国
平
均
よ
り
も
非
識
字
率
が
低

い
省
と

い
う

の
は
、
東

北
三
省
の
外

に
、
山
西
、
広
東
、
広
西
な
ど
で
あ
る
。
そ

の

一
方
、
最

も
非

識
字
率

の
高

い
チ
ベ

ッ
ト
は
七
三

・
二
%
で
あ
る
。
遼
寧
省
と
チ

ベ

ッ
ト
と

の
間

に
は
五
〇
%
以
上
も
の
偏
差
が
存

在
す
る
。

 
江
蘇
省

の
非

識
字
率

は
、
三
四

・
六
%
で
あ
る
。
江
蘇
省

は
経
済

・
文
化
的

に
、

発
展
を
遂
げ
た
省

の

一
つ
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
非
識
字
率
を
見
る
な
ら

ば

、
全

国
平
均
よ
り
も
高

い
の
で
あ
る
。

 
社
会

学
者

で
、
江
蘇
省
呉
江
県

の
農
村
調
査
を
長
年
に
わ
た

っ
て
実
施
し

て
い

る
費
孝

通
は
、
そ
の
著
書

の
中
で

「
教
育

の
面
で
、
私
が

一
番
心
を
痛
め

て
い
る

の
は
、
江
蘇

の
文
盲

率
が
全

国
平
均
よ
り
高
く
、
さ
ら
に
呉
江
は
そ

の
中

で
も
高

い
方
だ
と

い
う
点
で
あ
る
。
理
論
的
に

は
、

一
つ
の
地
区

の
経
済
水
準

は
文
化
程

度
に
正
比
例
す
る

の
だ

ろ
う
が
、
実
際

に
は
今
は
引

っ
く
り
返

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
ど

の
よ
う
な
法
則
性
が
あ

る
の
か

は
研
究

に
値
す

る
」
と
述

べ
て
い

る
(
費
孝

通
著
、
大
里
浩

秋
、
並
木
頼
寿

訳
、

『
江
南
農
村

の
工
業

化
』
、
研
文
出

版
、

一
九
八
八
年
、
六
三
頁
)
。

第
 
五
 
章

(
1
) 

愈
子
夷
、
『
一
個
郷
村
小
学
教
員
的

日
記
』
、

上
、
商
務
印
書
館
、

 
 

二
六
頁
、

一
四
二
頁
。

(
2
) 

前
掲

『
無
錫

三
年
教
育
』
、
学
校
教
育
概
況

四
〇
ー

四
四
頁
。

(
3
) 

胡
瑛
、
「
胡
雨
人
先
生
軟
事
」
、

『無
錫
県
文
史
資
料
』
、
第

一
輯
、

 
 

一
〇
月
、

=

【五
1

=
二
七
頁
。

(
4
)
 
前
掲

『江
蘇
教
育
概
覧
』
、
四
七
九
頁
。

(
5
) 

前
掲
童
家
延
論
文
。

(
6
) 

前
掲
蒋
守
正

、
蒋
裕
伯
論
文

。

一
九

二

八
年

、

一
九
八
四
年



(
7
)
 
前
掲

『
中
華
民
国

二
四
年
度
全
国

教
育
統
計
簡
編
』
、
五
ニ
ー

五
三
頁

。
江
蘇

省

に
お

い
て
は
学
齢
児
童

人
口
が
絶
対
的

に
も
相

対
的

に
も
多

い
。

一
九
三
五
年

度

の
初
等

教
育
統

計
に
よ
れ
ば

、
江
蘇
省

に
お
け
る
初
等
教
育
学
齢
児
童
総
数
は

五
二
九

万
四
九

四
四
人
で
、
全

国
第

一
位

で
あ

る
。
ま
た
学
齢
児
童

の
総
人

口
比

は
、

一
九

三
〇
年
度

の
調
査

に
よ
れ
ば

、
江
蘇
省

は

一
六

・
六
%
で
あ
り
、
河
北

(
=

丁

八
%
)
、

湖

南

(
=

一
・
六
%
)
、

山

西

(
一

一
・
六
%
)
、

湖

北

(
八

・

七
%
)
等

の
各
省

よ
り
も
高

い
。

 

ま
た
江
蘇
省

の
句
容

県
に
お

い
て
、

一
九
三
三
年
に
実
施
さ
れ
た
人

口
調
査
に

よ
れ
ば
、

人
口
の
年
令

別
割
合

で
、
五
歳

か
ら
九
歳
は

一
二

・
七
%
、

一
〇
歳
か

ら

一
四
歳
は

一

一
・
九
%

で
あ

る

(前

掲

『
試
弁

句
容
県

人

口
農
業

総
調
査

報

告
』
、

=

八
頁
)
。

一
方

中
国
農

村
入

口
の
年

齢
別
割
合
に

つ
い
て

の
民
国
時
期

の
調
査

に
よ
れ
ば

、
全

国
平
均

は
、
五
歳

か
ら
九
歳
が

一

一
・
九
%
、

一
〇
歳
か

ら

一
四
歳

が
九

・
九

%
で
あ

る
(
天
野
元
之
助

、
『
中
国
農
業
経
済
論
』
、
復
刻
版
、

不
二
出
版
、

一
九
八

四
年
、
第

三
巻
、

一
五
九
頁

。
オ
リ
ジ

ナ
ル
は
、
『
中
国
農

業

の
諸

問
題
』
、
技
報

堂
、

一
九
五
二
年
。
原
載
は
喬
啓
明
、
『
中
国
農
村
人

口
結

構

及
其
消

長
』
)
。

 
こ
れ
は
句
容

県
の
調
査
で
あ
る
が
、
江
蘇
省

の
若
年
人

口
が
、
全
国
平
均
よ
り

も
多

い
こ
と
を
裏

付
け
る

一
つ
の
デ
ー
タ
と
な

ろ
う
。

こ
う
し
た
学
齢
児
童
人

口

の
多

さ
は
、
教
育
事
業

の
大
衆

的
普
及
に
と

っ
て
阻
害
要
因
と
し
て
働

い
て
い
た

の
で
は
な
い
だ

ろ
う

か
。

 

と
こ
ろ
で
江
蘇
省

の
清
末
か
ら
民
国
時
期
に
お
け
る
人

口
状
況
を
概
観
し

て
み

る
と
、
ま
ず
太

平
天
国

の
乱
で
人

口
が
激
減
し

て
い
る
。
従
来
江
蘇
省

は
人

口
過

密

地
域

で
経
済

活
動
が
停
滞
し

て
い
た
。
し
か
し
人

口
減
少
に
伴

っ
て
、
民
国
時

期
か
え

っ
て
経
済
活
動
が
活
性
化
し
、
再
び
人

口
が
増
加
し

て
い

っ
た

の
で
あ

る
。

民
国
時
期

の
江
蘇
省
に
お
け
る
総
人

口
の
推
移
を
見

る
と
、

一
九

一
二
年

の
二
八

七
二
万
人
か

ら

一
九

四
七
年

の
三
四

一
〇
万

人

へ
と
増
加

し
て

い
る
(
前
掲

『
中

国
人

口
 

江
蘇
分
冊
』
、
五
〇
頁
)
。

 
こ
う
し
た
人

口
の
増
加

の
要
因
と
し

て
は
、
他
省

か
ら
の
人

口
流

入
が
ま
ず
考

え
ら
れ

る
。
特

に
蘇
州
地
区

に
お
け

る
人

口
増
加
は
、

お
も

に
交
通
機

関
の
発
達

中
華
民
国
時
期
に
お
け
る
近
代
学
制
の
地
方
浸
透
と
私
塾

に
伴
う

人
口
の
流
入
に
あ
る
。
ま
た
北
部

の
増
加
は
自
然
増
加
に
主
に
起
因
す
る

も
の
と
考
え
ら

れ
て

い
る

(李

国
祁

、
「
由
蘇
漸
両
湖

四
川
及
閲
鯉
七
省

都
市
人

口
状
態
論
清
末

民
初
我
国
南
方

諸
省
的
都
市
化

現
象
」
、
前
掲

『
国
際

漢
学
会
議

論

文
集

 
歴
史
考
古
組
』
、
下
冊
、

一
五
〇
五
…

一
五
三
九
頁
)
。

(
8
) 

前
掲

『
中
華
民
国
二
四
年
度
全
国
教
育
統
計
簡
編
』
、
四
七
ー

五
七
頁
。

(
9
) 

広
州

の
視
察

団
は
、
南
京
や
上
海

の
小
学
校
で
は
教
育
実
験
を
重
視
し
て

い
る

と
、
高

い
評
価

を
与
え

て
い
る
。
「
教
育
は
革
新

の
必
要
が
あ
り

、
実

験
を
重
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
江
漸
は
実
験
小
学
校
を
多
数
設
置
し

て
い
る
他
、
実
験

の
精
神

に
富

み
活
発

で
喜
ば

し

い
か
ぎ
り

で
あ

る
」

(
広
州
市
市
立
師

範
学
校
、

『
考
察
江
漸
教
育
報
告
書
』
、

一
九
三
二
年
、

四
頁
)
。

(
10
)

省
立
学
校

は
、
予
算

の
多
く

を
分
配
さ
れ

て

い
た
。
「
県

の
教
育
経

費
総
額

は

 
 

(
江
蘇
省

の
場
合
)
他
省
よ
り
も
多
く
、
地
方
教
育
を
進
め
る

に
当
た

っ
て
あ
ま

り
困
難
は
無

い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
本
省

の
よ
う
に
経
費

の
使

い
か
た
に
無
駄

が
多
く
、
経
費

の
徴
収

に
問
題
が
あ

る
と

こ
ろ
は
無
く
、
他
省

に
比

べ
て
甚
だ

し

い
。

…

松

江
中
学

(注

省
立
)
で
は

一
学
級

あ
た
り
毎
年

三

八
〇
〇
余
元
も

の
教
育
経
費
が
割
り
当

て
ら
れ

て
い
る
」
(
前
掲

「
第

一
次
中
国
教
育
年
鑑
』
、
丙

編
 
教
育
概
況

四
二
六
頁
)
。

 
ま
た

一
年
間

の
経
費

は
省
立
無

錫
中
学

付
属
小

学
校

で
は
二
万

二
九
六
八

元

(
一
九

三
二
年
)
に
対
し

て
、
無

錫
県
立
河
将

口
小

学
校
で
は

二

一
四
〇
元

(
一
九

三
四
年
)
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
ま
た

一
般

に
省
立

学
校
は
、
都
市

に
設
置
さ
れ

て

い
た
。

(
11
) 

「
令
知
小
学
初
級
学
級
毎
級
学
生
応
以

五
十
人
為
足
額
」
、
前
掲

『江
蘇
教
育
概

 

 
覧
』
、
六
三
頁
。
「
お
よ
そ
小
学
校

に
お

い
て
初
等
学
級
を
設
置
す

る
に

つ
い
て
は

 

 

一
律

に
学
生
五

〇
人
を
定
足
数
と

し
、
不
足
す

る
場
合

は
極
力
方
法
を

講
じ
て
定

 

 
足
数
を
満
た
す

よ
う

に
し
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。
各
県
督
学

、
教
育
委

員
は
規
定

 

 
に
照
ら

し
て
、
学
生
実
数
を
調
査
し
、

も
し
定

足
数

に
満
た
な

い
時

は
校
長

に
働

 

 
き
か
け
、
あ

る
い
は
施
設
が

不
良

で
定

足
数

に
満
た
な

い
と
き

に
は
移

転
先
を
考

 

 
え
、
閉
校
と
す

べ
き

で
あ

る
」
。

(
12
)
 
鄭
世

興
、

『我

国
近
代

郷
村
教
育

思
想
和

運
動
』
、
正
中
書

局
、

一
九

七
四
年

、

⊥ハ
=
コ
ニ



中
国
国
民
革
命

の
研
究

二

一
二
ー

二

一
五
頁
。 

江
蘇
省

で
は
農
村
部

の
教
師
養
成

の
た
め
の
、
郷
村
師

範

の
設
置
が
、
全
国
に
先
駆
け

て
行
わ
れ
て
き
た
。
人

口
の
大
部
分
を
抱
え

る
農

村
部
は
、
小
学
校
普
及

の
上

で
重
要

で
あ
る
が
、
都
市
部
と
違

っ
て
順

調
に
進

ま

な

い
の
が
実
状

で
あ

っ
た
。
ま
た
教
師
を
養
成
す
る
師
範
学
校

は
、
そ

の
大
部
分

が
都
市

部
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
卒
業
生
は

一
般
的
に
農
村

に
赴
任
し
た
が
ら
な

か

っ
た
。
し
た
が

っ
て
農
村
部
で

の
教
育
普
及

の
た
め

に
は
、
ま
ず
そ

の
た
め

の

教

師
養
成

の
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
江
蘇
省

で
は

一
九

二
三
年
頃
よ
り
、

農
村
部
を
中
心
と
し

て
郷
村
師
範
が
設
置
さ
れ

て
い

っ
た
の
で
あ

る
。

 
ま
た
江
蘇
省

で
は
陶
行
知
に
よ

っ
て

}
九

二
七
年
に

は
、
暁
荘
師
範

が
設
置

さ

れ
た
。
そ
の
外

、
江
蘇
省
教
育
学
院

(
民
衆
教
育

・
農
民
教
育

の
指
導
者
養
成

の

た
め
の
高
等

教
育
機
関
)
が

一
九
三
〇
年
に
設
立
さ
れ
、
無
錫
県

に
北
夏
実
験
区

が
、
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
13
) 

福
武
直
、
『
中
国
村
落

の
社
会
生
活
』
、
弘
文
堂
、

一
九

四
七
年
、
九

〇
ー

九
四

 
 
頁
。

(
14
) 

前
掲

『
江
蘇
省
鑑
』
、
第
八
章
、
社
会

一
七
-

二

一
頁
。

(
15
) 

前
掲

『
江
蘇
教
育
概
覧
』
、
第
四
部
、
全
省
教
育
比
較

一
ー

四
二
頁
。

(
16
) 

前
掲

『
分
省
地
誌
江
蘇
』
、

一
二

}
頁
。

(
17
)

前
掲

『
江
蘇
教
育
概
覧
』
、
七

=
二
頁
。

(
18
) 

費
孝
通
著
、
大
里
浩
秋
、
並
木
頼
寿

訳
、

『
江
南

農
村

の
工
業
化

』
、
研
文
出
版
、

一
九

八

八

年

、

一

一
九
-

一
二

〇
頁

。

六
三

四



付

無
錫
教
育
関
係
人
物
伝

(民
国
時
期
)

・
栄
徳
生
無
錫
県
出
身

の
大
資
本
家

。
無
錫

に
振
新

、
申

三
な
ど

の
紡
績

工
場
設
立
。
ま
た

公
益
小
学
校
等
を

出
身

地
の
栄
巷
鎮

に
創

設
。

・
華
衡
芳

 

数

学
家

、
科
学
者
と
し
て
著
名
な
徐
寿

の
友
人
。
埃
実
学
堂

の
校
長
。

・
匡
仲
謀

 

貧
し

い
家
塾
教
師

の
家
庭
出
身
。
後
に
上
海
に
出

て
、
商
業
資
本
家
と
な

る
。
匡

 

村
学
校
を
創
設
す
る
。

・
胡
雨
人

 

県
城

の
地
主
家
庭
出
身
。
水
利

の
専
門
家
、
教
育
者
。
胡
氏
公
学

の
創
設
者
。

・
呉
稚
暉

 

挙
人
。
清
末
か
ら
民
国
初
期

に
か
け

て
の
革
命
家
。
商
人

の
家
庭
出
身
。
南
脊
書

 

院

の
同
級
生
に
は
、
愈
復
、
曹
栓
な
ど
が

い
る
。
上
海
文
明
書
局

の
総
編
集
長
。

 

国
民
党
元
老
。
イ
ギ

リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
に
行
き
、
勤

工
倹
学
活
動

に
参
加

。

・
侯
裸

三

 
 
一
八
九

八
年
、

三
等
学
堂

の
設
立

に
参
加

。
の
ち
日
本

に
留
学

し
、
弘
文
学
院
師

 

範
科

で
学

ぶ
。
帰

国
後

は
埃
実
学
堂

、
東

林
学

堂
で
教

鞭
を
執

る
。

一
九
〇
五
年

 

競
志
女
学
を
創
設

し
、
師
範
、

小
学
、
幼

稚
の
各

部
を

開
設
す

る
。
ま
た

一
九
〇

 

六
年
速
成
師
範

も
設
立

。

一
九

一
二
年

に
県
立
図
書
館

の
設
立
を
提
唱

・
推
進
し
、

 
 
一
九

…
四
年
館

長
に
就

任
。

一
九

一
二
年

に
も
県
立
女

子
師
範

(
の
ち
県
立
女

子

 

初
級
中
学
)

の
設
立
に
尽
力
。

・
高
陽

 

唐
文
治

の
学
生
。

ア
メ
リ
カ
、

コ
ー
ネ

ル
大
学
留
学
。

一
九
二

二
年
、
私
財
を
投

 

じ
て
、
私
立
無
錫
中
学
校
を
設
置
。

一
九
三
〇
年
、
江
蘇
省
立
教
育
学
院
院
長
と

 

な
る
。

・
周
舜
卿

 

小
地
主
家
庭
出
身
。
大
平
天
国

の
乱

の
際
、

一
家
没
落
。
上
海

で
商
売
を
学

び
、

 

 
 

中
華
民
国
時
期

に
お
け

る
近
代
学
制

の
地
方
浸
透
と
私
塾

無

錫
に
裕

昌
製

糸
を
創

設
。
代
表
的
商
工
業
資
本
家

の

一
人
。
周
新
鎮

に
、
工
場

を
建
設
し
、
鎮

の
建
設
に
努
力
。
ま
た
延
弼
中
学
も
設
立
す
る
が
、
そ

の
後
、
県

立
周
新
鎮
小
学
校
と
な
る
。

・
徐
寿

 

中
国
近
代
化
学

の
先
駆
者
。
蒸
気
機
関

や
爆
弾
を
中
国

で
初
め

て
製
造
。

一
八
七

 

六
年
上
海

に
格
致
書
院
を
創
設
。

・
銭
基
博

 

国
学
者
、
教
育
家
。

一
九

〇
五
年
、
理
科
研
究
会
を
組
織

。

一
九

〇
六
年

、
家
庭

 

教
師
と
な

る
。

一
九

一
二
年
県
立
第

一
小
学
校

で
国
文
を
教
授

。
江
蘇
第

三
師
範

、

 

清
華
大
学
等

で
教
鞭
を
執

る
。
無
錫
国
学
専
修
学
校

(後

の
中
国
文
学

院
)
校
務
主

 

任
な
ど
歴
任
。

・
銭
基
厚

 

銭
基
博

と
双
子
。
日
本

明
治
大
学
法
科

卒
業
後

、
小

・
中
学
教
員
を
歴
任
。
無
錫

 

県

の
教
育

視
学

と
な
る
。

・
唐
文
治

 

進

士
。
清

末
に
外

務
部

な
ど
で
官
僚
と
し
て
活
躍
。

一
九
〇
七
年
以
後
は
教
育
活

 

動

に
携

わ
る
。
私

立
無

錫
中
学

の
校
長
。
無
錫
国
学
専

修
学
校

の
院
長
と
な
る
。

・
楊
模

 

挙

人
。
広
勤
の
経
営
者

で
あ
る
楊
芸
芳

の
甥
。
洋
務
思
想
の
影
響
を
受

け
、
埃
実

 

学
堂
を

設
立
。

・
命
復

 

地
主
家
庭

の
出
身

。
三
等

学
堂

の
創

設
者

の

一
人
。
中
国
同
盟
会
に
参

加
。
上
海

 

文

明
書

局
を
創

設
。
無

錫
県
民
生
部
部
長
。

六
三
五


